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Ａ－　１

杭の種別

規格名称

曲げ強度に

よる区分

(径×長さ)

寸　法

設計支持力

(kN／本)

先端部形状

継手の工法

杭頭の処理

種類の記号 径

＊ SD295A

＊ SD345

・ 

・ 

D10    D13    D16

D19以上

・柱主筋

・梁主筋

・基礎スラブ、耐圧スラブ

・土圧壁など

・耐震壁

・杭主筋

部位 継手工法と適用径の範囲

＊ガス圧接（D19以上）　・　

＊ガス圧接（D19以上）　・　

・ガス圧接（　　　 ）　・　

＊重ね継手　　　　　　 ・　

＊重ね継手 　　　　　　・　

設計基準強度(Fc)

＊ 21N／㎜2

スランプ 適　用　箇　所気乾単位容積質量

＊ 2.3t/m3程度

設計基準強度(Fc)

（ Ｎ／㎜2 ）
種　別

・ １種

・ ２種

積質量(ｔ／m3)

所要気乾単位容
適 用 箇 所

・ １種

・ ２種

・ Ａ　種

適　用　箇　所種　　別

・ Ｂ　種

・ Ｃ　種

登 録 技 術 適　用　箇　所

３

４

５

Ⅰ　工 事 概 要

Ⅱ　工 事 仕 様

２　特　記　事　項

(1) 章及び項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は ・ 印を適用する。

　　 ・ 印の無い場合は、 ＊ 印のあるものを適用する。

　　 ・ 印と ＊ 印のある場合はともに適用する。

(3) 特記事項に記載の（　）内表示番号は、木標仕の当該項目・図または表を示す。

 　《　》内表示番号は、標準仕様書の当該項目・図または表を示す。

通

事

項

共

般

一

１ １　適用基準等

２　材料の品質等

　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・ 公共住宅標準詳細設計図集（第４版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共住宅事業者等連絡協議会監修

本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する

ものとし、ＪＩＳ及びＪＡＳマーク表示のない材料及びその製造業者

等は、次の１）～５）の事項を満たすものとする。

承諾を受けて証明資料の提出を省略することができる。

入手困難なもの等については、次の１)～５)を考慮の上、監督職員の

ただし、使用量の少ないもの、簡易な材料又は品質を証明する資料の

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

３）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

４）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

５）安定的な供給及び保守等の営業体制が整えられていること。

なお、商品名が記載された材料については、当該商品又は同等品を使

用するものとし、同等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける

ものとする。

また、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性

能を有することの証明となる資料又は外部機関が発行する資料等の写

しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

ただし、一般社団法人公共建築協会編集・発行「建築材料・設備機材

等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿(平成＿＿年版)」及び「同

設備機材等評価名簿(平成＿＿年版)」に記載されたものについては、

所定の品質及び性能を有しているものとする。

３　特別な材料の工法 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督職員の承諾

を受けて、当該製品の指定工法によることができる。

・ しまね・ハツ・建設ブランドに登録された下記工法又は製品を使

　 用する。

４　電気保安技術者

　　(1.3.3)

５　発生材の処理等

工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、電気工

作物の保安の業務を行うものとする。

・ 引き渡しを要するもの

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 《4.3節、4.4節》

・ セメントミルク工法（支持地盤は図示による）

・ ﾌﾟﾚﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ併用打込み工法（掘削長・径は図示による）工　法

　 《4.2.4》

６　地盤の載荷試験

試験の方法及び報告書の記載事項等は図示による。

試験位置及び載荷荷重は図示による。

平板載荷試験

　　試験の方法及び報告書の記載事項等は図示による。

　　試験杭の位置及び載荷荷重等は図示による。

・ 鉛直載荷試験　　　・ 水平載荷試験

事

工

礎

基 ５　杭の載荷試験

　 《4.2.3》

　 《4.2.2》

４　試　験　杭 ＊ 図示による

　 《3.3.2～3》

３　山　留　め

業

地

土

３ １　埋 戻 し 及 び

　　盛 土 の 種 別

　 《3.2.3》

　 《3.2.5》 （詳細は、現場説明書による。）

指定処分　・ Ａ　　・ Ｂ　　・ Ｃ　　・ Ｄ　　・ Ｅ　　・ Ｆ

埋戻し　　・ Ａ種　　＊ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　《表3.2.1》

（Ｃ種の場合の詳細は、現場説明書による。）

盛　土　　・ Ａ種　　＊ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種　《表3.2.1》

　　（県産木材製品）

８　木製安全施設製品

７　洗　車　場

＊ 工事用バリケード　　　　　　　　　　　　　　５台

・ 工事用標示板（表示板1,400mm×1,100mm用）　　　台

＊ 工事用看板（表示板1,400mm×500mm用）　　　　２台

設置箇所・材質・構造及び設置期間は図示による。

　・ ネット状養生シート

　　　・ 防炎Ⅰ類　　・ 防炎Ⅱ類

　・ 養生シート

養生シートの種別

設置範囲　　・ 図示の位置　　・ 外部足場全面６　養生シート

設置箇所・材質・構造及び設置期間は図示による。

　・ 利用できる(有償)　　・ 利用できない

構内既存の施設

　・ 利用できる(有償)　　・ 利用できない

構内既存の施設

備　品：

仕上げ：

「手すり先行工法等に関するガイドライン１　手すり先行足場

　　(2.2.4(b))

２　監督員事務所

　　(2.3.1)

３　工 事 用 水

４　工事用電力

事

工

設

仮

２

　　指名

12　特定元方事業者の 下記の者に、労働安全衛生法第３０条第２項に基づく指名を行う。

・ 本工事の受注者

・ 関連他工事の受注者（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８　場所打ちコンク

　　リート杭地業

　 《4.5節》

　　　　・ 場所打ち鋼管ｺﾝｸﾘｰﾄ杭工法 （支持地盤は図示による）

　　　　・ 拡底杭工法（支持地盤は図示による）

　　　　・ オールケーシング工法（支持地盤は図示による）

工　法　・ アースドリル工法（支持地盤は図示による）

　　　　・ リバース工法（支持地盤は図示による）

コンクリート

　種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　　　　　　　　　　 《表4.5.1》

　設計基準強度　　　　　N／㎜2

構造体コンクリート強度と供試体の強度差を考慮した割り増し

　　　　　・ 行う(　・ ３N／mm2　・ 　　　）　　 ＊ 行わない

杭の精度

　水平方向の位置ずれ　

材　料９　砂 利 地 業

　 《4.6.2節》

・ 切込砂利または切込砕石

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工範囲は図示による。10　床下防湿層

　 《4.6.5節》

11　その他の地業 ・ 地盤改良

工　法

・ 深層混合処理工法

・ 浅層混合処理工法

・ 路床改良工法

セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の試験

・ 六価クロム溶出試験

　　配合設計段階　　検体　　　施工後段階　　検体

・ ラップルコンクリート

・ タンクリーチング試験

設計基準強度　　　　　N／㎜2　、スランプ　　　　㎝

《6.14節》無筋コンクリートを適用する。

12　鉄筋の種類

　 《5.2.1》

　 《5.2.2》

14　継　　手

　 《5.3.4》 

継手の工法

15　定着長さ

　 《5.3.4》 

柱に取り付ける梁の引張り鉄筋

　＊ 40dと標準仕様書　表5.3.4の定着長さのうち大きい値とする

　・ 

上記以外の鉄筋

　＊ 40dと標準仕様書　表5.3.4の定着長さのうち大きい値とする

　・ 

16　圧接完了後の試験

　 《5.4.9》 　＊ 超音波探傷試験　 ・ 引張試験

抜取試験の方法

・　軽量コンクリート

　 《6.10.1～2》

　 《6.2.1～2》

　　種類と強度

17　コンクリートの

18　ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

　 《6.2.1》

　 《6.4.1～2》

種別　 ＊ Ⅰ類　 ・ Ⅱ類　　　　　　　　　　　　　 《表6.2.1》

打放し仕上げの種別（合板せき板を用いる場合）　　　 《表6.2.4》19　構造体コンクリート

　　の仕上り

　 《6.2.5(b)》

＊ 普通コンクリート

13　溶 接 金 網

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

木 造 建 築 工 事 仕 様 書

　「公共建築木造工事標準仕様書(平成　　年版)」(以下「木標仕」という)による。

＊公共建築工事標準仕様書（平成　　年版〔平成　　年　月改定〕）

＊ 建築工事標準詳細図（平成　　年版）

（厚生労働省平成２１年４月　　　策定）」による。

工法等

　　　　 杭径の1/4かつ100mm以下　　・ 

受注者が検査機関と直接締結した契約書　の写しを提出する。

１　図面及び特記事項に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

２８

２８ ２８ ６

２８

　　(1.3.11)

(                          )

存置　　・する　　・しない

　 再生クラッシャラン＊

鉄筋の継手位置は鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造配筋指針・同解説（（一社）日本建築学会）による

等

　　鋼杭地業

提出部数書　　　類　　　名

 （建築物等の利用に関する説明書作成要領による）

11　保全に関する資料

　　(1.7.3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1.7.3)

(電子データ共(CD-R等)) 建築物等の利用に関する説明書

 機器取り扱い説明書

 機器性能試験成績書

 官公署等届出書類

 その他監督職員が指示するもの

　　マイクロフィルム

10　完成図及び

設計に関するＣＡＤデータを貸与するが、著作権者は、

　　　　にある。なお、貸与されたデータは、当該工事における施工

図又は完成図の作成のため以外に使用してはならない。

下記のものを、完成後15日以内に提出する。

品　名　・　仕　様 提出部数

＊ 原図（設計原図の訂正でもよい）

 ＊ 竣工図

　　表装（ ＊ レザック表紙（ラミネート仕上） ・ 黒表紙金文字入り）

・ マイクロフィルム（島根県マイクロフィルム仕様書による）

＊ 電子データ（画像データ、ＣＡＤデータ）　（ＣＤ－Ｒ等）

　　製本サイズ（ ＊ Ａ３縮小版　・ 原図サイズ ）白焼

仕様は、島根県建築工事完成図取扱要領による。

複

写

図

 ＊ 施工図

　　製本サイズ（ ＊ Ａ３縮小版　・ 原図サイズ ）白焼

　　表装（ ＊ レザック表紙（ラミネート仕上） ・ 黒表紙金文字入り）

　　　　　（構造躯体図、設備の配管配線図、監督職員が指示する図面）

区　　分 分　　　　　類 サイズ（㎜） 提出部数

＊ カ ラ ー ＊ 80×120 程度

部

＊ 80×120 程度

外部全景

＊120×170 程度

・ 80×120 程度

その他

工 事 中

（着工前含む）

完　　成

カラーベタ焼き又はインデックスプリントとともに提出する。
フィルムカメラを使用した場合は、完成写真のネガフィルムを

デジタルカメラを使用した場合は、工事写真及び完成写真の

９　工 事 写 真 下記のものを提出する。

＊写真及びﾈｶﾞﾌｨﾙﾑは、市販のJIS A4判の工事用アルバムにて製本し、

　提出する。

仕様は、島根県建築工事写真取扱要領による。

データを記録したＣＤ－Ｒ等を提出する。

＊ カ ラ ー

７　技　能　士

　　(1.5.2)

８　化学物質の濃度測定

　　(1.5.9)

下記により測定し、その結果を監督職員に報告する。

測定化学物質名：

・ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　 ・ ﾄﾙｴﾝ　 ・ ｷｼﾚﾝ　 ・ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　 ・ ｽﾁﾚﾝ

・ ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

測定方法：

・ 営繕工事におけるホルムアルデヒド等測定要領

・ 学校施設工事における環境衛生検査の濃度測定要領

（ただし書きによる測定方法を含む）

測定対象室：

技能士制度の趣旨を十分理解の上、積極的な活用に努めること。

　（注)交通誘導員A、Bは警備業法に定める警備員とし、

　　　 交通整理員については資格を問わない。

名　　称 人・日数 交通安全管理の必要な作業等

交通誘導員Ａ

交通誘導員Ｂ

交通整理員　

２４日

№ 建　物　名　称

１

２

建築種別 構　　造 階数 建築面積(㎡) 延面積(㎡)

１　工　事　場　所

２　地　域　地　区 都市計画区域（　・ 内　　・ 外　）

４　建　物　用　途

３　敷　地　面　積

５　棟　別　概　要

島根県雲南市三刀屋町三刀屋地内　他

用途地域等（　　　　　　　　　　）第1種住居地域

共同住宅

新築 木造 １３６．６６ ２３７．１５２

各 棟 合 計 １３６．６６ ２３７．１５

２０人 大型車両搬入時

ＤＫ・洋室

測定箇所：　　　各棟２戸（１階1戸、２階１戸）

１部

１部

１部

２

各棟

各棟

各棟

各棟

３　　部

各棟１部

雲南市

・ 住宅性能表示制度に基づく測定方法

各棟

部各棟６

部各棟３

　　施工計画書

13　施 工 図 及 び 提出した施工図及び施工計画書の著作に関わる当該建物における使用

権は発注者に委譲するものとする。

14　耐荷重及び耐外力 建築基準法に基づき定められた区分等

基準風速 Ｖ0(m/s)　・ 30　 ・ 32　 ・ 34

地表面粗土区分　 ・ Ⅰ　 ・ Ⅱ　 ＊ Ⅲ　 ・ Ⅳ

積雪荷重　 告示第1455号、島根県建築基準法施行細則による

契約約款第51条における保険の加入期間は、工事着手時から工事完
成期日後　　　日とする。４０

15　火災保険

16　工事実績情報の登録   工事受注時　　　　契約締結後10日以内
登録  内容の変更時　変更契約締結後10日以内
工事完成時　　　　工事完成後10日以内

18　住宅瑕疵担保
　　責任保険

17　関連他工事 電気設備工事　機械設備工事

面　積：　　　　㎡程度

５　仮囲い及び出入口

　　　・ 防炎Ⅰ類　　・ 防炎Ⅱ類

２　建設発生土の処理

＊ ＰＨＣ杭

　・ 防音シート

小口径鋼管杭

JIS A 5373 JIS A 5525

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

図示による

開放形

溶接継手

図示による

溶接継手

図示による

閉鎖形

７　既製ｺﾝｸﾘｰﾄ及び

土間基礎下、土間下

寸法　　＊ 6.0φ×100×100　　・  6.0φ×150×150　　

土間部、嵩上げ土間部

　・ 

・重ね継手（　　　 ）　・　

重ね継手

土間基礎、土間等

外部基礎仕上

・ 特定埋込杭工法（支持地盤は図示による）

　水平方向の位置ずれ　

杭の精度

　　　　 杭径の1/4かつ100mm以下　　・ 

・ 小口径鋼管杭地盤改良工法（支持地盤は図示による）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

項　目

特定建

設資材

特別管

理産業

廃棄物

その他

品　　　目 搬 出 場 所 距　離 処分費 備　考

産業廃棄物の処理は下記による

コンクリートくず

がれき類

金属類、ガラスくず 〃

〃

廃石膏ボード 〃

許可を受けた処分場

廃プラスチック

金属、ガラス等

許可を受けた処分場許可を受けた処分場

〃

許可を受けた処分場

６　交通安全管理 以下のとおり、交通の誘導に係る業務に従事する者を配置すること。

配置する位置は別に図示する。

・ 現場において再利用を図るもの

特記仕様書(１)

Ｄ棟

１　３０(　)
Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ設計事務所
図面種別 縮　　尺図面番号 工　　事　　名

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

市営住宅基町団地Ｄ棟

　　　　　　㎡６６２．３６

保険料　４戸分　現場検査　２回

 ・　建設リサイクル法届出対象工事

＊ 21N／㎜2 ＊ 2.3t/m3程度 １５ 物置、自転車置場、ゴミ箱



公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
(　 )

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ設計事務所
図面種別 縮　　尺図面番号 工　　事　　名

・ 図示による

４　島根県産材

県産木材を５０%以上使用する事。

・木材使用量の概ね７０%以上を国産材とし、うち市産材を含めて

床下、壁部ＧＬ＋１０００

土台

章 章項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

設計基準強度(Fc) 適　用　箇　所

・ １８㎝

・ １５㎝

スランプ

＊ １８N／㎜2 ＊ 6.14.1(e)による

種　別

・ Ｃ－ＵＩ

・ Ｃ－ＵＰ

施　　工　　箇　　所

化粧薄板の樹種施 工 箇 所 化粧薄板の厚さ(㎜) 見付け材面の品質

柱

鴨居・長押・回縁

天井板

敷居

＊ 杉　 ・ 

＊ 杉　 ・ 

＊ 杉　 ・ 

＊ ｻｸﾗ　 ・ 

＊ 1.0   ・ 

＊ 0.6　 ・ 

＊ 0.2　 ・ 

＊ 1.5　 ・ 

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

施 工 箇 所 樹　　種 見付け材面の品質

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

＊ １等　 ・ 

化粧薄板の厚さ(㎜)化粧薄板の樹種施 工 箇 所

・ 

天然木化粧加工

表面の品質施 工 箇 所 防虫処理 厚さ(㎜)

芯材の樹種

芯材の樹種

種　別

・ Ａ種

＊ Ｂ種

・ Ｃ種

適　　用　　箇　　所

Ａ－　２
２　３０

　　アルカリ総量

　　及び混和材料

　 《6.3.1(d)》

　 《6.5.4》

　 《6.8.3》

20　塩化物量、

21　型枠のせき板

塩化物量　　　　　0.3㎏／m3以下　　　　　　　　　 《6.5.4(a)》

アルカリ総量　　総量3㎏／m3以下　　　　　　　　　 《6.5.4(b)》

混和剤　　　　　＊ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤

混和材

材　料

　＊ 合板（厚さ　 ＊ 12㎜　 ・ 　　　）

　　　　・表面加工品

　　　　＊Ｂ－Ｃ

　・ 床型枠用鋼製デッキプレート

　　　（建設技術評価品または評価名簿による）

　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ メッシュ型枠

　　　規格　　鋼板厚　0.5㎜　　リブ山高　8㎜　　ﾘﾌﾞﾋﾟｯﾁ　75㎜

　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 断熱材兼用型枠

　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ ＭＣＲ工法用シート

　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ 化粧型枠

　　　参考品番（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

22　マスコンクリート

　 《6.13.2》

22　無筋コンクリート

事

工

造

木

処理方法

・ 防腐・謀議処理が不要な樹種による製材及び集成材

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　 　　　　              ）

・ 接着剤への薬剤混入

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　 　　　　              ）

・ 薬剤の加圧注入（保存処理性能区分　　＊Ｋ３　　　　　　　）

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　 　　　　              ）

・ 地盤に接する鉄筋コンクリートによる床下の防蟻処理

　　・ べた基礎（配筋は図示による）

　　・ 厚さ100mm以上の土間コンクリート（配筋は図示による）

・ 地盤の土壌への防蟻処理

　　(4.2.4)

・ 基礎外周部の換気口

　・ ねこ土台（詳細は図示による）

　・ 換気口（詳細は図示による）

・ 小屋裏換気

　・ 4.2.4(c)（ⅰ）　　・ 4.2.4(c)（ⅱ）　　・ 4.2.4(c)（ⅲ）

　・ 4.2.4(c)（ⅳ）　　・ 4.2.4(c)（ⅴ） 軸
組
工
法（

軸
構
造

事
工

）系

　・ 表6.2.2による（座金の種別：　　　　　　　　 　　　　）

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

・ ボルト、アンカーボルト、ナット及び座金

　・ 特殊な釘及び木ねじ（詳細は図示による）

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

・ 釘及び木ねじ

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

　　　　　・ 錆止め塗装　　（種別　　　　　　　　）

　　　　　・ 電気亜鉛めっき（種別　　　　　　　　）

　　　　　・ 溶融亜鉛めっき（種別　　　　　　　　）

　　　表面処理

　　　鋼材の材質　　・ 

　　　寸法・形状　　＊図示による

　・ 製造接合金物

・ 接合金物２　接合金物・接合具等

　　(6.2.2～3)

１　共通材料

軸組構法(軸構造系)工事に使用する構造用面材は、使用材料表４による

軸組構法(軸構造系)工事に使用する木材は、使用材料表３による

　　(5.9.9)

　　(5.9.10)

　　(5.9.6)

　　耐力壁

・ 

・ 床勝ち真壁造の構造用合板耐力壁　材料及び工法　＊図示による

・ 床勝ち大壁造の構造用合板耐力壁　材料及び工法　＊図示による

材料及び工法　　　＊ 図示による

土塗り壁の厚さ　　＊ 図示による

間渡し竹　　　　　・ マダケ　　　　・ シノチク

　　・ つぶし頭釘打ち　　　・ 釘頭現し

　　・ 隠し釘打ち　　　　　・ 釘頭埋め木

・ 構造材を仕上材として用いる場合の釘打ち

　　＊ 図示による　　　　　・ 

部位ごとの釘の種類及び釘打ちの間隔５　釘及び木ねじの工法

　　(5.5.9)

　　埋込み 保持、埋込み工法　　・ Ａ種　　　　　　・ Ｂ種

４　アンカーボルトの 埋込み深さ　　　　　＊ 図示による　　　・ 

　　・ 手加工　　　（・ Ａ種　　　・ Ｂ種）

　　・ 機械加工　　（・ Ａ種　　　・ Ｂ種）

・ 丸太材の表面仕上げ　　　　　　 　　　　　　　　　（表5.4.6）

　　・ 機械加工　　（・ Ａ種　　　＊ Ｂ種　　　・ Ｃ種）

・ 構造用集成材の表面仕上げ　　　　　　 　　　　　　（表5.4.4）

　　・ 機械加工　　（・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種）

・ 製材の表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　（表5.4.3 ,5）３　木材の表面仕上げ

　　(5.4.4)

・ 木栓及び木ダボ　（＊ 図示による　　　　・　　　　　　　　）

　　　形状・寸法は図示による

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

・ ラグスクリュー

　・ 表5.2.2による（座金の種別：　　　　　　　　 　　　　）

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

・ ボルト、アンカーボルト、ナット及び座金

　・ 特殊な釘及び木ねじ（詳細は図示による）

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

・ 釘及び木ねじ

　・ 製造接合金物（詳細は図示による）

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　　(5.2.4)

事
工

系）

造
構
壁

（法
工

軸
組 ２　接合金物・接合具等

１　共通材料 軸組構法(壁構造系)工事に使用する木材は、使用材料表１による

軸組構法(壁構造系)工事に使用する構造用面材は、使用材料表２による

・ ラグスクリュー

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

　・「接合金物規格（Ｃマーク表示金物）」

　・「同等認定金物（Ｄマーク表示金物）」

　・「性能認定金物（Ｓマーク表示金物）」

　　　形状・寸法は図示による

・ ドリフトピン　　（＊ 図示による　　　　・　　　　　　　　）

・ 木栓及び木ダボ　（＊ 図示による　　　　・　　　　　　　　）

床書き原寸図を作成する３　原寸図

　　(6.4.2)

４　木材の表面仕上げ

　　(6.4.6)

・ 製材の表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　　 （表6.4.2）

　　・ Ａ種　　　* Ｂ種

・ 製材の表面仕上げ　　　　　　　　　　　　　　　（表6.4.3～4）

　　・ 機械加工　　（・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種）

　　・ 手加工　　　（・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種）

埋込み深さ　　　　　＊ 図示による　　　・ 

保持、埋込み工法　　・ Ａ種　　　　　　・ Ｂ種

５　アンカーボルトの

　　埋込み

　　(6.5.3)

　(9.1.3)

１　表面仕上げ９

木

工

事

・ 機械加工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （表9.1.1）

木材の含水率　 ＊ Ａ種　 ・ Ｂ種　　　　　　　　　　 (表9.2.1)

製材　＊「製材の日本農林規格」による

　　　　　（寸法・形状は図示による）

　　　・「製材の日本農林規格」以外

　　　　　（寸法・乾燥処理・防虫処理・難燃処理は図示による）

造作用集成材　＊「集成材の日本農林規格」による

　　　　　　　・「集成材の日本農林規格」以外

　・ 造作用集成材（寸法は図示による）

３　木　　材

　　(9.2.1)

２　一般事項

　　(9.2.2)

　・ 化粧ばり造作用集成材（寸法は図示による）

　・ 化粧ばり構造用集成材（寸法は図示による）

　　　　　　　　　・「単板積層材の日本農林規格」以外

造作用単層積層材　＊「単板積層材の日本農林規格」による

　・ 造作用単板積層材（寸法は図示による）

４　合　板　等

　　(9.2.3)

・ 下地用合板

　・ 普通合板(厚さ ＊ 図示による　　・　　　　)

　　　表板の樹種　 ・ ラワン　 ・ しな　 ・ 針葉樹

　　　接着の程度 　＊ １類　 ・ ２類

　　　板面の品質　(広葉樹) ・ １等　 ・ ２等

　　　　　　　　　(針葉樹) ・ Ｃ－Ｄ　 ・ 

　　　処理　 ・ 防虫処理　 ・ 難燃処理　　・ 防炎処理

　・ 構造用合板(厚さ ＊ 図示による 　・　　　　)

　　　等級　 ・ １級　 ＊ ２級

　　　接着の程度 　＊ 特類　 ・ １類

　　　表板の樹種　 ・ ラワン　 ・ しな　 ・ 針葉樹

　　　板面の品質　 ＊ Ｃ－Ｄ　 ・ 

　　　処理　 ・ 防虫処理　 ・  

・ 天然木化粧合板(厚さ ＊ 図示による 　・　　　　)

　　　化粧板に使用する単板の樹種　 ・ 

　　　接着の程度 　・１類　 ・２類

　　　処理　 ・ 防虫処理　 ・ 難燃処理　　・ 防炎処理

・ 特殊加工化粧合板(厚さ ＊ 図示による 　・　　　　)

　　　表面性能及び化粧加工の方法　 * 図示による 　・ 

　　　接着の程度 　・１類　 ・２類

　　　処理　 ・ 防虫処理　 ・ 難燃処理　　・ 防炎処理

・ パーティクルボード(厚さ ＊ 図示による 　・　　　　)

　　　曲げ強さによる区分　 ・ 18　 ＊ 13　 ・ ８

　　　接着剤による区分　 ・ Ｕ　 ・ Ｍ　 ・ Ｐ

・ 構造用パネル(厚さ 　   ㎜　　　　　等級　　　　　)

適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　               ）

　　(9.3.3)

事

工

水

防

10 １　ＦＲＰ系塗膜防水

　　(10.2.2)(10.2.4)

・ ルーフドレン

　　* ＦＲＰ系塗膜防水用ルーフドレン又は鋳鉄製

・ 下地合板の上の防火板

　　材質　　＊ ケイ酸カルシウム版　　　・　

　　厚さ　　＊ 10mm　　　・　

・ 防水層平場の勾配　　＊ 1/100以上　　　・　

・ 水張り試験

２　シーリング

　　(10.3.2)(10.3.5)

シーリング材の種類及び施工箇所

　図示以外は、表10.3.1による

接着性試験

　＊ 簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験　 ・ 行わない

両面粘着防水テープの幅　　　＊ 50mm以上　　　・　３　防水テープ

　　(10.4.2)

４　バルコニー手すり

　　(10.4.3)

固定方法　　　＊ 図示による　　　　・ 

アルミニウム笠木

　　材質　　（ 　　　　　　　　　　　　）　

　　仕上げ　（　　　 　　　　　　　　　）

５　ケイ酸質系塗布防水

　　(10.5.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 《表9.6.2》

１　天　然　石

　《10.2.1(a)》
11

石

工

事

１　防腐・防蟻処理

６　真壁造土塗り壁

７　鉄筋耐力壁

８　大臣認定耐力壁

５　防 虫 処 理

　　(5.5.3)

　　　コンクリートの増打ち厚さ　　10㎜

　　　（断熱材厚 25㎜以下かつ熱抵抗値 1mh℃／kcal　　）

石材の種類・仕上げ等　　　　　　　　　　　(表10.2.1)(表10.2.2)

形状及び寸法　　＊ 図示による

　その他　 ＊ １等品　 ・ 

　床　用　 ＊ ２等品　 ・ 

品質(JIS A 5003による等級)

　 《6.14.1》

・ 手加工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （表9.1.2）

 　・ スライド方式　 ・ ロッキング方式　　　　 　　(表10.2.4)　《10.2.2》

２　取付け金物 ・ 乾式工法の方式

・ あと施工アンカー

　　　材質（　　　　　　　　　　）　　寸法（　　　　　　　）

石裏面処理材　 ・ 石材施工業者の指定製品

裏打ち処理材　 ・ 石材施工業者の指定製品

ドレンパイプ　 ・ 

金物固定充填材料　 ・ 石材施工業者の指定製品

３　その他の材料

　《10.2.3》

４　定　　礎 定礎石

　種類(産地、名称等)　 ・ 

　寸法(㎜)　 Ｗ×Ｈ×ｔ＝

収納箱

　材質　 ＊ ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304) t=0.8㎜　 ・ 鋼板 t=0.4㎜

　寸法(㎜)　 Ｗ×Ｈ×ｔ＝

５
　　(5.2.2～3)

　・「接合金物規格（Ｚマーク表示金物）」

　　使用する薬剤（　　　　　　　　　 　　　　              ）

　　使用量　    （　　　　　　　　　 　　　　              ）

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　 　　　　              ）

　　(4.2.1～3)

・ 薬剤の塗布　

防火被覆材の材料　　　　　・ 図示による　　　・ 

接合部等の防火被覆処理　　・ 図示による　　　・ 

防火被覆材の厚さ　　　　　・ 図示による　　　・ 　　(4.3.1～3)

３　防火被覆処理

２　防腐措置

４

・ 接合金物

　　・ 手加工　　　（・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種）

・ ドリフトピン　　（＊ 図示による　　　　・　　　　　　　　）

６

　　(6.2.4)

特記仕様書(２)

スランプ　 ＊ １５㎝

（両面）

以上

セメントの種類　 ・　(                   )

 石材の割付け　　・　図示による



１００×１００

(既製品)

　＊ 改質アスファルトルーフィング下葺材（一般タイプ）

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
(　 )

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ設計事務所
図面種別 縮　　尺図面番号 工　　事　　名

外階段　段鼻

内部　玄関床

基礎天端

(住宅用サッシ)

１００×１００

章 章 章項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

適　用　箇　所

・ B-1種 ・ B-2種 ・ 

表面処理の種別

・  -1種 ・  -2種 ・ 

・  -1種 ・  -2種 ・ 

複合皮膜の種類

(屋根用)

(屋根用)

あと施工アンカーの種別　　・金属系アンカー　　・粘着性アンカー

A A

皮膜又は

C C

・ D　種

・ 　　   ・ 

・ 　   　・ 

・ 　 　　・ 

AA15

B

AA6

施工箇所 形状寸法(㎜)
吸水率に

よる区分

・ Ⅰ類
・ Ⅱ類
・ Ⅲ類
・ Ⅰ類
・ Ⅱ類
・ Ⅲ類

・ Ⅲ類
・ Ⅱ類
・ Ⅰ類

 ・ 施釉 ・ 無釉

・ 有　 ＊ 無

・ 有　 ＊ 無

 ・ 施釉 ・ 無釉

うわぐすりの有無

耐凍害性の有無
備　考（参考品番等）

種　類

・ 薄付け

　 仕上塗材

・ 外装薄塗材Si

呼び名 仕上げの形状

・ 砂壁状

・ ゆず肌状

・ さざ波状

・ 砂壁状

・ 着色骨材砂壁状

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 可とう形

　 外装薄塗材Ｅ

・ 砂壁状

・ ゆず肌状

・ さざ波状

・ 凹凸状

・ ゆず肌状

・ さざ波状

　 外装薄塗材Ｅ

・ 防水形

工　法 備　考

・ 吹付け

・ ﾛｰﾗｰ塗り

・ 吹付け

・ 吹付け

・ ﾛｰﾗｰ塗り

・ 吹付け

・ ﾛｰﾗｰ塗り

・ 吹付け

・ 吹付け

・ 吹付け

・ こて塗り

・ ひき起こし

・ 凸部処理

・ 吹放し

・ 京壁状じゅらく

・ 砂壁状・ 外装薄塗材Ｓ

・ 内装薄塗材Ｗ

・ 外装厚塗材Ｃ

・ 内装厚塗材Ｃ

・ 厚付け

　 仕上塗材

・ 外装厚塗材Ｅ ・ 吹放し ・ 吹付け

・ 凸部処理

・ 凸部処理

・ ゆず肌状 ・ 吹付け

・ ﾛｰﾗｰ塗り

・ 複層

　 仕上塗材

・ 複層塗材CE

・ 複層塗材Si

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材RE

・  可とう形複層塗材CE

・  防水形複層塗材CE

・  防水形複層塗材Ｅ

・  防水形複層塗材RS

・  防水形複層塗材RE

・ 吹付用軽量塗材・ 軽量骨材

　 仕上塗材 ・  こて塗り用軽量塗材

・ 砂壁状

・ 平たん状

・ 吹付け

・ こて塗り

外　観

＊ つやあり

・ つやなし

・ メタリック・ 弱溶剤系

・ 溶剤系

＊ 水系

溶　媒樹　脂

＊ アクリル系

・ シリカ系

・ ポリウレタン系

・ アクリルシリコン系

・ ふっ素系

仕上塗材の種類

種　　類 施　工　箇　所

・ 凹凸状

表面処理方法 種　別

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

溶融亜鉛

めっき

電気亜鉛

めっき
・ Ｅ種

・ Ｆ種

適　用　箇　所

　 セメント系

・ 有　 ＊ 無

 ・ 施釉 ・ 無釉

・ せっこう系

・ 

Ａ－　３
３　３０

戸の開閉方法　 ＊ 図示による

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ

・ 耐震ドアセット

・ 防音ドアセット、防音サッシ

　　遮音性の等級　 ・ Ｔ－１　 ・ Ｔ－２　 ・ Ｔ－３

　　断熱性の等級　 ・ Ｈ－１　 ・ Ｈ－２　 ・ Ｈ－３

　　　　断熱性の等級　 ・ Ｈ－１　 ・ Ｈ－２　 ・ Ｈ－３

表面仕上げ　 ・ ＨＬ　 ・ #400　 ・ 

かまち戸の材料

ふすまの材料

フラッシュ戸の材料

　表面材の合板の種類　 ＊ 図示による

　かまち及び鏡板の樹種　 ＊ 図示による

　上張りの種類　 ＊ 図示による

枠及びくつずりの材料　 ＊ 図示による

ステンレス鋼板　　＊ ＳＵＳ３０４

　　　・ JIS G 3317 溶融亜鉛－５％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯

鋼板　・ JIS G 3302 溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

６　鋼 製 建 具

　　(16.4.2～3)

７　鋼製軽量建具

　　(16.5.2～3)

８　ステンレス製建具

　　(16.6.2～4)

９　木 製 建 具

　　(16.7.2)(16.7.4)

11　自動ドア開閉装置

　　(16.9.3)

12　重量シャッター

　　(16.11.2)

13　軽量シャッター

　　(16.12.2)

14　オーバーヘッドドア

　　(16.13.2)

外部に面する建具の耐風圧性　 ・ S-4   ・ S-5　 ・ S-6

　・ 耐震ドアセット

・ 耐震ドアセット

　　　断熱性の等級　 ・ Ｈ－１　 ・ Ｈ－２　 ・ Ｈ－３

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ

　　　遮音性の等級　 ・ Ｔ－１　 ・ Ｔ－２　 ・ Ｔ－３

・ 防音ドアセット、防音サッシ

外部に面する建具の耐風圧性　 ・ S-4   ・ S-5　 ・ S-6

　　　＊ 鋼板　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の押出形材

　召合せ、縦小口包み板等の材質

　　　・ ビニル被覆鋼板　 ・ カラー鋼板

　　　＊ 表面処理亜鉛めっき鋼板または表面処理鋼板

　鋼板類

材　料

　・ 断熱ドアセット、断熱サッシ

　　　　遮音性の等級　 ・ Ｔ－１　 ・ Ｔ－２　 ・ Ｔ－３

　・ 防音ドアセット、防音サッシ

性能及び構造

10　建具用金物

　　(16.8.2)

金物の形式

　ドアクローザー　 ＊ 面付形　 ・ コンシールド形

　ヒンジクローザー　 ＊ ピボット形　 ・ 丁番形

　フロアヒンジ　 ＊ 中心吊り込み形　 ・ 持出し吊り込み形

レール戸車

　らんまなどの軽微な箇所はビニル製としてよい

マスターキー 　・ 製作する(　本)　・ 製作しない

　　　　　　　 ・ 既存に合わせる

鍵箱　 ・ 設ける（　　　箇用）　 ・ 設けない

センサーの種類

　　防火及び防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付きとし、

　　連動制御板及び煙感知器は別途とする。

耐風圧強度　　・ 一般　　　N/㎡　　・ 外壁用　　　N/㎡

開閉機能の種類　 ・ 上部電動式(手動併用)　 ・ 上部手動式

一般重量ｼｬｯﾀｰのｼｬｯﾀｰｹｰｽ　 ＊ 設ける　 ・ 設けない

開閉形式　 ＊ 手動式　 ・ 上部電動式(手動併用)

耐風圧強度　　・ 　　　N/㎡

スラットの材質

　＊ JIS G 3312 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

　・ JIS G 3322 塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

スラットの形状　 ＊ ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形　 ・ ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

シャッターケース　 ＊ 設ける　 ・ 設けない

座板の材質(屋外の場合)　 ＊ ステンレス

セクション材料による区分

　＊ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ　 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ　 ・ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

耐風圧性能　・ 500Pa　・ 750Pa　・ 1000Pa　・ 1250Pa　・ 

開閉方式による区分

　＊ バランス式　 ・ チェーン式　 ・ 電動式

収納形式による区分

　＊ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ形　 ・ ﾛｰﾍｯﾄﾞ形　 ・ ﾊｲﾘﾌﾄ形　 ・ ﾊﾞｰﾁｶﾙ形

　・ マット　 ・ 電子(電磁)マット　 ・ 光線(反射)　 ・ 音波

　・ 熱線　 ・ 光電　 ・ タッチ　 ・ ペダル　 ・ 押しボタン

種類　 ・ 一般　 ・ 外壁用防火　 ・ 屋内用防火　 ・ 屋内用防煙

　取付位置　 ・ 天井　 ・ 床　 ・ 壁　 ・ 無目　 ・ 建具

曲げ加工　 ＊ 普通曲げ　 ・ 角出し曲げ（・a角  ・b角  ・c角）

　　面内変形追従性の等級　 ・ Ｄ－１　 ・ Ｄ－２　 ・ Ｄ－３

　　面内変形追従性の等級　 ・ Ｄ－１　 ・ Ｄ－２　 ・ Ｄ－３

　　面内変形追従性の等級　 ・ Ｄ－１　 ・ Ｄ－２　 ・ Ｄ－３

７　仕上塗材仕上げ

　　(15.8.2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表15.8.1)

・ 

８　ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗り

　 《15.4.2》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《表15.4.1》

煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

　＊ 扉にラッチ受座用切込開口補強を行う

　・ 枠に解錠機構用切込開口補強を行う

１　防　火　戸

　　(16.1.3)
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建

具

工

事

２　防犯建物部品

　　(16.1.6)

・適用する（　　　　　　　　）

外部に面する建具

　　種別　　・ Ａ種　 ・ Ｂ種　　　　　　　　　　　表16.2.1）

３　アルミニウム製建具

　　(16.2.2)

　　複合皮膜の種類　・ Ａ１　　・ Ａ２

・ 断熱ドアセット、断熱サッシ

　　遮音性の等級　 ・ Ｔ－１　 ・ Ｔ－２　 ・ Ｔ－３

・ 防音ドアセット、防音サッシ

　　断熱性の等級　 ・ Ｈ－１　 ・ Ｈ－２　 ・ Ｈ－３

・ 耐震ドアセット

　　面内変形追従性の等級　 ・ Ｄ－１　 ・ Ｄ－２　 ・ Ｄ－３

結露水の処理方法

　　＊ 建具製造所の仕様による　　　・ 

表面処理　 ・ Ｂ－１種　 ・ Ｂ－２種(色調：　　　　　　　　)

防虫網の材質

　＊ ガラス繊維入り合成樹脂製　 ・ 合成樹脂製

　・ ステンレス(SUS316)製

　　(16.2.3(e))

４　網　　戸

　　　断熱性の等級　 ・ Ｈ－Ａ種(Ｈ－４)　 ・ Ｈ－Ｂ種(Ｈ－５)

　　　遮音性の等級　 ・ Ｔ－Ａ種(Ｔ－１)　 ・ Ｔ－Ｂ種(Ｔ－２)

　・ 防音ドアセット、防音サッシ

　・ 断熱ドアセット、断熱サッシ

種別　 ＊ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　　　　　　(表16.3.1)

性能及び構造５　樹 脂 製 建 具

　・ 大津仕上げ　　種類（　　　　　　　　　　　　　）

　・ 土物仕上げ　　種類（　　　　　　　　　　　　　）

仕上げ工法

　＊ Ａ種　　　　・ Ｂ種

工程の種別

  種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

色砂

　・ 大津仕上に用いる色土の種類（　　　　　　　　　　　　　）

　・ 土物仕上に用いる色土の種類（　　　　　　　　　　　　　）

色土

　・ 砂壁用　　　＊ ふのり　　　　・　

　・ 土壁用　　　＊ つのまた　　　・　

のり

　　(15.7.2～8)

６　小舞壁塗り

　　製造所（　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 既調合しっくい

　　種類　（　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 現場調合しっくい５　しっくい塗り

　　(15.6.2)

　・ しっくい塗り

　・ 既調合プラスター(上塗り用)

上塗り４　せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ塗り

　　(15.4.3)

　　・行う　　　　・行わない

外壁タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験

　　形状　・ 図示による　　　・ 

既製目地材　　・ 設ける　　・ 設けない

既調合モルタル　　・ 使用する　　　・ 使用しない３　モルタル塗り

　　(15.3.2)

　・ 通気構法二層下地

　・ 通気構法単層下地

　・ 直張りラスシート下地

　・ 直張りラスモルタル下地

ラス系下地

　　(15.2.3)

２　下　　地

　　木毛セメント板　　　・ ＨＷ　　・ ＭＷ　　・ ＮＷ

・ 木質系セメント板

　　単位体積当りの質量（　　　　　　　　　　　）

　　素材による区分（　　　　　　　　　　　　　）

・ ラス

　　種類　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　　(15.2.3～4)

１　共通材料

事

工

官

左

事

　 《14.1.3(b)》

１　あと施工アンカー

工

属

金タ

イ

ル

工

事

１　伸縮調整目地及び

　　ひび割れ誘発目地

２　タ　イ　ル

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の設置位置

伸縮調整目地の設置位置

タイルの種類　　＊ 一般品　 ・ 再生材利用タイル

　　陶磁器質タイル張り

　　先付け

　＊ タイルの色は特記無き限りメーカー標準色とする。

　内装　 ＊ 出隅　 ＊ 天端　 ・ 

　外装　 ＊ 出隅　 ＊ 窓台　 ＊ マグサ　 ・ 

　　　　（標準一体成型品以外は接着成型品とする）

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

　・ ＭＣＲ工法　・ 目荒らし工法（高圧洗浄）

壁タイル張りの工法

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　・ ＭＣＲ工法　・ 目荒らし工法（高圧洗浄）

・ タイルシート法　・ 目地桝法　・ 桟木法

　　張り

　　よる陶磁器質タイル

３　セメントモルタルに

役物使用箇所（形状は図示による）

　　《11.1.3》

　《11.2.2》《11.3.2》

　《11.4.2》

　《11.2.7》

　《11.2.7》

　《11.4.3》

　外壁　 ・ 図示による　 ・《表11.1.1》による　 ・ 

　屋内　 ・《11.1.3(b)》による

５　陶磁器質タイル型枠

タイルの見本焼き　 ＊ 行わない　 ・ 行う（　　　　　　　　　）

タイルの試験張り　 ＊ 行わない　 ・ 行う（　　　　　　　　　）

　外装タイル　・ 密着張り　・ 改良積上げ張り　・ 改良圧着張り

　ユニットタイル　・ マスク張り　・ モザイクタイル張り
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屋

根

及

び

と

い

工

事

下葺材料

　　(13.2.2)

２　金属板葺

金属板の種類

　＊ 塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)

　・ ポリ塩化ビニル被覆金属板（用途 Ａ種、下地鋼板 ＳＧ）

　・ 溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

　・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

　・ 

工法　　・ 平葺(一文字葺)　　　・ 心木あり瓦棒葺

　　　　・ 心木なし瓦棒葺　　　・ 横葺　　　　・ 立平葺

雪止め　 ＊ 設置する　 ・ 設置しない

金属板の厚さ   ＊ 図示による

　　(13.2.2～8)

　　(13.4.2～3)

棟の工法　

製法による区分　 ＊ ゆう薬がわら　 ・ いぶしがわら

寸法による区分　 ・ 49A　 ・ 49B　 ・ 53A　 ＊ 53B　 ・ 

産地による区分　 ＊ 石州瓦

役物瓦の種類　 ・ がんぶり　 ・ のし瓦　 ・ 軒瓦　 ・ そで瓦

雪止め瓦　 ＊ 使用する　 ・ 使用しない

 　　　　　・７寸丸伏せ棟　・のし一体棟　・ のし積み棟 

３　粘 土 瓦 葺

４　スレート葺 屋根スレートの材料

　種類、寸法及び形状、色彩等　　＊ 図示による

雪止め瓦　 ＊ 使用する　 ・ 使用しない

　　シングル葺

品質、形状、色調及び寸法　　＊ 図示による

軒先及びけらば等に曲面を設ける場合の半径

　＊ 50mm　　　・　

雪止め瓦　 ＊ 使用する　 ・ 使用しない

　　(13.5.2～3)

　　(13.6.2～3)

５　アスファルト

６　と　　い といの材料

・ 金属板

１　共通材料

　　種類（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 銅板

・ 硬質塩化ビニル樹脂

・ 

　 ＊詳細は図示による

７　施工保証書 建築板金工事に係る施工保証

　・ 屋根の防水　　　10年間

　・ 雨どい　　　　　５年間

　・ 壁の防水　　　　10年間

上記期間の施工保証書を提出し、期間内に受注者の責任により漏水し

たときは、受注者の負担により直ちに補修することを確約する。

　　(13.7.2)

　　(16.3.2)

　　(16.3.4)

複層仕上塗材の上塗材の種類　　　　　　　　　　　　 (表15.8.2)

設計用引張強度

　＊ 機械的簡易引抜試験機による引張試験　 ・ 行わない

引抜き耐力の確認試験

　 《14.2.2》

　　表面処理

　　アルミニウム合金の

３　アルミニウム及び 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《表14.2.1》

屋内　 ・ #400　 ＊ ＨＬ　 ・ №2B　 ・ 図示による

屋外　 ＊ #400　 ・ ＨＬ　 ・ 図示による

　 《14.2.1》

　　表面仕上げ
２　ステンレスの

表面色　　＊ 標準色　　　　・ 特注色

４　接着剤による

 　　　　　　　　　　・ Ｈ－Ｃ種(Ｈ－６)　 　　　　　　　

　＊ Ⅰ形　 ・ Ⅱ形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表16.7.3)

　 《14.2.3》

４　鉄鋼の亜鉛めっき 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《表14.2.2》

　・ アスファルトルーフィング940

形状による区分   ＊ Ｊ形　 ・ Ｓ形　 ・ Ｆ形
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・ 木造用サッシ

種類　 ・　可動式　 ・ 固定式

　　適用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　　表面処理　 ・ Ｂ－１種　 ・ Ｂ－２種(色調：　　　　　　)

改質アスファルトルーフィングの積雪寒冷地対策

　・ 行う　　　・ 行わない
縁仕上　 ・ 塗り縁　 ・ 生地縁（素地）

　　　　 ・ 生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

特記仕様書(３)



　　(19.9.2)

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
(　 )

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ設計事務所
図面種別 縮　　尺図面番号 工　　事　　名

サンゲツ/リザーブ程度

・ Ａ種フェノールフォーム断熱材

　種類　 ・ 1種1号

　厚さ(㎜)　 ＊ 図示による

・ ＭＤＦ既製品

ｔ＝100,50

ｔ＝50,25

ｔ＝60

　　厚さ　　・　0.15　　・　0.1　

 ・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

天井・壁

章 章 章項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

表面形状 呼び寸法 厚さ(㎜) 施　工　箇　所

・ 正方形

・ 長方形

・ A種 ・ B種 ・ C種

・ A種 ・ B種 ・ C種

・ A種 ・ B種 ・ C種

適　用　箇　所 種　別

・ ビニル床シート

・ 特殊機能床材（帯電防止）

・ 発泡層の

　 ないもの

・ 発泡層の

　 あるもの

・ 柄模様

・ 2.3

・ 1.8

・ 2.5

・ 2.0 ・ 突付け

・ 熱溶接

・ 突付け

・ 熱溶接

種　類 記　号 色　柄 厚さ(㎜) 工　法 備　考

・ 無地・ ＨＳ

・ コンポジション

・ 　　

・ 柄模様

＊ 無地

・ 柄模様

＊ 無地 ＊ 2.0

・ 3.0

＊ 2.0

・ 3.0

種　類 記　号 色　柄 厚さ(㎜) 備　考

・ 複層ビニル床タイル ・ ＦＴ

・ ＫＴ

・ 床シート

・ 床タイル

種　類
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＊ 2.0

・ 1.2以上 ～ 3.2未満

1×10　～10

性　　能厚さ(㎜)記　号

（ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

・ ＦＳ

・ ＫＴ

又は体積電気抵抗値(JISA1454)

帯電防止性能評価値(JISA1455)

・ 視覚障害者用床材

　 (JIS T 9251)

・ 耐動荷重性床ｼｰﾄ ・ ＮＣ

・合成ｺﾞﾑ

・ 2.0

・ 3.0

＊ 300×300

種　類 材　質 厚さ(㎜) 寸法(㎜) 備　考

・　・ 防滑性床ﾀｲﾙ

・ 防滑性床ｼｰﾄ

・ ＦＳ

・ ＴＳ

・ ＫＳ

・ FOA

・ FOB

種　別 パイル形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜)
制 電 性

(人体帯電電位)

・ カット

＊ ループ

・ カット

＊ ループ

・ カット

＊ ループ ＊ 500×500

・ 

＊ 500×500

・ 

＊ 500×500

・ 

＊ 6.5

・ 

＊ 6.5

・ 

＊ 6.5

・ ・ 

・ 3kV以下

・ 

・ 3kV以下

・ 

・ 3kV以下

施工箇所

＊ 第一種

・ 第二種

＊ 第一種

・ 第二種

＊ 第一種

・ 第二種

形式 ｽﾗｯﾄの材種 開閉方式 ｽﾗｯﾄの幅(㎜) 使用箇所

＊ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ＊ ギヤ式 ＊ ２５

・ コード式 ・ ３５

・ 縦型 ＊ ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 ・ コード式 ・ ７５

・ クロス ・ ・ １００

施工箇所

きれ地の種別

品質・製造所

ひだの種類 ・ ﾌ゚ ﾚー ﾝひだ､片ひだ ・ ﾌ゚ ﾚー ﾝひだ､片ひだ ・ ﾌ゚ ﾚー ﾝひだ､片ひだ

・ 箱ひだ､つまひだ ・ 箱ひだ､つまひだ ・ 箱ひだ､つまひだ

・ フランスひだ ・ フランスひだ ・ フランスひだ

開閉形式 ・片引き　 ・ 引分け ・片引き　 ・ 引分け ・片引き　 ・ 引分け

操作方式 ・ 手引き　 ・ 電動 ・ 手引き　 ・ 電動 ・ 手引き　 ・ 電動

・ ひも引き ・ ひも引き ・ ひも引き

備　考

　 無地

　 柄模様

　 横型

品質・製造所等 防火性能

・ 不燃

・ 準不燃

・ 不燃

・ 準不燃

・ 不燃

・ 準不燃

施　工　箇　所

・ 断熱材

ﾌｪﾙﾄ状断熱材

ﾎﾞｰﾄﾞ状断熱材

分類 材料名

断熱材の種類

 ・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

 ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

 ・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

 ・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑA種

 ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

 ・ﾛｯｸｳｰﾙ

 ・JIS A 9504

 ・JIS A 9521

 ・JIS A 9504

 ・JIS A 9521

 ・JIS A 9504

 ・JIS A 9511

規格番号
厚さ

又は使用量

 ・ﾛｯｸｳｰﾙ

 ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

施 工 箇 所

構　　法

耐 震 性 能

耐荷重性能

高さ(㎜)

ﾊﾟﾈﾙ要素の材質

床表面仕上げ材

の材質

ボーダー部及び

スロープの仕様

・ ﾊﾟﾈﾙ構法　・ 溝構法 ・ ﾊﾟﾈﾙ構法　・ 溝構法

・ 1.0G　・ 0.6G ・ 1.0G　・ 0.6G

・ 50　・ 100　・ ・ 50　・ 100　・ 

・ ｽﾁｰﾙ系　・ ｱﾙﾐ系　・ ・ ｽﾁｰﾙ系　・ ｱﾙﾐ系　・ 

・ 図示による ・ 図示による

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ ・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ 3000N　・ 5000N ・ 3000N　・ 5000N

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 製造所仕様

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・ 製造所仕様

・ 2.0

・ 2.0

・塩化ﾋﾞﾆﾙ

・塩化ﾋﾞﾆﾙ

Ａ－　４

ばら状断熱材

 ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

 ・ﾛｯｸｳｰﾙ

 ・ｾﾙﾛｰｽﾌｧｲﾊﾞｰ

 ・JIS A 9523

４　３０

17　付属電気設備 電動ｼｬｯﾀｰ、電動ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ、自動ドア等に付属する電気設備の

施工範囲は下記による。

　二次側配管配線器具取付　 ＊ 本工事　 ・ 別途工事

　一次側電源供給　 ＊ 別途工事　 ・ 本工事

0.4kW以上の三相電動機には、機器付属の操作盤内に電動機保護用

遮断器及び進相用コンデンサを設置する。

15　ガ　ラ　ス

　　(16.14.2)

16　ガラスブロック積み

　　(16.14.5)

ガラスの品種・性能・厚さ等は図示による

ガラス留め材（防火戸を除く）

　＊ シーリング材

熱線反射ガラスの映像調整　 ・ 行う　 ・ 行わない

　・ ガスケット（ ・ ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾁｬﾝﾈﾙ形　 ・ ｸﾞﾚｲｼﾞﾝｸﾞﾋﾞｰﾄﾞ形）

１　材　料　等

２　ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出

　　成形ｾﾒﾝﾄ板面耐候

　　性塗料塗り

トルエン、キシレン等を含む材料については、できるだけ含有量の

少ない材料の使用に努める。また、施工中及び施工後十分な換気を

行う。塗

装

工

事

    《18.1.3》

   《18.7.4》

１　材　料　等

２　ビニル床シート、

　　ビニル床タイル及び

　　ゴム床タイル張り

トルエン、キシレン等を含む材料については、できるだけ含有量の

少ない材料の使用に努める。また、施工中及び施工後十分な換気を

行う。

・ ビニル幅木

　高さ(㎜)　 ・ 60　 ・ 75　 ・ 100

・ ゴム床タイル

・ ビニル床タイル

内

装

工

事

　厚さ(㎜)　 ・ 3.0　 ・ 4.0　 ・5.0　 ・ 6.0　 ・ 9.0

人体帯電電位の測定条件は、JIS L 1023(23℃ 25%RH 合成底靴)による。

３　カーペット敷き

・ 織じゅうたん（ 参考品番 ：　　　　　　　　　　）

　種別　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　　　 (表19.3.1)

・ タフテッドカーペット（ 参考品番 ：　　　　　　　　　　）

　パイルの形状　 ・ ﾙｰﾌﾟ　・ ｶｯﾄ　　パイル長　　　㎜

　工法　 ・ ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法　 ・ 全面接着工法

　厚さ(㎜)　 ・ 4.0　 ・ 7.0(ラバー付)

・ タイルカーペット（ 参考品番 ：　　　　　　　　　　）

　 《19.3.3～4》

４　合成樹脂塗床 ・ 厚膜型塗床材 弾性ウレタン樹脂系塗床

　仕上げの種類

・ 厚膜型塗床材 エポキシ樹脂系塗床

　工法及び仕上げの種類

　　　・ 薄膜流し展べ工法（・ 平滑　・ 防滑 ）

　　　・ 厚膜流し展べ工法（・ 平滑　・ 防滑 ）

　　　・ 樹脂モルタル工法（・ 平滑　・ 防滑 ）

・ 薄膜型塗床材

９　断　熱　材

　 《19.2.2～3》

　 《19.4.3》 　 《19.9.2～3》 　種類　 ＊ 3種b　 ・ 

・ 吹付け硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

　種類　 ＊ 24K　・ 32K　・ 40K　・  

　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散による区分　 ＊ Ｆ☆☆☆☆

　呼び厚さ　 ・ 25　・ 50　・ 

　相対密度(kg/m3)　 ・ 10　・ 16　・ 24　・ 

　厚さ(㎜)　 ＊ 図示による

　厚さ(㎜)　 ＊ 図示による

　種類　 ＊ 特号　 ・ 1号　　・ 2号　　・ 3号　　・ 4号

　厚さ(㎜)　 ＊ 図示による

　種類　 ＊ Ａ種1　 ・　

そ

断
熱

防
露

ユ
ニ
ッ
ト
及
び

の
他
の
工
事

　　ホワイトボード

操作方法による区分

パネル表面材の材質及び仕上げ

　・ 合板張り（・クロス張り　・ＯＰ塗り）

遮音性能　 ・ 透過損失36dB以上　 ・ 指定なし

表面材　・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板　・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

　　　　・ 塗装ステンレス板　

幅木の材質　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製　・ 

　 《20.2.4》

　 《20.2.5》

　 《20.2.6》

・ 黒板(種類　＊ 焼付け　・ 研出し　 色　＊ 緑　・　)

　 《20.2.11》

製造所等

幅・高さ　 ＊ 図示による

　　カーテンレール

操作方法　 ・ スプリング式　 ・ チェーン式

材質　 ・ 布製　 ・ ガラス繊維製　 ・ 木製

　本数　 ・ シングル　 ・ ダブル

・ カーテンレール及び付属品

材種（受け枠はステンレス製とする）

　・ ステンレス製　 ・ アルミニウム製　 ・ ビニル製

消防法に規定する防炎加工を行ったものとする。

・ カーテン

　 《20.2.12》

　 《20.2.13》

　 《20.2.14》

　　カーテン、ドア
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　　　　 平滑仕上げ　 ・ 防滑仕上げ　 ・ つや消し仕上げ

　強さ　 　 10－90　 ・ 10－60 

　材料　 　 ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金　・ ｽﾃﾝﾚｽ

・ Ａ種ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・ Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

・ グラスウール断熱材

５　移 動 間 仕 切

６　トイレブース

　・ 手動式　 ・ 電動式　 ・ 部分電動式

　・ 溶融亜鉛めっき鋼板焼付塗装仕上げ

パネル圧接装置の操作方法　 ・ 製造所仕様　 ・ 

ｴｯｼﾞ材質形状　 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製Rｴｯｼﾞ　・ ステンレス製 

７　階段滑り止め 材質　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製　 ・ 黄銅製　 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

ﾌﾗｯﾄｴﾝﾄﾞ　 ・ 無　 ・ 有(・ ﾀｲﾔと同材　・ ｽﾃﾝﾚｽ製)

形式　 ・ ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔまたは合成ｺﾞﾑﾀｲﾔ入り　・ 

幅(㎜)　 ・ ３５　 ・ 

工法　 ・ 接着工法　 ・ 埋込み工法

８　黒 板 及 び

・ ホワイトボード

11　ブラインド

12　ロールスクリーン

13　カーテン及び

14　くつふきマット

15　アコーディオン

５　フローリング

　　張り

　　　・ 品名・工法

・ 単層フローリング

　工法　・ 湿式工法(モルタル埋込み工法)

　　　　・ 乾式工法

　　　　　・ 接着工法

・ 複合フローリング

　品名　・ 複合１種　・ 複合２種　・ 複合３種

　工法　＊ 乾式工法　

　　　　　・ 接着工法

仕上げ

　・ ウレタン樹脂ワニス塗り

　・ オイルステイン塗り

　・ 生地のままワックス塗り

　・ 塗装品

　 《19.5.2～7》 　品名　・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ　　・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ　　・ ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

　　 　　　　　　( ・ Ａ種　・ Ｂ種　   Ｃ種)

　　　　　・ 釘留め工法　( ・ 根太張り　・ 直張り)

　　　　　・ 釘留め工法　( ・ 根太張り　・ 直張り)

　　　化粧加工の方法

７　せっこうボード、

　　その他ボード

　　及び合板張り

６　畳　敷　き 種別

　・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ＊ Ｄ種

　Ｄ種の場合の畳床の記号

　　　・KT-Ⅰ　＊KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N

せっこうボード、その他ボード類の種類、厚さ、防火性能等は、

図示による。

合板の種類等

　・ 普通合板

　　　種別　 ＊ １類　 ・ ２類

　　　表板の樹種　 ・ ラワン　 ・ しな　 ・ 針葉樹

　　　板面の品質　(広葉樹) ・ １等　 ・ ２等

　　　　　　　　　(針葉樹) ・ Ｃ－Ｄ　 ・ 

　・ 天然木化粧合板

　　　化粧板の樹種　 ・ 

　　　厚さ　 ＊ 図示による　 ・ 

　・ 特殊加工化粧合板

　　　・ ｵｰﾊﾞｰﾚｲ (・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ　・ ﾒﾗﾐﾝ)　 ・ ﾌﾟﾘﾝﾄ　 ・ 塗装

　　　厚さ　 ＊ 図示による　 ・ 

　 《19.6.2》

　 《19.7.2～3》

　　　厚さ　 ＊ 図示による　 ・ 

　　　処理　 ・ 防虫処理　 ・ 防炎処理

　　　処理　 ・ 防虫処理　 ・ 防炎処理

　　　処理　 ・ 防虫処理　 ・ 防炎処理

せっこうボードの目地工法

　＊ 突付け工法　適用箇所（下記２工法以外の箇所）

　・ 目透し工法　適用箇所（　　　　　　　　　　　　）

　＊ ｶﾞﾗｽｸﾛｽ(104g/㎡)張りの上ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ留め(＠450㎜)

グラスウール吸音材の取付方法

８　壁 紙 張 り

　 《19.8.2》

＊ Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材（スキン　なし）

１　断熱材等材料

・ 防湿材

　　・ JIS A 6930（住宅用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系防湿ﾌｨﾙﾑ）によるもの

　　・ JIS Z 1702（発泡用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ）によるもの

　　・ JIS K 6781（農業用ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系防湿ﾌｨﾙﾑ）によるもの

・ 気密材

　　・ JIS A 6930によるもの

　　・ JIS A 6111（透湿防水シート）によるもの

　　・　

　　厚さ　　・　

材質　 ＊ ｽﾃﾝﾚｽ製　 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　 ・ 

　 《20.2.2》

２　コーナービード

３　ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

構造形式による区分

　　　　　　　　　・ 

　 《20.2.3》

・《20.2.3(b)(6)》を適用しない

４　可 動 間 仕 切

　・ スタッド式　 ・ パネル式　 ・ スタッドパネル式

遮音性　 ・ 指定しない　 ・ 図示による

表面材の材質及び厚さ　 ・ 鋼板(0.6㎜)　・ 

パネル表面仕上げ　・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付またはｱｸﾘﾙ樹脂焼付

17

・ 特殊機能床材（帯電防止以外）

施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　）

18

　形状　 　 角形　 ・ Ｃ形　 ・Ｄ形  ・　持出し形

　・ 継目処理工法　適用箇所（　　　　　　　　　　　）

・ 住宅用グラスウール断熱材

　種類　 ・ 1種　 ・ 2種1号　 ・ 2種2号　 ・ 2種3号　 ・ 2種4号

　呼び厚さ　 ・ 50　・ 75　・ 100

　厚さ(㎜)　 ＊ 図示による

　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散による区分　 ＊ Ｆ☆☆☆☆

　ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散による区分　 ＊ Ｆ☆☆☆☆

＊ アルミニウム既製品　 ・ 塩化ビニル既製品10　天井回縁･見切縁

・ 現場発泡断熱材・ 現場発泡断熱材

　　種類　＊ Ａ種1　　・ Ａ種2　　・ Ａ種3

　　厚さ　＊ 図示による

　 《20.2.8》

・ 階数表示板

　材質　・ ｱｸﾘﾙ　・ ｽﾃﾝﾚｽ　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ

　サイン書　 ・ ｼｰﾄ貼り　 ・ ｼﾙｸ印刷

　文字書　 ・ ｴﾅﾒﾙ書　・ ｼｰﾄ貼り　・ ｼﾙｸ印刷

　寸法(㎜)　

　 《20.2.10》

・ 室名札

　文字書　 ・ ｴﾅﾒﾙ書　・ ｼｰﾄ貼り　・ ｼﾙｸ印刷

　寸法(㎜)　

・ ピクトグラフ

　寸法(㎜)　

・ 庁名文字

　種別　 ・ 切抜文字　 ・ 箱文字

　文字の大きさ(㎜)　　　×　　　　文字数　

・ 庁舎案内板　　図示による

・ 視覚障がい者用案内板　　図示による

　材質　・ ｱｸﾘﾙ　・ ｽﾃﾝﾚｽ　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・ 非常用進入口等の表示　　図示による

・ 衝突防止表示　　図示による

９　表　　示

10　煙突ライニング 安全使用温度　 ・ ４００℃　 ・ ６００℃

　材質　 ・ ステンレス　 ・ 黄銅

　材質　・ ｱｸﾘﾙ　・ ｽﾃﾝﾚｽ　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ 　・ 木製

　・ 木製

特記仕様書(４)

＊

層

1等 1等 1等

合板の張付け　　・Ａ種　　・Ｂ種

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ　　・Ａ種　　・Ｂ種

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ　　・Ａ種　　・Ｂ種

せっこうボード面の素地ごしらえ　　　　　・Ａ種　　・Ｂ種



ＹＫＫ　室外機置場（ﾊﾟﾝﾁﾝ有り）　（参考品番：ＪＦＢ　0906-06-Ｎ）

９００　４５０

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
(　 )

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ設計事務所
図面種別 縮　　尺図面番号 工　　事　　名

１３５０

７５０

６００

７５０

規格　 ＊ 性能基準による　 ・ 一般品

規格　・ 性能基準による（・一般型　・高齢者対応型）

　　　　 　　　　　　　（・住宅性能３以上）

　　　・ 一般品

　　　　　製造所等

外形呼び寸法　 ・１２１６　・１６１６　・ 　

窯業系サイディング（金具通気工法）

サイディング材

　種類　・　

図示による　形状　・　

　厚さ　・　１６

27　その他

アルミニウム

シート貼り

250×125

６００

７５

章 章 章項　 　　目 項　 　　目 項　 　　目特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　・ 行う　 　 行わない土壌の水素イオン濃度指数（PH）試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 行う　 　 行わない電気伝導度（EC）の試験
材　　質

品　名 寸　法　(㎜)
ｶｳﾝﾀｰﾄｯﾌﾟ、シンク キャビネット

・ 流し台 ＊ ステンレス ＊ 木製 Ｌ＝

・ ・ 

・ コンロ台 ＊ ステンレス ＊ 木製 Ｌ＝

・ ・ 

＊ ステンレス ＊ 木製 Ｌ＝

・ ・ 

＊ 木製 Ｌ＝

・ Ｈ＝

・ ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ ＊ 鋼製 Ｌ＝

・ 換気ﾌｰﾄﾞ

・ 調理台

・ 吊戸棚

Ａ－　５
５　３０

規格　・一般品（製造所等　　　　　　　　　　　　　　）16　ｷｯﾁﾝｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

トラップへの配水管接続　 ・ 本工事　 ・ 別途工事

・ 水切棚

　材質　 ＊ ステンレス　 ・ アルミニウム

　段数　 ・ １段　 ・ ２段

　寸法(㎜)　 Ｌ＝

流し台は、トラップ(水封50㎜以上)、網かご、包丁差し付きとする。

　　　材質　 ＊ アルミニウム　 ・ 

　　　材質　 ＊ ステンレス　 ・ アルミニウム

形式　 ＊ 公共住宅標準詳細設計図集による

材質　 ＊ ステンレス　 ・ 鋼製

形状　 ・ 丸形(600φ)　 ・ 角形(600角)

材質　 ＊ 塩化ﾋﾞﾆﾙ　 ・ ステンレス

径(㎜)　 ＊ 50　 ・ 

外部付属品　 ・ アミ　 ・ エルボ　 ・イゲタ

材質　 ・ ステンレス　 ・ 合成樹脂

寸法(㎜)　 ・ 

防虫網　 ・ ステンレス製　 ・ 合成樹脂製

18　屋上点検口

19　天井裏換気ﾊﾟｲﾌﾟ

20　床 下 換 気 孔

　　手すり

握り部材質　 ・合成樹脂被覆ｽﾃﾝﾚｽ　・ｽﾃﾝﾚｽ　 ・ 木

握り部径(㎜)　 ・ 34　 ・ 38　 ・ 40

形式　＊ 一般品(製造所：　　　　　　　　　　　　　)

材質　・ ｽﾃﾝﾚｽ　・ 樹脂被覆ｽﾃﾝﾚｽ

　　　・ 公共住宅標準詳細設計図集(＊A　・B　・C　・D)

寸法(㎜)　・ L=300　・ L=450　・ L=600　・ 

21　階段及び廊下

22　補助手すり

23　タオル掛け

24　浴室ユニット

規格　　・標準詳細図による　・一般品

17　点　検　口

握り部材質　 ・ 合成樹脂　 ・ ステンレス　 ・ 木　・　集成

・ 天井点検口　　寸法(㎜)　＊ 450×450　・ 

・ 床点検口　　寸法(㎜)　＊ 600×600　 ・ 

握り部径(㎜)　 ・ 34　 ・ 38　 ・ 40

　　工事

工法　　・ 縦張り工法　　　　・ 横張り工法

　　グ工事

サイディング材

　種類　・　

　厚さ　・　

工法　　・ 縦張り工法　　　　・ 横張り工法

　　(19.3.2)

　　(19.3.3)

25　窯業系サイディング

26　複合金属サイディン

　形状　・　

　　　支持具　　　＊ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　　・（　　　　　）

　　　寸法(mm)　　＊80×240　 　・（　　　　　）

　　室名札

・表示板

　　　文字書　　　＊ｴﾅﾒﾙ書き　　・（　　　　　）

・棟番号表示

　　・切抜文字　　　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　　・ｽﾃﾝﾚｽ製

　　・文字寸法(mm)　　Ｗ＝　　　　　Ｈ＝

・　新聞受け

　　　材質　　　　＊ｱｸﾘﾙ板　　　・（　　　　　）

・　図示　

300 700

キョウワナスタ　KS-NP460S　（参考品番）

植

栽

工

事

１　植栽地の確認等

　 《23.1.3》
22

２　植 栽 基 盤 植栽基盤整備工法

　樹木　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｄ種

　芝､地被類　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｄ種

排水　  ・ 暗きょ　 ・ 開きょ　 ・ 排水層　 ・ 縦穴排水

土壌改良材（適用箇所は図示による）

　・ バーク堆肥

　　　製品は以下の各項目を満たすものとする

　　　① 有機物の含有量(乾物)　 70％以上

　　　② 炭素窒素比[C/N比]　 35以下

　　　③ 陽ｲｵﾝ交換容量[CEC](乾物)　 70meq/100g以上

　　　④ ｐＨ　 ５.５～７.５

　　　⑤ 水分　 55～65％

　　　⑥ 幼植物試験の結果　 生育阻害その他異常が認められない

　　　⑦ 窒素全量[N](現物)　 0.5％以上

　　　⑧ りん酸全量[P2O5](現物)　 0.2％以上

　　　⑨ カリ全量[K2O](現物)　 0.1％以上

　・下水汚泥コンポスト

     製品は以下の各項目を満たすものとする

   　 ① 有機物の含有量(乾物)　 35％以上

　    ② 炭素窒素比[C/N比]　 20以下

　    ③ pH　 8.5以下

　    ④ 水分　 50％以下

　    ⑥ りん酸全量[P2O5](現物)　 1.0％以上

　    ⑦ アルカリ分（現物）　 15％以下

・ 間伐材　　・ 真竹

・ 加圧式防腐処理丸太

　　　　　　　　(防腐剤：CUAZ-2,CUAZ-3,AAC-1,AAC-2,NZN,ACQ)

３　支　柱　材

４　新植樹木の枯補償

５　移植樹木の枯損処置 枯損処置を行う期間　 ＊ 引き渡しの日から１年間

補償期間　 ＊ 引き渡しの日から１年間

　    ⑤ 窒素全量[N](現物)　 0.8％以上

　 《23.2.2～4》

　 《23.3.2(c)》

　 《23.3.4》

　 《23.3.6》

屋

外

整

備

工

事

１　間知石及びｺﾝｸﾘｰﾄ

　　間知ﾌﾞﾛｯｸ積み

　 《20.4.2》

２　旗　ざ　お

３　フェンス

４　バリカー

５　視覚障がい者誘導用

　　注意喚起用ﾌﾞﾛｯｸ

６　屋外掲示板

・ 間知石

　　材質　 ・ 花こう岩　 ・ 

　　面の形状　 ・ 長方形　 ・ 正方形　 ・ 六角形

　　質量区分　 ・ Ａ　 ・ Ｂ

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ間知ﾌﾞﾛｯｸ

操作方法　 ・ ロープ型　 ・ ハンドル型　 ・ 

製造所：

種類　 ・ ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ　 ・ ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ　 ・ 目隠しﾌｪﾝｽ　 ・ 格子ﾌｪﾝｽ

材質　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製　 ・ 鋼製　 ・ 擬石製　 ・ 

製造所：

材質　 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ製　 ・ 磁器質ﾀｲﾙ製　 ・ 合成ｺﾞﾑ製　 ・ 

寸法(㎜)　 ＊ 300×300

形状　 JIS T 9251 による

材質　 ・ ｽﾃﾝﾚｽ製　 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　 ・ 鋼製

形式　 ・ 自立型　 ・ 外壁設置型

寸法(㎜)

製造所：

材質　　 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　 ・ 鋼製　 ・ 

５　カラー舗装

６　透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

舗装の種類

＊ 加熱系

　・ アスファルト混合物

　・ 石油樹脂系混合物　（顔料の添加量　・ 　　　　　　）

　　添加する着色骨材又は自然石

　　　・ 

・ 常温系

　・ 樹脂系混合物

　・ ニート工法

　・ 塗布工法

　　配合その他

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装の厚さ　 ＊ 図示による

透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験　 ・ 行う　 ＊ 行わない

舗装の構成及び厚さ　 ＊ 図示による

   《22.6.2～6》

   《22.6.2～6》

舗装の構成及び厚さ　 ＊図示による　・標準詳細図による(9-  - )

・ コンクリート平板

　寸法(㎜)　 ＊ 300×300×60　 ・ 

　種類　 ＊ 普通　 ・ 透水性　 ・ 保水性　 ・ 視覚障害者用

　曲げ強度　 ＊ ５MPa以上　 ・ ３MPa以上　 ・ ４MPa以上

　色彩　 ＊ カラー　 ・ ナチュラル

　形状　 ・ 正方形　 ・ 長方形　 ・ 六角形　 ・ 

　厚さ(㎜)　 ・ ６０　 ・ ８０　 ・ １００

　ｸｯｼｮﾝ材　 ＊ 砂　 ・ から練りモルタル

　種類　 ・ 

　形状､寸法　 ＊ 図示による　 ・ 

・ Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ Ｂ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７　ブロック系舗装

　 《22.8.2～5》

　種類　 ・ 普通平板　 ・ 透水平板　 ・ 保水性平板

　材質　 ・ ｺﾝｸﾘｰﾄ製　 ・ れんが製

　 《22.9.2～5》

８　砂 利 敷 き

１　路　　床 路床の構成

　・ 凍上抑制層　厚さ    ㎜　材料　

　・ フィルター層　厚さ    ㎜

路床安定処理

　 　種類　 ・ｾﾒﾝﾄ系安定材　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ

　　　 　 　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　 ・石灰系安定材

　　（処理厚さ　   ㎜　 目標CBR　・５以上）

　・ A種　・ B種　・ C種　・ D種

遮断層に用いる材料

　・ 川砂、海砂又は良質な砂質土(75μmふるい通過量10％以下)

　・ 

盛土に用いる材料　　　　　　　　　　　　　　　　　 《表3.2.1》

　 《22.2.2～5》

凍上抑制層に用いる材料

　・ 川砂、海砂又は良質な砂質土(75μmふるい通過量10％以下)

フィルター層に用いる材料

　・ 川砂、海砂又は良質な砂質土(75μmふるい通過量6％以下)

　・ 

試験

　・ 路床土のCBR試験

　・ 路床締固め度試験

　・ 砂の粒度試験

２　路　　盤

３　アスファルト舗装

路盤の厚さ　 ＊ 図示による

路盤の厚さ試験　 ＊ 行う　 ・ 行わない

路盤の締固め度試験　 ＊ 行う　 ・ 行わない

舗装の構成　 ＊ 図示による

種別

　＊ 再生加熱アスファルト混合物

　・ 加熱アスファルト混合物

　・ 廃ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ混合再生加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(混合率 5%)

　表層　 ＊ 密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13)

　　　　 ・ 密粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(13F)

　基層　 ・ 粗粒度ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物(20)

シールコート　 ・ 行う　 ＊ 行わない

ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の抽出試験　 ・ 行う　 ＊ 行わない

４　コンクリート舗装 舗装の構成及び厚さ　 ＊ 図示による

早強セメント(寒冷期)　 ・ 使用する　 ＊ 使用しない

コンクリート版の厚さの試験　 ・ 行う　 ＊ 行わない

　 《22.3.2～5》

　 《22.4.2～6》

　 《22.5.2～6》

舗

装

工

事

　・ 現場CBR試験

加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物等の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表22.4.5)

　・添加材料による安定処理

　・ 遮断層　 厚さ 　　 ㎜

ナスタＫＳ-Ｎ227Ａ（同等品以上）

・ 掲示板

　＊　アルミ製　ビニールレザー張り

　　種別　　・Ａ型　　・Ｂ型

　　材質　　＊ｽﾃﾝﾚｽ製

　＊「性能基準」の性能を有するもの

・ 郵便受箱

　　形状　　・縦型　　・ 横型

　・「性能基準」によらないもの

　　材質　　＊ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　　・鋼製

・ 物干し金物

　　形式　　・ 丸棒型　　　・ 公共住宅型（自在型）

　　材質　　・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　　・合成樹脂製　　・ｽﾃﾝﾚｽ製

　　ｽﾘｰﾌﾞ径(mm)（止水板付）　　＊100　　・（　　　）

・ クーラースリーブキャップ

　　数量　各棟　（　４　）戸用　（　１　）箇所

　　種別　　・　キョウワナスタＫＳ-ＥＸ３６２Ｓ－６０９０　６００×９００（（同等品以上）

・　目隠し

・　図示　

ＹＫＫ　ウインバイザー（ポリカタイプ）　（参考品番：ＥＬＧ　1809-Ｐ）

・　室外機置場

・　図示　

　　ニチハ（株）　（同等品）

・　軒天通気見切縁（45分準耐火仕様）

排

水

工

事

１　排　水　管

　・ 遠心力鉄筋コンクリート管

　　　種類　 ＊ 外圧管Ｂ１　・ 

　　　継手　 ＊ ゴム接合　・ 

　 《21.2.1》

材種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《表21.2.1》

２　側塊、排水桝等 排水桝

　・ 既製コンクリート桝

　　　・ 建築工事標準詳細図による

　　　・ 島根県機械設備施工標準図(平成12年版)による

　　　・ 図示による

　・ 現場打ちコンクリート桝

　　　・ 建築工事標準詳細図による

　　　・ 島根県機械設備施工標準図(平成12年版)による

　　　・ 図示による

　　　・ 

桝ふた

　・ 既製コンクリート製

　・ 鋳鉄製

　　　安全荷重(kN)　 ・5　・15　・50

　・ グレーチング

　　　材質　 ・ 鋼製　 ＊ ステンレス

　　　・騒音防止　（　・ 固定式　　・ ゴム式　）　・ 一般

　　　ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ　 ・ 一般型　 ・ 細目型

　　　ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ　・ 適用する　　・ 適用しない

　　　耐荷重　 ・T-2　 ・ T-6　 ・ T-25

　　　種類　 ・水封型　・簡易密閉型　・密閉型　・中ふた付密閉型

３　埋戻しに用いる

　　材料

種別　 ・ A種　 ＊ B種　 ・ C種　 ・ D種　　　　　 《表3.2.1》

　　 硬質ポリ塩化ビニル管(・VP ・VU ・RS-VU )

　 《21.2.2(f)》

　 《21.2.1(m)》

　 《21.4.3》

４　街きょ、縁石、側溝 形状・寸法　　＊ 図示による

20

・ ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

　製造所等：

・ 舗石

21

表面処理　 ・　亜鉛めっき＋粉体塗装　 ・ 溶融亜鉛めっき

23

特記仕様書(５)



間仕切壁、地下二重壁、外壁、塀

衛生配管用裏積みブロック

適　用　箇　所 断面形状及び圧縮強さによる区分

＊ 空洞ブロック １６

＊ 空洞ブロック ０８

・ 空洞ブロック １６

＊ 平パネル

・ 意匠ﾊﾟﾈﾙ

＊ 100

単位荷重表面加工

区分

・ Ａ種

・ Ｂ種

外壁用 ・120 　・150

・200   ・300・ 120

厚さ

（㎜）

・ １時間

＊ 平パネル

・ 意匠ﾊﾟﾈﾙ

＊ 100

・ 120

・65間仕切用 ・ １時間・ Ｃ種

・ Ｄ種

・ Ｅ種

屋根用

床　用

＊ 平パネル

＊ 平パネル

＊ 100

・ 120

＊ 100

・100

・240   ・360

・ 30分間

・ １時間

＊ Ｆ種

＊ Ｆ種

・ ２時間

用途区分 工法種別 耐火性能 備考
(×9.8Ｎ/㎡)

使用箇所 厚さ（㎜） 耐火性能 工法種別 備考

・ ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

・ 35　 ・ 50

・ 60　 ・ 75

・ 100

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ

・ ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ

・ ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ

・ 35　 ・ 50

・ 60　 ・ 75

・ 100

・ Ｂ種

・ Ｃ種

外　壁

間仕切壁

表 面 形 状

・ 120

・ 36
・ 73

開口の大きさ 切断後のパネルの残り部分の幅

長辺

短辺

長辺

短辺

・切り欠き

・開口幅

・ Ｙ－２

・ Ｙ－１

・ Ｘ－２

・ Ｘ－１

種　別 施　　工　　箇　　所

１．２階　バルコニー　・　１．２階　共用廊下

適　用　箇　所

・ B-1種 ・ B-2種 ・ 

表面処理の種別

・  -1種 ・  -2種 ・ 

・  -1種 ・  -2種 ・ 

複合皮膜の種類

・    　　・ 

・ 　   　・ 

・ 　 　　・ 

施　工　箇　所 備　　考材料の種別 表面処理の仕上げ

鉄

骨

工

事

１　鉄骨製作工場

２　施工管理技術者

　　(7.1.4)

　　(7.1.3)

３　鋼　　材 鋼材の材質等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表7.2.1)

＊ 指定性能評価機関によるグレードの指定

・ 監督職員が承諾する製作工場

＊ １級鉄骨製作管理技術者

・ 監督職員が承諾するもの

　種類の記号

　　・ SS400　 ・ SN400A　 ・ SM490A　 ・ SSC400　 ・ STKR400

　　・ Ｓ　 ・ Ｈ以上　 ・ Ｍ以上　 ・ Ｒ以上　 ・ Ｊ以上

４　高力ボルト 高力ボルトの種別

５　アンカーボルト

　　(7.2.4)(7.10.3)

材　質

構造用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ及びｱﾝｶｰﾌﾚｰﾑの形状及び寸法

建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持及び埋込み工法　　　　　        (表7.10.1)

　　(7.2.2)(7.3.2)

　　(7.4.1～9)

　＊ トルシア形　 ・ ＪＩＳ形　 ・ 溶融亜鉛めっき

　（構造用）　＊ SNR400

　（建方用）　＊ SS400

　＊ 図示による

　・ Ａ種　 ＊ Ｂ種　 ・ Ｃ種

６　柱底均しモルタル

　　(7.2.9)(7.10.3)

７　溶接部の確認

　　(7.6.10)

８　溶接部の試験

　　(7.6.11) ・ 放射線透過試験

＊ 完全溶込み部の超音波探傷試験

工法　 ＊ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ 図示による    　　　　(表7.10.2)

厚さ　 ＊ 図示による

材料　 ＊ 無収縮モルタル　 ・ モルタル　　　　　　　 (表7.2.6)

溶接施工管理技術者が確認する。

９　錆止め塗装

　　(7.8.1～4)

塗料の種別

鉄鋼面　 ＊ Ａ種　 ・ Ｂ種　　　　　　       　　   (表18.3.1)

亜鉛めっき鋼面　 ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種          (表18.3.2)

受注者が検査機関と直接締結した契約書の写しを提出する。

　　(7.2.1)

　　(7.9.2～7)

　　高力ボルト接合

　　(7.2.2)(7.3.2)

　　(7.12.4)

摩擦面の処理

　　　 ・ 耐火材巻付け　　種類及び性能

種類　 ・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り 　・ 耐火材吹付け 　・ 耐火板張り 　

性能　 ・ ３０分耐火　・１時間耐火　・２時間耐火　・３時間耐火

　　 ブラスト処理　 

11　耐火被覆の

12　溶融亜鉛めっき

コ
ン
ク
リ

ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク

Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

１　コンクリート

　　ブロック帳壁及び塀

　　(8.3.2)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表8.3.1)

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

７

２　各部配筋

　　(8.3.3(b))
＊　図示による

・ 型枠状ブロック ２０

　　(8.4.2～6)

　　ＡＬＣパネル３

　　(8.5.2～5)

　　（ＥＣＰ）

　　押出成形セメント板４

パネル開口の限度

防

水

工

事

８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表9.5.1～2)

　　(9.5.3)

　・ 設ける　 ・ 設けない

　＊ 設ける（種類・設置数量は主材料製造所の指定による）

種別Ｙ－２における保護層

種別Ｘ－１における脱気装置

　・ 設けない

　・ 床は防滑仕上げとする。

１　塗 膜 防 水

　＊ 簡易接着性試験　 ・ 引張接着性試験　 ・ 行わない

接着性試験

シーリング材の種類及び施工箇所

　図示以外は、表9.7.1による　　(9.7.2)(9.7.5)

建具廻り

外壁ジョイント目地

10～15

10～15

ＭＳ－２

ＭＳ－２

・ シーリング

・ シーリング

施　　工　　箇　　所種　別

　・ ケイ酸質系塗布防水

下記防水工事施工部分について、１０年間の施工保証書を提出し、

　・ アスファルト防水　 ・ 改質アスファルトシート防水

より直ちに補修することを確約する。

期間内に請負者の責任により漏水したときには、請負者の負担に

室内の防水施工部分については、水張り試験を行う。

　・ 合成高分子系ルーフィングシート防水　 ・ 塗膜防水

２　シーリング

３　漏 水 試 験

４　施工保証書

金

属

工

事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表14.2.1)

屋外　 ＊ #400　 ・ ＨＬ　 ・ 図示による

屋内　 ・ #400　 ＊ ＨＬ　 ・ №2B　 ・ 図示による

　　アルミニウム合金の

　　表面処理

　　(14.2.2)

　　(14.2.1)

　　表面仕上げ

　　(14.8.2)

14

９

１　ステンレスの

２　アルミニウム及び

３　手　す　り

A

C

・ D　種

A

C

皮膜又は

AA15

B

AA6

＃400ステンレス外階段手摺

１

５

壁

５

２

５

壁

５

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
(　 )

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ設計事務所
図面種別 縮　　尺図面番号 工　　事　　名

柱

桁・梁

Ｅ-70

Ｅ-110以上

柱

桁・梁

柱・間柱

桁・梁

垂木

桁・梁

屋根下地材
床下地材

　　(標仕14.2.3)

10　鉄鋼の亜鉛めっき

表面処理方法

溶融亜鉛

めっき

電気亜鉛

めっき

種　別

鉄骨階段

適　用　箇　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(標仕表14.2.2)

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｄ種

・ Ｃ種

・ Ｅ種

・ Ｆ種

章 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項章

建 築 工 事 仕 様 書

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

章 項　 　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

(参考)

ｸﾘｵﾝ
旭化成

施工場所 樹種 構造材の種類 含水率(％)

 ・15　・20 ・1級　・2級　・3級

 ・1級　・2級　・3級

 ・1級　・2級　・3級

 ・1級　・2級　・3級

 ・15　・20

 ・15　・20

 ・15　・20

 ・15　・20 ・1級　・2級　・3級

 ・特級　・1級　・2級

 ・特級　・1級　・2級

 ・特級　・1級　・2級

 ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ

 ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ

 ・Ａ　・Ｂ　・Ｃ

接着性能(使用環境)材面の品質強度等級樹種施工場所

化粧薄板の厚さ(mm)化粧薄板の樹種芯材の樹種施工場所

樹種

 ・特級　・1級　・2級

 ・特級　・1級　・2級

施工場所

 ・特級　・1級　・2級

 ・1　・2

 ・1　・2

 ・1　・2

曲げﾔﾝｸﾞ係数区分接着性能(使用環境)等級

 ・15　・20

 ・15　・20

 ・15　・20

樹種施工場所 曲げ性能等級 含水率(％)

樹種  含水率(％)施工場所

 ・耳付材  ・10　・13

 ・10　・13

 ・10　・13

 ・耳付材

 ・耳付材

樹種

 ・特級　・1級　・2級

 ・特級　・1級　・2級

施工場所 等級

 ・特級　・1級　・2級

形状 含水率(％)

 ・ 

 ・ 

 ・ 

樹種  含水率(％)施工場所 材面の品質

等級

 ・特級　・1級　・2級　・3級

 ・特級　・1級　・2級　・3級

施工場所 樹種又は樹種群 寸法型式(mm)

等級施工場所 樹種又は樹種群 寸法型式(mm)

 ・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

 ・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

施工場所 樹種又は樹種群 寸法型式(mm) 曲げ応力等級

施工場所 樹種又は樹種群 寸法型式(mm) 等級  含水率(％)

施工場所 樹種又は樹種群 寸法型式(mm) 等級

 ・特級　・1級　・2級　・3級

 ・特級　・1級　・2級　・3級

施工場所 樹種又は樹種群 寸法型式(mm) 等級

 ・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

 ・ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ　・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾕﾃｨﾘﾃｨ

施工場所 樹種又は樹種群 寸法型式(mm) 等級  含水率(％)

強度等級の適用強度等級の適用板面の品質厚さ(mm)施工場所

 ・C-D

 ・ 

 ・適用する

 ・適用しない

 ＊２級

 ・１級

 ＊２級

 ・１級

等級 表板の樹種 接着の程度

 ・特類

 ＊１類

 ・特類

 ＊１類

 ・特類

 ＊２級

 ・１級

 ・ 

 ・ 

 ・適用する

 ・適用しない

 ・C-D

 ・ 

 ・適用する

 ・適用しない

 ・C-D

 ・ 

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ＊１類

厚さ(mm)
による区分

難燃性曲げ強さ

による区分による区分

表裏面の状態

 * 13　・　  ・ U　・ M　・ P 

施工場所
接着剤

による区分

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・１級　・２級　・３級　・４級

厚さ(mm)

 ・ 

 ・ 

 ・ 

等級

 ・１級　・２級　・３級　・４級

 ・１級　・２級　・３級　・４級

施工場所

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・構造材Ⅰ　・構造材Ⅱ　・乙種

 ・構造材Ⅰ　・構造材Ⅱ　・乙種

 ・構造材Ⅰ　・構造材Ⅱ　・乙種

 ・構造材Ⅰ　・構造材Ⅱ　・乙種

 ・構造材Ⅰ　・構造材Ⅱ　・乙種

等級

Ａ－　６
６　３０

  * 加工前に、縦振動ヤング係数を測定し、基準強度を満たしていることを確認し、報告書を監督職員に提出する。

・無等級材（寸法は図示による）

  * 加工前に、縦振動ヤング係数を測定し、基準強度を満たしていることを確認し、報告書を監督職員に提出する。

使
用
材
料
表

（

軸
組
工
法（

構
造
系）

工
事

（
（

）

・「集成材の日本農林規格」による構造用製材（寸法は図示による）

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用製材（寸法は図示による）

・「単板積層材の日本農林規格」による構造用単板積層材（寸法は図示による）

・「製材の日本農林規格」による目視等級区分構造用製材（寸法は図示による）

・「製材の日本農林規格」による機械等級区分構造用製材（寸法は図示による）

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定された製材（寸法は図示による）

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材（寸法は図示による）

・「枠組壁工法構造用製材の日本農林規格」による甲種枠組材

.

２.

２

（
）

.

２.
（

）３

・「枠組壁工法構造用製材の日本農林規格」による乙種枠組材

・「枠組壁工法構造用製材の日本農林規格」によるＭＳＲ製材

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたＭＳＲ製材

・国土交通大臣の指定を受けたもので基準強度の数値を指定されたたて継ぎ材

・「枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による乙種たて継ぎ材

・「枠組壁工法構造用たて継ぎ材の日本農林規格」による甲種たて継ぎ材

用

事
工

系
造
構

法
工
組
軸

使

材
料
表

・「構造用パネルの日本農林規格」による構造用パネル

・パーティクルボード

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

・木質接着複合パネル（詳細は図示による）

・木質断熱複合パネル（詳細は図示による）

・木質複合軸材料（詳細は図示による）

・木質接着成形軸材料（詳細は図示による）

Ⅱ　工 事 仕 様

　　　　　 ・ 印と ＊ 印のある場合はともに適用する。

　　　　　 ・ 印の無い場合は、 ＊ 印のあるものを適用する。

　　　(2) 特記事項は ・ 印を適用する。

　　　(1) 章及び項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　２　特　記　事　項

　　　「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)平成　　年版〔平成　　年　月改定〕」(以下「標準

　　　工事編)平成　　年版〔平成　　年　月改定〕」(以下「改修標準仕様書」という)による。

　１　図面及び特記事項に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

　　　仕様書」という)による。ただし、改修工事に関しては「公共建築改修工事標準仕様書(建築

２８ ２８ ６

２８ ２８ ６

　　　(3) 特記事項に記載の（　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目・図または表を示す。

特記仕様書(６)

 ・ 12



Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

１：２００ １：３０

Ｌ型擁壁

真北

道路境界線

道
路
境
界
線

( １ＤＫ)Ｄ棟

６
０
０
０

敷地境界線

１：２００

※現場事務所(５０㎡２階　程度)及び工事車両駐車場等は
他棟の空き敷地を利用し、工事後は速やかに現況に復旧する。

１：３０

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

仮設用単管

杭又は

４８．６Φ＊２．４

仮囲鉄板Ｈ＝２．０
ｔ＝１．２　Ｗ５００　無塗装

８００

H２５０×２５０

２
０
０
０

１
９
７
０

３
０

仮設配置図

仮囲い

仮
囲
い

外部枠組足場（手すり先行方式）
防音養生シート：外部足場全面張り

存置期間≒１５０日

最高高さＨ=９．２７０

外部枠組足場（手すり先行方式）

キ
ャ
ス
タ
ー
ゲ
ー
ト

仮設便所

仮
囲
い

作業スペース

Ｄ棟仮設配置図

仮囲断面参考図　

仮囲い

Ｄ　棟Ｃ　棟
参考施工長さ　ｍ

名称
   　凡例

存置期間≒１５０日 ８４．３０７８．４０

Ａ－　７

自転車置場

外部物置

７　３０



Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

設計事務所ツ カ サ

※道路斜線制限

※隣地斜線制限

隣地斜線制限（２０．０ｍ）に適合建物最高の高さ（９．２７ｍ）の為

旭町３号線
（法第４２条１項１号道路）

三刀屋下熊谷線
（法第４２条２項道路）

道路斜線制限に適合建物最高の高さ（９．２７ｍ）の為

旭
町
３
号
線

（
法
第
４
２
条
１
項
１
号
道
路
）

前面道路（幅員６．００ｍ＋７．４０ｍ）×１．２５＝１６．７５ｍ

１：２００

敷地面積求積図 １：２００

配置図配置図１：２００

配置図

Ｌ型擁壁

１
階
延
焼
線

２
階
延
焼
線

真北

棟
ラ
イ
ン

棟ライン（Ｄ棟　Ｗ造２Ｆ）
共同住宅

棟ライン

±０±０

±０±０

－
７
０

－
１
２
０
０

－
１
２
０
０

－７７０

－
７
０

－７０－７０
－７０

－７０

－７２０

主要な出入口
▲

共同住宅
（Ｄ棟　敷地）

－
７
０

－
７
０

－
７
０

－７０

共同住宅
（Ｄ棟　敷地）

付近見取図

道
路
境
界
線

道路境界線

敷
地
境
界
線

５０００

３０００

５
０
０
０

２
９
２
４
０

１
０
７
５
０

１
４
３
０
０

４
１
９
０

ご
み
置
場

２
２
３
０

自転車置場

５
０
０
０

３
０
０
０

９
０
０

９２７０

外部物置
２２７０

通路幅
１７３０

３４１１

１
５
１
２

２
５
０

通
路
幅

３０００３０００

敷地境界線

駐車場４台

５９７６４４５０

建築基準法施行条例第４条
規定するがけは存在しない

に建築基準法施行条例第４条
規定するがけは存在しない

に

道
路
境
界
線

水路境界線

水路境界線

道
路
境
界
線

道路境界線

２
４
３
０

４
２
６
０

道
路
幅
員

２１３１

１８８０ １２７４０

軒の出

５
０
０
０

３
０
０
０

６
０
０
０

９
０
０

７
４
０
０

前面道路

市道

道
路
中
心
線

道路幅員

車
進
入
口

電柱

３
０
０
０

３
０
０
０ ６

０
０
０

道
路
幅
員

道
路
境
界
線

２
９
．
２
４

１３．６３

１４．
９０

５
．
５
０

（
６
０
０
０
）

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

（１１０００）
道路境界線

２２．１０

１０．００

水路境界線

３０００

５０００

７２８０

敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

２２５００

７８８０

６００

６００

２
６．

３
０

敷地面積

１４．９０×　　５．５０＝　　８１．９５
２９．２４×　１３．６３＝　３９８．５４

合計

２６．３０×　２２．１０＝　５８１．２３
２６．３０×　１０．００＝　２６３．００ １３２４．７２×１／２＝６６２．３６

６６２．３６㎡

２
４
５
０

１
５
０
０

４
５
５
０１８００２７００

６０００

６０００

付近見取図

建設地

１
９
５
０

（接道部分の長さ１７．００ｍ）

△

Ａ－　８

８　３０

Ｎ

水路
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Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

バルコニー バルコニー

洋室

便所
洗面
脱衣 浴室 Ｐ

Ｓ

玄関ホール

ク
ロ

ゼ
ッ

ト

バルコニー

物
入

Ｐ
Ｓ 浴室

洗面
脱衣

玄関 ホール

便所

洋室

バルコニー
物

入
ク

ロ
ゼ

ッ
ト

共用ホール

洋室

便所
洗面
脱衣 浴室 Ｐ

Ｓ

玄関ホール

ク
ロ

ゼ
ッ

ト

バルコニー

物
入

Ｐ
Ｓ 浴室

洗面
脱衣

玄関 ホール

便所

洋室

物
入

ク
ロ

ゼ
ッ

ト

バルコニー

共用ホール

洋室

便所
洗面
脱衣 浴室 Ｐ

Ｓ

玄関ホール

ク
ロ

ゼ
ッ

ト
物

入

Ｐ
Ｓ 浴室

洗面
脱衣

玄関 ホール

便所

洋室

物
入

ク
ロ

ゼ
ッ

ト

共用ホール

洋室

便所
洗面
脱衣 浴室 Ｐ

Ｓ

玄関ホール

ク
ロ

ゼ
ッ

ト
物

入

Ｐ
Ｓ 浴室

洗面
脱衣

玄関 ホール

便所

洋室

物
入

ク
ロ

ゼ
ッ

ト

共用ホール

バルコニー バルコニー バルコニーバルコニー

ＤＫ ＤＫ ＤＫ ＤＫ

ＤＫ ＤＫ ＤＫ ＤＫ

3
8
3
0

5
8
2
0

3 . 8 3 0

5 . 8 2 0

1 1 4 . 2 1 1

1 1 4 . 2 1

2 3 7 . 1 5

5
8
2
0

3
8
3
0

3 . 8 3 0

5 . 8 2 0

1 1 . 4 9 0

8 . 7 3 0

1 1 . 4 9 0

8 . 7 3 0

1 1 . 4 9 0

8 . 7 3 0

0 . 5 5 0 2 . 0 0 2

5 4 . 4 7 2

2 . 0 0 2

3 4 . 2 5 2

2 . 0 0 2

2 2 . 2 2 2 5 6 . 4 7 4

5 5 0 5 5 0 5 5 0 5 5 0

1 5 0 0

1 5 0 0

0 . 5 5 0 1 . 0 0 1

4 5 . 9 9 5 1 8 3 . 9 8 0

4 . 8 7 0 1 . 7 8 6 1 . 7 8 6 7 . 1 4 4 1 9 1 . 1 2 4 1 9 1 . 1 2 4

( 1 9 1 . 1 2 4  +  5 6 . 4 7 4 ) 6 1 . 9 0 0

Ｄ棟建物求積図、表Ａ－　９
９　３０

1

2

2×

×

× =

=

建築面積

面積求積表（建築基準法）

建築面積図　 1 ： 2 0 0

1

2 × =

1

1 階床面積求積表 2 階床面積求積表

㎡ ㎡

㎡

計 計

（延べ床面積）合計

㎡合計

住戸　面積求積表（建築基準法）

住戸別 . 共用部分面積　求積表

タイプ 種別 番号 計算式 面積（㎡） 戸数　小計（㎡）タイプ別面積（㎡） 合計（㎡ 住戸計（㎡）

住戸部分

バルコニー部分

専用

バルコニー

1 × =

4

1 . 1 0 0 1 / 3× × = 4

種別 番号 計算式 面積（㎡）
1 階 2 階 合計（㎡）

共用部分共用部分

P . S

× =

P . S P . S 1 . 8 2 0 2

合計

タイプ

× × =

種別 計算式
平均床面積

戸当り面積 1 ～ 2 階 1 / 4×

建物求積図　（公営住宅法に依る面積計算）

A

48 7 0 4 8 7 03 0 0 0

1 2 7 4 0

6 0 0 6 0 0

1 12

AB

3
6
4
0

1
8
2
0

9
6
5
0

2
7
3
0

1
4
6
0

1
1
0
0

9
0
0

9
0
0

4 . 8 7 0 9 . 6 5 0 9 3 . 9 9 1

3 . 0 0 0 9 . 6 5 0 2 8 . 9 5 0

A × =2×1 . 1 0 04 . 8 7 0 1 0 . 7 1 4

B × =3 . 0 0 0 1 . 0 0 0 3 . 0 0 0

計

建築面積 ㎡

1 3 6 . 6 5 5

1 3 6 . 6 6

2 階面積図　 1 ： 2 0 0

3 . 0 0 0 9 . 6 5 0 2 8 . 9 5 0

1 2 2 . 9 4 1

1 2 2 . 9 4

1 階面積図　 1 ： 2 0 0

2 . 7 3 0

2戸×

×

×

×

=

=

=

㎡

㎡

計

洋室 3 . 9 6 0

3 . 6 4 0 3 . 9 6 0 1 4 . 4 1 4

1 . 8 2 0 9 1 0 1 . 6 5 6

2 6 . 8 8

5 3 . 7 6
2 6 . 8 8㎡

2 . 7 3 0

2戸×

×

×

×

=

=

=

㎡

㎡

計

洋室 3. 9 6 0

3 . 6 4 0 3 . 9 6 0 1 4 . 4 1 4

1 . 8 2 0 9 1 0 1 . 6 5 6

2 6 . 8 8

5 3 . 7 6
2 6 . 8 8㎡

1 0 7 . 5 2

2× × =4 . 8 7 0 9 . 6 5 0 9 3 . 9 9 1 2× × =4 . 8 7 0 9 . 6 5 0 9 3 . 9 9 1

11 2

2
0
0
0

1 2 7 4 0

6 0 0

1 1

6 0 0
1 2 7 4 0

4 8 7 0 4 8 7 03 0 0 0
4 8 7 0 4 8 7 03 0 0 0

1
4
6
0

1
8
2
0

1
1
0
0

9
6
5
0

2
7
3
0

3
6
4
0

3
6
4
0

1
8
2
0

9
6
5
0

2
7
3
0

1
4
6
0

1
1
0
0

9
0
0

9
0
0

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

3 0 0 09 1 0 9 1 0 3 9 6 03 9 6 0

A

11 1 1

1
4
6
0

1
8
2
0

1
1
0
0

9
6
5
0

2
7
3
0

3
6
4
0

3
6
4
0

1
8
2
0

9
6
5
0

2
7
3
0

1
4
6
0

1
1
0
0

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

1
8
2
0

3 0 0 09 1 0 9 1 0 3 9 6 03 9 6 0
3 0 0 09 1 0 9 1 0 3 9 6 03 9 6 0

3

A A AA

1 階面積図　 1 ： 2 0 0

4 . 8 7 0 9 . 6 5 0
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タオル掛、洗面化粧台、洗濯パン（設備工事）

タオル掛、洗面化粧台、洗濯パン（設備工事）

防水石膏ボード厚1 2 . 5張り 一重張り

防水石膏ボード厚1 2 . 5張り 一重張り

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

構造用合板2重ｔ1 2 +ｔ1 2

 旭化成　6 0 J - S 1　同等品以上
フェノールフォーム　1種１号

透湿防水シート

沓摺；ＳＵＳＦＢ

ラスカットボードｔ7 . 5　モルタル塗

ラスカットボードｔ7 . 5　防水モルタル塗

防水モルタル塗

８×３２

出隅：ＭＤＦ３５×３５×９

出隅：ＭＤＦ３５×３５×９

仕上表

外壁面：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

外壁面：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

小屋裏換気孔

基礎パッキン工法

ボンベ置

床下換気

 改質アスファルトルーフィング下葺材（ゴムアス）

2 F L　[ - 2 0 ]

押入ボード厚9 . 5張り

押入ボード厚9 . 5張り

住宅用グラスウール　(２４k )ｔ＝５０敷込１階天井裏

( 1階のみ)

アルミ製小屋裏換気ガラリ

庇鼻・破風板
金具通気工法

防火構造　防火軒天ｔ１2（無孔板：工場塗装品）

認定番号：ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６

屋　根

軒　天

根廻り コンクリート打放し　Ｂ種
目違い処理　コーン処理

ニチハ、モエンエクセラード１６（同等品以上）
認定番号：ＰＣ０３０ＢＥ－９２０１

材質：木片混入セメントケイ酸カルシウム板

外　壁
パルプ繊維混入セメント板ｔ＝１６（メーカー塗装品）

材質：パルプ混入セメント板ｔ＝１２
ニチハ、軒天１２（同等品以上）

窯業系（防火構造・工場塗装品）サイディングｔ＝１６通気金具工法施工 １階共用廊下

スロープ

床：モルタル金こて仕上　目地切り
壁：外壁に準ずる

スロープ床：モルタル刷毛引き仕上　　幅木：根回り仕上
壁：外壁に準ずる

幅木 腰　・　壁

仕上
備　考

室名
部位

１階

階

２階

外部仕上表

内部仕上表

床

仕上

コンクリート下地
磁器1 0 0角タイル張り　モルタル下地塗り

上部：特殊樹脂シート貼り既成幅木玄関

床高 仕上 高さ

ビニールクロス貼り
石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

仕上 天井高

天井

手すり玄関框

階

２階

１階

室名

複合フローリング厚1 2張り
下地構造用合板厚1 2（束立て床組工法）

廊下 特殊樹脂シート貼り既成幅木 手すり用下地
ビニールクロス貼り
石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

ＭＤＦ
9×3 5

玄関

廊下

複合フローリング厚1 2張り
下地構造用合板厚1 2（束立て床組工法）ＤＫ 特殊樹脂シート貼り既成幅木

外壁面　：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切　：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

ビニールクロス貼り
強化石膏ボード厚1 5 + 1 5　２重張り

ＭＤＦ
9×3 5 クーラー用スリーブ　カーテンレール

キッチンユニット ＤＫ

洋室
外壁面：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

クーラー用スリーブ　カーテンレールＭＤＦ
9×3 5 洋室特殊樹脂シート貼り既成幅木

ビニル床シート貼り厚1 . 8脱衣室 脱衣室
ビニールクロス貼り ＭＤＦ

9×3 5

バリアフリータイプ1 2 1 6
ユニットバス仕様

特殊樹脂シート貼り既成幅木
外壁面：防水石膏ボード1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

ユニットバス仕様
防水石膏ボード厚1 2 . 5張り

オプション仕様）窓額縁キット、
握りバー、L型手すり、シャッター式風呂蓋
サーモ付シャワー水栓、１ハンドルバス混合水栓

ビニル床シート貼り厚1 . 8
下地耐水合板厚1 2張り＋構造用合板ｔ＝1 2（束立て床組工法） 間仕切：防水石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り 9×3 5

ビニールクロス貼り外壁面：防水石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り ＭＤＦ 棚板
タオル掛、L型手すり（設備工事）

根太下地
複合フローリング厚1 2　構造用合板厚１２下張り押入・物入

クローゼット

押入ボード厚9 . 5張り
下張り石膏ボード厚1 2 . 5張り

特殊樹脂シート貼り既成幅木 中棚　枕棚
ＭＤＦ
9×3 5

押入・物入
クローゼット

上部：特殊樹脂シート貼り既成幅木
玄関

ビニールクロス貼り
石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

手すり玄関框ＭＤＦ
9×3 5

玄関

ビニールクロス貼り
石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

手すり用下地
ＭＤＦ
9×3 5

廊下 特殊樹脂シート貼り既成幅木 廊下

複合フローリング厚1 2張り
下地構造用合板厚1 2
フリーフロアー（２重床工法）

特殊樹脂シート貼り既成幅木
ビニールクロス貼り
石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

外壁面　：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切　：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

ＭＤＦ
9×3 5流し廻り：2方化粧ケイカル板厚３. 0張り（ＮＭ-０８７１）

ＤＫＤＫ
クーラー用スリーブ　カーテンレール
キッチンユニット

特殊樹脂シート貼り既成幅木
ビニールクロス貼り
石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

クーラー用スリーブ　カーテンレール外壁面：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

ＭＤＦ
9×3 5 洋室洋室

面材使用：ｔ＝1 2

面材使用：ｔ＝1 2

フリーフロアー（２重床工法）
特殊樹脂シート貼り既成幅木

外壁面：防水石膏ボード1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：防水石膏ボード1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

ＭＤＦ
9×3 5 脱衣室脱衣室

バリアフリータイプ1 2 1 6
ユニットバス仕様

ＵＢ

ＵＢ
ユニットバス仕様
防水石膏ボード厚1 2 . 5張り

オプション仕様）窓額縁キット、
握りバー、L型手すり、シャッター式風呂蓋
サーモ付シャワー水栓、１ハンドルバス混合水栓

ＵＢ

ＵＢ

ビニル床シート貼り厚1 . 8

フリーフロアー（２重床工法）
特殊樹脂シート貼り既成幅木

ビニールクロス貼り
石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

棚板
タオル掛、L型手すり（設備工事）

外壁面：防水石膏ボード1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：防水石膏ボード1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

下地耐水合板厚1 2張り＋構造用合板ｔ＝1 2

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

ＷＣ

中棚　枕棚
複合フローリング厚1 2　構造用合板厚１２下張り
フリーフロアー（２重床工法）

押入・物入
クローゼット

押入ボード厚9 . 5張り
下張り石膏ボード厚1 2 . 5張り

特殊樹脂シート貼り既成幅木

下張り石膏ボード厚1 2 . 5張り
防水ボード厚1 2 . 5張り

共通 共通ＰＳ防水モルタル金ゴテ押えＰＳ 防水モルタル塗り 防水石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

押入・物入
クローゼット

ラスカットボードｔ7 . 5下地
防水モルタル塗り 別図参照 物干し金物バルコニー 外壁に順ずる バルコニー

１階天井裏：階段裏現し
２階天井：軒天に順ずる階段ノンスリップ：ＳＵＳ３０４製、Ｗ３５ ケ込み：亜鉛メッキ

下地ワイヤメッシュ６φ－1 0 0□張りの上平ラス張り
防水モルタル金ゴテ押え、塗床（防滑）仕上げ

階段 階段ササラ桁　ＰＬ- 1 2 外壁に順ずる 別図参照 階段

外壁面：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

外壁面：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り
間仕切：石膏ボード厚1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

軒先：スワロー工業（ＫＫ)Ｓ瓦用Ｓ-１６０-ＳＵＳ同等品

廻り縁

ＭＤＦ
9×3 5

複合フローリング厚1 2張り
下地構造用合板厚1 2
フリーフロアー（２重床工法）

複合フローリング厚1 2張り
下地構造用合板厚1 2
フリーフロアー（２重床工法）

間仕切：防水石膏ボード1 2 . 5張りの上ビニールクロス貼り

特殊樹脂シート貼り既成幅木

ビニル床シート貼り厚1 . 8
下地耐水合板厚1 2張り＋構造用合板ｔ＝1 2

ビニールクロス貼り
防水石膏ボード厚1 2 . 5　1重張り

複合フローリング厚1 2張り
下地構造用合板厚1 2（束立て床組工法）

ビニールクロス貼り
強化石膏ボード厚1 5 + 1 5　２重張り

透湿防風シート下地　基礎通気水切（ガルバリウム鋼板製）０．４
軒天通気水切（ガルバリウム鋼板製）０．４

幅木：モルタル塗Ｈ＝1 5 0

下地A L C厚3 6 +厚7 3ｍｍ
1 0 0角タイル張り　防水モルタル塗り

ＭＤＦ
9×3 5

ＭＤＦ
9×3 5

石膏ボード厚1 2 . 5張り 一重張り

防水石膏ボード厚1 2 . 5張り 一重張り

軒天に順ずる

２階共用廊下
床：ウレタン塗膜防水（Ｘ- 2）防滑仕上 下地調整剤塗り平ラス張りの上防水モルタル塗り
幅木：ラスカットボードｔ7 . 5　 Ｈ＝1 5 0 壁：外壁に準ずる
壁：外壁に準ずる

一部天井：軒天に順ずる

　天井：軒天に順ずる

石州瓦洋瓦

庇 カラーアルミ既製品
ＹＫＫコンクリートバイザー程度

（出幅４００）

モルタル金こて仕上　目地切り

軒　樋

竪　樋

軒樋：カラー硬質塩化ビニール製１２０角受金具＠４５０　ＳＵＳ製　
集水器：硬質塩化ビニール既製品

竪樋：カラー硬質塩化ビニール管ＶＵ７５φつかみ金物ＳＵＳ製＠１０００構造用合板1 2張りの上

下地調整剤塗り　平ラス張りの上　防水モルタル塗り
床：ウレタン塗膜防水（Ｘ- 2）防滑仕上

1 F L　[ - 1 3 0 ] 9×6 0

1 3 0
2 , 5 3 0

1 F L　 [±0 ] 9×6 0 2 , 4 0 0

9×6 01 F L　 [±0 ] 2 , 4 0 0

1 F L　 [±0 ] 2 , 4 0 09×6 0

2 , 3 0 01 F L　 [±0 ] 9×6 0

9×6 0

1 F L　 [±0 ] 9× 6 0 2 , 3 0 0

1 F L　 [±0 ] 9× 6 0 2 , 4 0 0

2 F L　 [ - 1 3 0 ]
1 3 0
9×6 0 2 , 5 3 0

2 F L　 [±0 ] 9×6 0 2 , 4 0 0

2 F L　 [±0 ] 9×6 0 2 , 4 0 0

2 F L　 [±0 ] 9×6 0 2 , 4 0 0

2 F L　 [±0 ] 6 0 2 , 3 0 0

2 F L　 [±0 ] 2 , 3 0 0

2 F L　 [±0 ]

9× 6 0

9× 6 0 2 , 4 0 0

1 F L　 [ - 2 0 ]

下地耐水合板厚1 2張り＋構造用合板ｔ＝1 2（束立て床組工法）

本工事に使用する断熱材熱貫流率等による基準 省エネルギー対策等級：等級４　地域(区分Ⅳ

断熱材の種類 熱伝導率λ( W / m・Ｋ)部位

屋根または天井（天井）

壁 （外壁）  住宅用グラスウール断熱材1 6 K相当

壁 （界壁）

1階の床下

外気に接する部分  Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種

その他の部分  Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種外周部

土間床等の

   厚さ( m m )
(㎡ ･ K / W )

熱抵抗値

2 0 0

1 0 0

1 0 0

6 0

5 0

2 5

0 . 0 5

0 . 0 4 5

0 . 0 3 8

0 . 0 2 2

0 . 0 2 8

0 . 0 2 8

4 . 0 0 0

2 . 2 2 2

2 . 6 3 2

2 . 7 2 7

1 . 7 8 6

0 . 8 9 3

床

 住宅用グラスウール断熱材1 0 K相当

 住宅用グラスウール断熱材2 4 K相当（5 0×2重）

柱・コーナー部分壁同材使用

ウレタン流し延べ工法ｔ＝1 . 5防滑仕上　住友ゴム、グリップコート （同等品以上）

樋下カバー共

特記事項

令1 1 4条界壁部分は両面共強化石膏厚1 2 . 5ボード+石膏ボード1 2 . 5張りグラスウール2 4㎏品厚5 0 + 5 0（２重）充填とする

外部仕上げ表による

建材、接着剤は全てF☆☆☆☆表示品を使用すること

ビニールクロスはホルムアルデヒド吸収分離タイプとする

壁下地は全て胴縁　6 0×1 2＠2 5 5を取り付けとすること

東邦亜鉛（株）ソフトカームＳＦ- 1 2 0 0アスファルト基材　面密度3 1 . 2Ｋｇ（同等品以上）

仕上・下地凡例

クリヤラッカー塗り ＯＳ オイルステイン塗り

合成樹脂調合ペイント塗り ＵＣ ウレタン樹脂ワニス塗り

塩化ビニル樹脂エナメル塗り ＳＵＳ ステンレス製

アクリル樹脂エナメル塗り

ＣＬ

ＳＯＰ

ＶＥ

ＡＥ

令1 1 4条界壁部分

外壁・防火構造

軒天・防火構造

建材　接着剤

ビニールクロス

内部壁板胴縁

面材ｔ1 2

塗り床

ｔ＝1 2 . 5石こうボード ＮＭ－８６１９

防火認定材料リスト

石こうボード ＱＭ－９８２８ｔ＝ 9 . 5

ｔ＝1 2 . 5化粧石こうボード ＮＭ－８６１４

化粧石こうボード ｔ＝ 9 . 5 ＱＭ－９８２４

ｔ＝1 2 . 5 ＮＭ－９６３９防水石こうボード

強化石こうボード ｔ＝1 2 . 5 - 1 5 ＮＭ－８６１５

無石綿ｾ ﾒ ﾝ ﾄけい酸ｶ ﾙ ｼ ｳ ﾑ板 ｔ＝ 6 . 0 ＮＭ－９０２９

不燃化粧ケイ酸ｶ ﾙ ｼ ｳ ﾑ板 ＮＭ－０８７１

パルプ繊維混入セメント板 ｔ＝1 6 . 0 ＮＭ－２３９０

ロックウール化粧吸音板 ＮＭ－２３９０ｔ＝1 5 . 0

ビニルクロス ＱＭ－９４１０

外壁：窯業系（防火）サイディングｔ＝1 6通気金具工法施工

ＪＴＣ法人防火構造番号：P C 0 3 0 B E - 9 2 0 1　

外壁：窯業系（工場塗装）サイディングｔ＝1 6 +断熱材+（内部石膏ボード1 2 . 5、天井裏、小屋裏部分9 . 5張りとする）

Ｕ- 2 0 E

流し廻り：2方化粧ケイカル板厚 張り（ＮＭ-０８７１）5 . 0

ｔ＝ 5 . 0

ニューセラＥＣＯ程度（耐風・耐震仕様）
棟瓦、雪止瓦３段

Ｈ８９０ＭＢタイプ　笠木巾Ｗ＝２１０
笠木付彩木いたばり手摺

ＭＩＮＯ(株)ＡＹＭＢ０８２１ＰＳ同等

バルコニー手摺

Ａ－１０
１０　３０



Ｙ０
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公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
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屋根伏図１:１００

平面図 １:１００

（杉材）管柱　

通し柱　 （杉材）１２０×１２０

１２０×１２０

筋交い　９０×４５（タスキ）

筋交い　９０×４５

防火上主要な間仕切壁位置

※　使用建材及びクロスは全て（小屋裏共）Ｆ☆☆☆☆材料とする。

又、構造耐力上主要な部分である継ぎ手又は仕口は施行令４７条に適合させる。
※　建物の構造耐力上主要な軸組に関しては、施行令４６条に適合させる。

接合金物はＺマーク表示金物、及び同等品以上とする。
※柱の接合、筋交いの接合は国土交通省告示１４６０号による接合方法とする。

１
２
０

１
２
０

防火上主要な 間仕切壁
建告１３５８号第１．ハ．（１）．（ｉｉ）

※小屋裏隔壁を貫通する配管及び風道への措置
貫通する配管設備については設備図による。

（小屋裏迄）
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１:１００１階平面図

屋根先端雪止め金具

屋根先端雪止め金具

スワロー工業（ＫＫ）
屋根先端雪止め金具

ステンレス製（２１ｃｒ）

瓦1枚毎に設置

【　ＵＢ１２１６参考資料　数量は一所帯分を示す　】

取付費 1

天井換気扇 U F - 2 8 A 1

シャワーフック B F - 3 0 C - P U 1

握りバー（樹脂被覆ｌ型） 8 9 2 8 - B T Y P E - L 6 0 0 / W 1

握りバー（樹脂被覆ｌ型） 8 9 2 8 - B T Y P E - L 8 0 0 / W 2

接続金具 K U - 4 2 - S E T 1

巻フタ B L - S 7 2 1 1 7 S G - V 2 1

コーナー棚（2段） N T - 1 8 0 A / W 1 1

雑排水トラップ（ＡＢＳ樹脂製） T P - 4 7（1） 1

雑排水方向未定ＶＰ 1

タオル掛 T B - 4 0 0 E - K 1

照明　 円筒形照明（蛍光ランプ）（1灯） E F D - C 1 - 1 A 1

ドア　　 2枚引戸（8 0 0 W） S D Y - 8 0 0 2 0 0 0 L（ 3 3）/ W 1

スプレーシャワー B F - 6 J B P - P U 1 1

水栓　　ノルマーレ壁付サーモ水栓 B F - H E 1 4 5 T X（ 2 5 0） - P U 1

浴槽　　ＦＲＰ浴槽（エプロンＥ- 1 2 0 0 A（1 1）/ F W 1） B - 1 2 0 0 P 4 B / N W 1 + C 1

床　　　 ＦＲＰモザイクパターン単色 カラー未定 1

壁　　　 Ｌパネル（マット）/ホワイト L E 3 0 1 1

カラーコーディネート：Ｇ 1

ＢＬ認定品浴室ユニット（長寿社会対応型） B Y - 1 2 1 6 S B F / B L + H G L R 1 1

名　　　称 参考品名：ＬＩＸＩＬ 数量

【　流し台配管スペース付きセット　参考資料　数量は一所帯分を示す　】

水切り棚 Q M 1 A 5 7 H 5 7 0 × 2 5 0 × 2 5 0 1

上幅木扉柄Ｈ１９５ Q M L W 2 4 0 P H T F B 2 × 4 ×2 4 0 0 1 9 5 1

ＡＰシリーズ　シロッコ用Ｌ型ダクト Q M L D 1 5 1 7 6 × 1 7 6 × 1 9 9 1

ウォールエンドパネル Q M L W 0 9 0 P E W S K 2 0 × 3 7 5 × 9 0 0 1

排水ジャバラホースセット Q M S 4 0 0 B 2 1

ジョイナー3 m m見切り用ホワイト Q M C K B A 0 3 D 0 3 1

キッチンボード取付セットホワイト Q M C K B A 0 5 2

キッチンボードネオナイーブ柄ホワイト Q M C K Y S 3 1 2

フロアエンドパネルＤ６００用 Q M L W 0 6 0 P E F S K 2 0 × 6 0 2 × 9 0 5 1

混合水栓泡沫一般地用ホワイト Q M F S 3 2 7 1

ブーツ上幕板Ｗ７５０Ｈ２００銀 Q M S 7 3 A H P M 7 5 2 F 7 5 0 × 8 0 × 2 0 0 1

フードブーツ型シロッコＷ７５０銀 Q M S 7 3 A H 2 F 2 7 5 0 × 6 0 5 × 4 0 0 1

ウォール開き不燃 Q M L W Y 4 5 W A 6 T 4 5 0 × 3 7 0 × 6 0 0 1

ウォール開き Q M L W Y 9 0 W A 6 T 9 0 0 × 3 7 0 × 6 0 0 1

取付部品セット Q M 2 2 5 H S S K B 1

ステンレスカウンター段落ち（加熱機器側） Q M 0 7 5 0 D S Z 3 T F 2 7 5 0 × 6 0 0 × 1 8 1

ステンレスカウンター段落ち（テーブルコンロ用） Q M 1 3 5 0 D S Y 1 L 2 1 3 5 0× 6 0 0 × 2 3 1

コンロ下用開き（テーブルコンロ用） Q M L W Y 0 7 5 G A W T 7 5 0 × 4 8 7 × 6 5 2 1

シンク下用開き内引出し付 Q M L W Y 1 3 5 F U P R 1 3 5 0× 4 8 7 × 8 2 7 1

名　　　称 参考品名：パナソニック サイズ( m / m） 数量

Ｓ瓦用Ｓ-１６０（同等品以上）

カラー硬質塩化ビニール製１２０角
軒樋

雪止瓦３段
石州瓦洋瓦葺
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凡　　例

ニチハ、モエンエクセラード１６（同等品以上）
認定番号：ＰＣ０３０ＢＥ－９２０１
壁内：断熱材住宅用グラスウール１６k１００m m

延焼の恐れの有る部分(他の外壁も)の外壁の防火構造を示す

窯業系（防火構造・工場塗装品）サイディングｔ＝１６通気金具工法施工

内壁：石膏ボード１２．５張り（１階２階天井裏部分は９．５とする）

外壁防火構造

内壁

外壁

階段側

断熱材

断熱材

両面共強化石膏厚１２．５ボード+石膏ボード１２．５張り

※階段側：窯業系サイディングｔ＝１６（外壁と同等品）
界壁：断熱材グラスウール（２４Ｋ）ｔ５０＋５０充填　

棟瓦

２重張り

施行令第１１４条の間仕切り壁（準耐火構造壁）

Ａ－１１
１１　３０

（１．４６㎡）

（２．６４㎡）（３．３１㎡）
（１．９１㎡）

（５．６５㎡）

（１．４６㎡）

（２．６４㎡）（３．３１㎡）
（１．９１㎡）

（５．６５㎡）



窯業系（防火構造・工場塗装品）サイディングｔ＝1 6通気金具工法施工
材質：木片混入セメントケイ酸カルシウム板
ニチハ、モエンエクセラード１６（同等品以上）
認定番号：ＰＣ０３０ＢＥ－９２０１
柱・コーナー部分壁同材使用

透湿防風シート下地　基礎通気水切（ガルバリウム鋼板製）0 . 4

断熱材ｔ1 0 0　透湿防風シート下地　基礎通気水切（ガルバリウム鋼板製）0 . 4
内壁：石膏ボード1 2 . 5張り（1階2階天井裏・小屋裏部分はP Bｔ＝9 . 5張りとする）

Ｙ８Ｙ７Ｙ６Ｙ５Ｙ４Ｙ３Ｙ２Ｙ１Ｙ０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

Ｘ５ Ｘ８ Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
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凡　例

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

ボンベ置

ＶＰ２０φ

Ｍ

屋根：石州瓦葺き乾式工法

鼻隠し、破風板：パルプ繊維混入セメント板ｔ１６（塗装品）

外壁 (延焼の恐れの有る部分の防火構造壁部分共)

根廻り：コンクリート打ち放し

空調室外機置場（既製品）

材質：パルプ混入セメント板ｔ＝1 2
ニチハ、軒天1 2（同等品以上）認定番号：ＱＦ０３０ＲＳ－０１５６

庇　アルミ既製品

防火構造　防火軒天ｔ=１2（無孔板：工場塗装品）

窓用手すり　Ｈ＝５００　（アルミ製）

目隠しガラリ（ポリカ製）

カラーガルバリウム鋼板製通気水切　Ｗ＝４０

棟番号表示　ＳＵＳ製３００×７００×５０(Ｃ棟も準ずる)　

アルミ製小屋裏換気ガラリ

Ｍ

Ｈ８９０ＭＢタイプ　笠木巾Ｗ＝２１０
笠木付彩木いたばり手摺

ＭＩＮＯ(株)ＡＹＭＢ０８２１ＰＳ同等

モルタル金こて仕上　目地切り
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Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
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ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)
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点検口付き下部シンク下

テーブル
コンロタイプ
ガス＆流し台

クーラー
スリーブキャップ　７５φ

クーラー
スリーブキャップ　７５φ

有
効
開
口
幅
　

以
上

６
０
０
㎜

有効開口幅　
７５０㎜以上

有効開口幅　
７５０㎜以上

ス
ロ
ー
プ

３
９
０
×
１
２
＝
４
６
８
０
(
１
／
１
２
勾
配

)

洗濯パン
洗面台

Ｌ＝１８００

額縁アルミ

物干金物

排水溝

竪樋位置

Ｌ＝１８００

排水溝

Ｄ－１０１ Ｄ－１０２

１
２
０

１
２
０

防火上主要な 間仕切壁
建告１３５８号第１．ハ．（１）．（ｉｉ）

※小屋裏隔壁を貫通する配管及び風道への措置
貫通する配管設備については設備図による。

１階平面詳細図 １:５０
（小屋裏迄）
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２
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１
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１２１０７８５

洋室

バルコニー

物入

出隅

ＤＫ

玄関 廊下

６００□

６００□

６００□

Ｌ＝７５０

ＵＢ１２１６

握りバー

握りバー
ＷＣ

１
８
２
０

Ｌ＝７５０

カーテンレールＷ

クロゼット

Ｌ＝６００

４５０

１
８
２
０

１
８
２
０

３９６０

２４３５ ２４３５

９１０ ９１０

２４３５ ２４３５

３０００ ４８７０

カーテンレールＷ

間仕切壁

間仕切壁
防火上主要な

１:５０

防火上主要な

１階平面詳細図
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玄関

１
３
５
０

４
１
５
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１
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３００３７５３７５

７８０１５０ １２０

２
０
５

１
１
０

２
０
０

共用廊下

脱衣室
脱衣室

ＵＰＵＰ

４
７
０
０

１２７０

１２３０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１
０
４
０

ＰＳ

１
６
５

１５００５５０１０５０ １８２０ １４５０ １８２０５５０ １０５０７５０７５０

４８７０ ４８７０３０００

１２７４０

３００３８０

１４５０

ボンベ置

２
３
５

２
５
０

１５０
１３６５

外階段

１
０
０

２
１
０

３９６０

展開方向

Ａ

Ｃ

Ｄ Ｂ

ボンベ置

６
０
０

棚板

凡　　例

コンクリート打放しＢ種
側壁

ニチハ、モエンエクセラード１６（同等品以上）
認定番号：ＰＣ０３０ＢＥ－９２０１
壁内：断熱材住宅用グラスウール１６k１００m m

延焼の恐れの有る部分(他の外壁も)の外壁の防火構造を示す

窯業系（防火構造・工場塗装品）サイディングｔ＝１６通気金具工法施工

内壁：石膏ボード１２．５張り（１階２階天井裏部分は９．５とする）

外壁防火構造

内壁

外壁

階段側

断熱材

断熱材

両面共強化石膏厚１２．５ボード+石膏ボード１２．５張り

※階段側：窯業系サイディングｔ＝１６（外壁と同等品）
界壁：断熱材グラスウール（２４Ｋ）ｔ５０＋５０充填　

シーリングの位置を示す

全体：８ケ所
樋下カバー共

全体：９ケ所
バルコニー用横引きドレン(鋳物製)　カラー塩ビＶＰ７５φ用

クーラースリーブキャップ７５φ
１戸：２ケ所

室名札　住居ナンバー付き
１戸：１ケ所

新聞受け
１戸：１ケ所

通し柱１２０×１２０

床下点検口

床下点検口

給湯器

床下点検口 Ｌ型手摺

ハ
ン
ガ
ー
パ
イ
プ

枕棚

框;市販品

手摺;木製

有効

有
効

給湯器

床下点検口

有
効

有効有効

階段受け
鉄骨柱

集合郵便受け

掲示板
９００×６００

手摺

手摺

手摺

管柱１２０×１２０

（４戸分）

タオル掛

アルミ笠木

段鼻タイル貼手摺

手摺

竪樋　カラー塩ビＶＵ７５φ　

タオル掛

１１００

笠木付彩木いたばり手摺

２重張り

施行令第１１４条の間仕切り壁（準耐火構造壁）

有効廊下巾

有効階段巾

有効廊下巾

Ａ－１３
１３　３０

便所

浴室

玄関

脱衣室

設置（立ち座り補助のためのもの）

設置（浴槽出入りのためのもの）

設置（浴室出入り、浴槽内での立ち座り、姿勢保持

　　　洗い場の立ち座りのためのもの）

通路及び

の幅員

出入口 出入口の幅員 浴室

内法で長辺1.3ｍ以上便所の介助

スペース

便器 腰掛け式

浴室の広さ

寝室便所

及び浴室

手すり設置下地準備

設置する

手すり設置

手すり 設備工事

設備工事

ＵＢ工事内

仕様基準
等級

●

●

●

●

●

●

●

●

●

３

日
常
生
活
空
間
内

日
常
生
活
空
間
内

日
常
生
活
空
間
内

設置（靴等の着脱のためのもの）

設置（衣服着脱のためのもの）

転落防止 各部位に応じた基準に基づき設置

通路

等は1.2ｍ以上かつ広さ1.8㎡以上）

内法で短辺1.3ｍ以上かつ広さ2.0㎡以上（共同住宅

広さ　1.92ｍ2

短辺　1.2ｍ

600mm以上

有効幅員780mm（柱等の箇所は750mm）以上

785mm浴室以外 750mm以上

● 1.64ｍ

特定寝室の広さ 内法で9㎡以上 9.67ｍ2

Ｃ・Ｄ棟　専用部分

施工内容
評価事項

段差のない構造

勾配1/12以下の傾斜路を設置する

傾斜路の構造 少なくとも片側手すり

段の構造

同一等級の「階段の構造」の基準に適合

幅：規制無し

幅：規制無し

基準法適合

階段の構造

床面から1,100mmの位置に設置

建築基準法施行令第119条及び令第126条第1項に適合

勾配等

蹴込み

共用廊下の床に

高低差が生じる

場合の構造

共用階段

30mm以下

外部階段の

転落防止用手すり

基準法適合 建築基準法施行令第23条から令第27条まで

及び令第126条第1項に適合

段差無し

1/12以下

任意設置

基準法に適合

床面から設置

適合

踏面250mm

110ｍｍ以下

20mm

食い込み無し

110mm以下

適合

外部開放廊下の

転落防止用手すり

共用廊下

床面から1200に設置

階段無し

階段無し

等級

－

●

●

（●）

－

●

●

●

●

－

●

●

●

●

●

●

●

●

３

Ｃ・Ｄ棟　専用部分

施工内容
評価事項 高齢者などへの配慮

共用廊下の床

共用廊下の手すり 少なくとも片側手すり

手すり子の間隔110mm以下

550mm≦2R＋Ｔ≦650mm

勾配7/11以下

踏面240mm以上

両側設置

両側設置片側手すり手すり

形式等 通路等への食い込み、突出なし

床面から1,100mmの位置に設置

手すり子の間隔110mm以下

外階段

共用
勾配等

蹴込み 30mm以下

両側設置

踏面250mm

20mm

食い込み無し

550mm≦640≦650mm

け上げ Ｒ＝195

踏面240mm以上

550mm≦2R＋Ｔ≦650mm

形式等 通路等への食い込み、突出なし

手すり 片側手すり

－

●

●

●

●

●

Ｒ＝184.5

550mm≦619≦650mm

720mm

－

屋外防水区分表

防水モルタル金こて押え1階

床：ウレタン塗膜防水(X-2)防滑性仕上

バルコニー

下地構造用合板2重ｔ12+ｔ12

透湿防水シート

平ラス張り

防水モルタル金こて押え

床：ウレタン塗膜防水(X-2)防滑性仕上

バルコニー

２階

共用廊下

下地構造用合板+ｔ12

ＡＬＣ版ｔ＝73

下地調整材塗り

平ラス張り

間柱（外部）４５×１２０ ＠４５５

間柱（内部）３０×１２０ ＠４５５



（－１３０）

（±０）

（±０）

（±０）

（－１８５）

（－１６０）

（
－
１
５
０
）

（－１５０）

（－１５０）

（±０）

（－２０）（±０）

（－１８０）

真北
30°

30°

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

７０×６０

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

有
効
開
口
幅
　

７
５
０
㎜

以
上

Ｌ＝２１００ ＩＨ

点検口付き下部シンク下

テーブル
コンロタイプ
ガス＆流し台

有
効
開
口
幅
　

以
上

６
０
０
㎜

有効開口幅　
７５０㎜以上

クーラー
スリーブキャップ　７５φ

クーラー
スリーブキャップ　７５φ

有効開口幅　
７５０㎜以上

有効開口幅　
７５０㎜以上

ＳＵＳＦＢ沓摺

洗濯パン
洗面台

Ｌ＝１８００

額縁アルミ

物干金物

排水溝

竪樋位置

Ｌ＝１８００

排水溝

８×３２

Ｄ－２０１ Ｄ－２０２

１
２
０

１
２
０

防火上主要な 間仕切壁
建告１３５８号第１．ハ．（１）．（ｉｉ）

※小屋裏隔壁を貫通する配管及び風道への措置
貫通する配管設備については設備図による。

１:５０

ＷＣ

物入

２階平面詳細図（小屋裏迄）
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９１０ ９１０
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４８７０

カーテンレールＷ

３９６０

１:５０
展開方向
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間仕切壁
防火上主要な

間仕切壁
防火上主要な

物入

２階平面詳細図
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＝
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１３０

５５０１０５０ １８２０ １４５０ １８２０５５０ １０５０１４５０

４８７０ ４８７０３０００

１２７４０

（同等品以上）

Bulls　中棚　Cｼﾘｰｽﾞ　D926×W1800（同等品以上）

Bulls　ハンガーパイプセットＣ上吊りタイプ　φ32　Ｌ＝2700

部　　位 中棚 枕棚

棚　区分表

部　　位

木材仕上　区分表

特記

島根県産

島根県産

島根県産

島根県産

島根県産

枠

畳寄

敷居、框

額縁、見切

手すり　区分表

屋外階段手摺り

スロープ手摺り

共用廊下手摺り

東　階段手摺り

西　階段手摺り

内部玄関手すり

φ34　ｱﾙﾐ芯樹脂被膜  耐候性

φ34　ｱﾙﾐ芯樹脂被膜  耐候性

φ34　ｱﾙﾐ芯樹脂被膜  耐候性

φ34　ｱﾙﾐ芯樹脂被膜  耐候性

鋼製

ナカハンドレール（同等品以上）

笠木Ｃ－９３８

波型　φ34　SUS304　２ケ所 自立型

壁　付

壁　付

壁　付

壁　付

自立型

鋼製手すりに取付

中棚

枕棚

棚板

種別材種

桧

杉

杉

Ａ種（仕上材）

Ａ種（仕上材）

Ａ種（仕上材）

Ａ種（仕上材）

Ａ種（仕上材）

桧

桧

北　階段落下防止手摺り

外部（広小舞等）

Ａ種は上小節（同等品以上）とする

防湿フイルムｔ＝0.1張り

1階・2階

断熱材内側

外壁廻り

施工範囲

各戸

浴室・ＰＳを除く全ての室

※重ねは50mm以上とする

1階・2階

天井下地部分

施工範囲

各戸

浴室・ＰＳを除く全ての室

※重ねは50mm以上とする

◎

◎

◎

クロゼット

ハンガーパイプ

ハンガー
パイプ

玄関上がり框詳細図

B101　102　201　202

玄関　ポーチ部詳細図

B101　102　201　202

5以
下

浴室出入り口詳細図

B101　102　201　202

13
0

20
以

下

20
以

下

Bulls　枕棚　Cｼﾘｰｽﾞ　D450×W2700（同等品以上）

880×30×200　　メラミン板フラッシュ仕上

棚板

自然木加工塗装品　35φ*Ｌ600

◎

◎

棚板

凡　　例

ニチハ、モエンエクセラード１６（同等品以上）
認定番号：ＰＣ０３０ＢＥ－９２０１
壁内：断熱材住宅用グラスウール１６k１００m m

延焼の恐れの有る部分(他の外壁も)の外壁の防火構造を示す

窯業系（防火構造・工場塗装品）サイディングｔ＝１６通気金具工法施工

内壁：石膏ボード１２．５張り（１階２階天井裏部分は９．５とする）

外壁防火構造

内壁

外壁

階段側

断熱材

断熱材

両面共強化石膏厚１２．５ボード+石膏ボード１２．５張り

※階段側：窯業系サイディングｔ＝１６（外壁と同等品）
界壁：断熱材グラスウール（２４Ｋ）ｔ５０＋５０充填　

シーリングの位置を示す

全体：８ケ所

全体：９ケ所
バルコニー用横引きドレン(鋳物製)　カラー塩ビＶＰ７５φ用

クーラースリーブキャップ７５φ
１戸：２ケ所

室名札　住居ナンバー付き
１戸：１ケ所

新聞受け
１戸：１ケ所

通し柱１２０×１２０

管柱１２０×１２０

有
効

床下点検口

給湯器給湯器

床下点検口

有
効

有効

床下点検口 Ｌ型手摺

ハ
ン
ガ
ー
パ
イ
プ

框 ;市販品

手摺;木製

アルミ笠木

手摺

有効

有効

枕棚

手摺

手摺

タオル掛

階段受け柱芯
落下防止手すり

サ
サ
ラ
Ｐ
Ｌ
外
面

サ
サ
ラ
Ｐ
Ｌ
外
面

竪樋　カラー塩ビＶＵ７５φ　

タオル掛

笠木付彩木いたばり手摺

２重張り

施行令第１１４条の間仕切り壁（準耐火構造壁）

室外機置場

有効階段巾

Ａ－１４
１４　３０

屋外防水区分表

防水モルタル金こて押え1階

床：ウレタン塗膜防水(X-2)防滑性仕上

バルコニー

下地構造用合板2重ｔ12+ｔ12

透湿防水シート

平ラス張り

防水モルタル金こて押え

床：ウレタン塗膜防水(X-2)防滑性仕上

バルコニー

２階

共用廊下

下地構造用合板+ｔ12

ＡＬＣ版ｔ＝73

下地調整材塗り

平ラス張り

間柱（外部）４５×１２０ ＠４５５

間柱（内部）３０×１２０ ＠４５５



ｔ５
石膏ボードｔ１２．５
下地用合板ｔ１２

不燃化粧ケイカル板 張り

・排水管・給水管・給湯管・ガス管
配管注意事項 共用配管・専用配管共

　をコンクリートに埋め込まないこと（基礎などの貫通部を除く）
・排水管・給水管・給湯管・ガス管
　の上にコンクリートを打設しないしないこと（外部土間コンを除く）
・排水管の内面に凹凸やたわみが無いこと

鋼製束

６０×６０＠３０３
構造用合板ｔ＝１２

バルコニー水上

バルコニー水上

通気見切り縁

桧　：キシラディコール塗布
広小舞：４２×１２０×２４

破風板：W２１０パルプ混入
セメント板ｔ＝１６（塗装品）
下地板杉２１×２１０

防火軒天ｔ１２(塗装品)

小屋筋かい
１０５×１５Ｎ５０－２本打ち

住宅用グラスウール(１０K )　
（防湿フイルムｔ＝０．１包）

ｔ＝１００×２

壁 （外壁）

物干し金物

通気見切り縁

住宅用グラスウール断熱材１６K  
t =１００防湿フイルムｔ＝０．１

アルミオーバーハング水切　

(Ｘ－２)
防水モルタル金こて押え

下地調整材塗り
平ラス張り

床：ウレタン塗膜防水

ＡＬＣ版
構造用合板

ｔ＝７３
ｔ＝１２×２

防水モルタル金こて押え
平ラス張り

(Ｘ－２)床：ウレタン塗膜防水

強力棟固定（ＳＵＳ)

ゴムアスファルト系ルーフィング
瓦桟杉（防腐注入材）１５×３０＠２５２

構造用合板ｔ=１２（釘打ちＮ５０＠１５０以下）
垂木６０×６０＠３６４

構造用合板ｔ＝１２×２

現場発泡ウレタンにて
断熱措置

Ｙ１Ｙ０ Ｙ３ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８

透湿防水シート

矩計図 Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

ビニールクロス貼り
防水石膏ボードｔ＝１２．５

ｔ９．５石膏ボード 

ｔ９．５石膏ボード 

住宅用グラスウール　(２４k)ｔ＝５０

その他の部分
Ａ種押出法 ポリスチレンフォーム保温板3種ｔ＝２５

外気に接する部分
Ａ種押出法 ポリスチレンフォーム保温板3種ｔ＝５０

ｔ＝１２．５
防水石膏ボード

基礎通気水切
（ガルバリウム鋼板製）ｔ＝０．４

クーラースリーブ７５φ

ｔ＝１２．５
防水石膏ボード

ｔ＝１２．５
防水石膏ボード

最
高
の
高
さ

最
高
の
軒
高

既製品額縁

ケーシング

９６５０

２７３０ ３６４０ １４６０

棟
芯

１１００

９００

５３７５５３７５

２
４
０
０

９
２
７
０

６
８
７
０

３
５
７
０

２Ｇ

３
３
０
０

２ＦＬ

１ＦＬ

ＧＬ

ＲＧ

１０
４．０

１２０
１５０

１２０

１２０

９００

１５０

２７０ ２１０ ３００
１２０

２４０ ２７０

１５０

２１０

１８０
２４０

４
０
０

２４０

２４０

２
９
０
０

４
０
０

２
７
０

１
６
２
０

３
８
０

２
０
０
０

２
３
０
０

バルコニー

１８０ ２７０

１２０

２４０
２４０３００ ３００ ３００１５０

１８０２４０

２
０
０
０

４
０
０

５
０

４
３
１

６
７
０ １０５×１０５

１２０

２
４
０
０

２
０
０
０

２
０
０
０

２
０
０
０

２
４
０
０

２
４
０
０

２
４
０
０

２
４
０
０

２
４
５
０

バルコニー 洋室

ＤＫ

ＤＫ

廊下

廊下 ＵＢ

Ｈ＝６０

Ｈ＝６０

１８２０

１
９
０

１
４
０

５
０

１：３０

２
９
０
０

４
０
０

カーテンレールＷ

２
０
０
０

２
４
０
０

洋室
脱衣室

１
６
０

１
１
０
０

８
９
０

９０

１
６
０

１
１
５
０ ８
９
０

屋根先端雪止め金具

笠木付彩木いたばり手摺

ビニル床シート貼りｔ＝１．８
下地耐水合板ｔ＝１２

石膏ボード
ビニールクロス貼り

ｔ＝１２．５

複合フローリングｔ＝１２張り

石膏ボード
ビニールクロス貼り

ビニールクロス貼り
強化石膏ボードｔ＝１５×２

ｔ＝１２．５

特殊樹脂シート貼り既成幅木

特殊樹脂シート貼り既成幅木

コンクリート打放し　Ｂ種
目違い処理　コーン処理

窯業系（防火構造・工場塗装品）
サイディングｔ＝１６通気金具工法施工

透湿防風シート下地

ＭＤＦ９×３５
廻り縁

床組(詳細による。）
複合フローリングｔ＝１２張り

石膏ボード
ビニールクロス貼り

ｔ＝１２．５

（設備工事）
洗面化粧台

（設備工事）
タオル掛

棟瓦
（耐風・耐震仕様）石州瓦洋瓦

雪止瓦３段

柱・コーナー部分壁同材使用

エアコン取付用下地
合板ｔ１２（ＰＢ下に取付）

パネル見切り縁

床下：断熱材
フェノールフォーム 1 種１号ｔ＝６０

Ａ－１５
１５　３０

１０５×４５
１０５×４５
＠３０３以下

嵩上コン



２Ｌ-５０×５０×６

□-１２５×１２５×６

床受

階段受 手摺子
ＳＵＳ３０４　１６φ

波形手摺　
ＳＵＳ３０４　３４φ

ＦＢ-６５×４
手摺受

ブラケット手摺

アンカー鉄筋溶接　モルタル充填

パフ仕上げとする

外階段特記事項
１、支柱はコア７５φ抜き　

２、手すりは全てＳＵＳ３０４＃４００

外壁仕様

アルミオーバーハング水切　

アルミオーバーハング水切　

Ｗ２１０アルミ笠木

Ｗ２１０アルミ笠木

２階共用廊下　床詳細図

外壁仕様

下地調整材塗り
平ラス張り
防水モルタル金こて押え

手摺受面

階段手摺詳細図

手摺受

エンドキャップ

Ｙ０ Ｙ６ Ｙ７ Ｙ８

Ｘ７

共用廊下ＦＬ

踊り場ＦＬ

共用廊下ＦＬ

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

モルタル金こて仕上　
目地切り

１６×１６＠１００角鉄
手摺子

ＦＢ-４４×９＠７００
手摺支柱

ブラケット手摺３４φ
アルミ芯樹脂被服

階段手摺
アルミ芯樹脂被服

３４φ

段ＰＬ-４．５

ＦＢ-４４×９＠７００
手摺支柱

段ＰＬ-４．５

ＦＢ-４４×９
手摺子受

１６×１６＠１００角鉄
手摺子

ブラケット手摺エンド部分

ブラケット手摺３４φ
アルミ芯樹脂被服

２
５
０

沓摺；ＳＵＳＦＢ

ＡＳ天

水下

共用廊下ＦＬ

８×３２

階段詳細図(１) １：３０

ピット

２５０×１３＝３２５０

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

１０２０

２５０ ２５０〃 〃 〃 〃

２５０×５＝１２５０１２００

５７００ ５５０２００ １４６０

２５０

１
２
０
０

８
０
０

８
０
０

３００
８０

２５０

２
５
５
０

２
５
５
０

５
０

１
２
２
０

８
０
０

２
２
０

３
０

２
５
０

１
５
０

８０

ハンドレール

１
２
０
０

１８２０

２５０１３０

８
０
０

３００ ３００１５０
３００Ｈ-３００×１５０

ＲＧ

１
１
５
０

３
３
０
０

１８０

１８０
１５０ ２４０

２４０２４０

３
０１
５
０

１
２
０

１
０
０

５
０

２
２
０

階段詳細図(１)１：３０

２５０

６０

３５０

１
２
０
０

１
０
０

３
０

３
６
９
０
／
２
０
＝
１
８
４
．
５

３
６
９
０
／
２
０
＝
１
８
４
．
５

３
６
９
０

３
５
７
０

６
７
０

４
０
０

２
９
０
０

１
３
０

１
５
０

１ＦＬ

２
５
８
３

１
１
０
７

ＧＬ

２ＦＬ

２Ｇ

２ＦＬ

２Ｇ

１
５
０

２
５
０

１００

３
０

３
０

１：１０

１
３
０

２５０ １６０

７９０

１
５
０
０

３８０
ＢＰＬ-１６

３００ ＡＢ-２－Ｍ１６　Ｌ＝４００

１
０
０

１
８
４
．
５
×
２

３
６
９

ＧＬ１
３
０

１
０
０

１５０

３
８

３
４

１：３０

３００８０

２５０
２０

１
８
４
．
５

３
０

１：５

１６

４９

２
０

１
２
０
０

６
５

８
０
０

１
５
０

４４

５
０

６０

５５

１：１０

１：５

１
５
０

５
２
０

３
０

１
１
５
０

８
０
０

外階段

４
９
０
／
３
＝
１
６
３
．
３

４
９
０

１
０
０

１
３
５
０

２
０
０

１
５
０

３
０
０

（無孔板：工場塗装品）
防火構造　防火軒天ｔ１２

（無孔板：工場塗装品）
防火構造　防火軒天ｔ１２

共用廊下

共用廊下

幅木：ラスカットボードｔ７．５

ウレタン塗膜防水
（Ｘ-２）防滑仕上

防水モルタル塗 Ｈ＝１５０

床下張り材
構造用合板ｔ１５

ＡＬＣパネルｔ７３

塗床（防滑）仕上
防水モルタル金コテ押え

ステンレス製塩ビタイヤ入り
階段滑り止めＷ４０

ステンレス製塩ビタイヤ入り
階段滑り止めＷ4 0

床材：突合せ施工タイプ

平ラス、溶接金網
ワイヤメッシュ６φ１００□

塗床（防滑）仕上
防水モルタル金コテ押え

※仕上げは亜鉛メッキとする。

※仕上げは亜鉛メッキとする。

コンクリート打放しＢ種

階
段
受
け
柱
芯

ササラＰＬ外面

ササラＰＬ外面

ササラＰＬ基礎図

段部分詳細図

段鼻タイル貼

ＦＢ-３８×９

ＦＢ-６５×４

ＧＰＬ-９
２－Ｍ１２ＢＯＬＴ

ササラＰＬ-３００×１２

ササラＰＬ-３００×１２

ササラＰＬ-３００×１２

Ａ－１６
１６　３０

笠木：ビニール
ハンドレールナカＣ－９３８

（同等品以上）

シングルクロス
Ｄ１０＠２００

１０５×４５１０５×４５＠３０３

シングルクロス
Ｄ１０＠２００



□-１２５×１２５×６
ＡＢ４-Ｍ１６　Ｌ＝３５０

ＢＰＬ-１２
ＬＶＰＬ-９　Ｈ＝８０

階段受

ＢＰＬ-下端

階段Ｇ天

２-Ｍ１６
２ＧＰＬ-９

２ＰＬ-６

□-１２５×１２５×６

□-１２５×１２５×６

ＰＬ-４．５ Ｌ-５０×５０×６

ＧＰＬ-９
２-Ｍ１６

ＧＰＬ-９
２-Ｍ１６

Ｌ-５０×５０×６

２ＧＰＬ-９
２-Ｍ１６

２ＧＰＬ-９
２-Ｍ１６

ＰＬ-４．５

サ
サ
ラ
Ｐ
Ｌ
-１

２

Ｌ-５０×５０×６

ササラＰＬ-１２

継手

主筋４-Ｍ１６　４-Ｍ１３
ＨＯＯＰ　Ｄ１０＠１００

シーリング

シーリング

ＧＰＬ-９
２-Ｍ１６

ＧＰＬ-９
２-Ｍ１６

木ビス止

コンクリートビス止

特記事項
木部は全て木材保護塗料塗り(Ａ種)とする。

階段下安全格子

階段下安全格子

外壁仕様

アルミオーバーハング水切　

階段手摺図

手摺受

Ｙ０

Ｘ６

Ｘ７

Ｙ６

Ｙ６

Ｘ７

Ｘ７ Ｘ７

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

４
．５

２ＰＬ-９４ＰＬ-９
ＨＴＢ１６-Ｍ１６

１
６
５
．５

ＰＬ-１６５．５×１２ササラ

５
Ｈ
１
６
５
．

段ＰＬ-４．５

モルタル金こて仕上　
目地切り

（２４ｋ）
５０×２充填

　　　壁内：グラスウール

段ＰＬ-４．５

　　　強化石こうボード両面(外側)
界壁：天井裏小屋裏全て

ｔ１２．５張り
ｔ１２．５張り　　　石こうボード両面(内側)

ＦＢ-４４×９
手摺子受

段ＰＬ-４．５

桧６０×４０

桧６０×４０

桧格子６０×４０＠１００
四方面取り３mm

モルタル金こて仕上　
目地切り

ＦＢ-４４×９＠７００
手摺支柱

１６×１６＠１００角鉄
手摺子

ブラケット手摺３４φ
アルミ芯樹脂被服

ブラケット手摺３４φ
アルミ芯樹脂被服

ササラＰＬ廻り 防火上主要な 間仕切壁 １：１０

ササラＰＬ-３００×１２

ＡＳ天

共用廊下

共用廊下

共用廊下 共用廊下

４
０
０

６
７
０

１
５
０

１
５
０

５
２
０

２Ｇ

２ＦＬ

１ＦＬ
１
０
０

３
０

２
９
０
０

３
３
０
０

ＦＬ

ＧＬ

５５０

１０４０１１８０ ４７００

６９２０

７
５

３
８
０

２
８
５

２
３
０

１２５８０ ８０

２８５

２８５×２８５

４５０

３
０
０
０

２
５
４
０

２
３
０

１
５
０

３
７
０

３
５
０

３
３
０
０

３
２
５
０

２
０
０

１
５
０

５００

３
０

３０００

２５４０２３０

１３０ １３５０

５５０

３
０
０

３
０
０

１
５
０

１
５
０

Ｈ-３００×１５０×６．５×９

１
５
０

６０ １３５４９０

１
３
５
０

１
３
０

５
０
０

６０

１
３
０

２００ ２５０

１
３
９
０

５５０

Ｈ
-３

０
０
×
１
５
０
×
６
．
５
×
９

１３５

ＦＬ

１
５
０

５
２
０

３
７
０

ＧＬ

２５

１２０

２５３１

５６１４

１３０

８
０
０

ハンドレール

１：３０ １：１０ １：１０

１：３０階段詳細図(２)

１：３０

ＦＬ ＦＬ

１：３０

階段詳細図(２) １：３０

２
５
０

１
２
２
０

８
０
０

Ｈ３００

ＨＴＢ６-Ｍ１６

モルタル刷毛引き仕上
スロープ

モルタル金こて仕上　

モルタル刷毛引き仕上
スロープ

防火サイディングｔ＝１６
通気金具工法施工

防火サイディングｔ＝１６
通気金具工法施工

共用廊下

共用廊下

※仕上げは亜鉛メッキとする。

※仕上げは亜鉛メッキとする。

階
段
受
け
柱
芯

階
段
受
け
柱
芯

サ
サ
ラ
Ｐ
Ｌ
外
面

階
段
受
け
柱
芯

階段受け鉄骨柱　柱脚　基礎 ２階共用廊下　床鉄骨図

階
段
受
け
柱
芯

階段受け柱、受梁鉄骨図

ＦＢ-６５×４

ササラＰＬ-３００×１２ ササラＰＬ-３００×１２

ササラＰＬ-３００×１２
ササラＰＬ-３００×１２

ササラＰＬ-３００×１２

ササラＰＬ-３００×１２

Ａ－１７
１７　３０



１
０
０

換気兼用廻り縁

破風板

目隠しガラリ　

窓用手すり　
Ｈ＝５００

アルミ後付庇
ＹＫＫコンバイザー程度
出幅４００

室外機置場
（既製品）Ｗ９１０

通気見切り縁

通気見切り縁

１２０×９０

２１０

１２０×９０

（釘頭を補修塗料で塗装）

Ｘ１３ Ｘ６

７０×６０

８０

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

サイディング   

リング釘３８（留め金具用）

横張り用通気金具

透湿防水シート

シーリング

両面防水テープ

（片側タイプ）
ハット型ジョイナー

(１５m m )平板用

１０

（横１５金具-開口横）

シーリング

バックアップ材

リング釘6 5（釘頭を補修塗料で塗装）

スペーサー1 5

透湿防水シート
両面防水テープ

１
０

１
０

バックアップ材シーリング

リング釘６５

スペーサー１５

（横１５金具-開口縦）

透湿防水シート
サイディング 

シーリング

１０ (１５m m )平板用
横張り用通気金具

ハット型ジョイナー

リング釘３８（留め金具用）

（横１５金具-縦目地）

横張り用通気金具

同質出隅

シーリング

留め金具用ビス(木下地用)

ハット型ジョイナー

サイディング   

透湿防水シート

(１５m m )出隅用

リング釘３８留め金具用

１０

横張り用通気金具
(１５m m )平板用

( L =２５)

ハット型ジョイナー

入隅捨水切

シーリング

透湿防水シート

サイディング 

横張り用通気金具

補助材（幅９０以上）(１５m m )出隅用

リング釘３８（留め金具用）

（横１５金具-入隅）

軒天井

サイディング   

透湿防水シート

通気見切縁

リング釘６５（釘頭を補修塗料で塗装）
スペーサー１５

（横１５金具-軒天（通気見切縁））（横１５金具-出隅）

１
０

土台通気水切

ロングスターター
横張り用通気金具(１５m m )

留め金具用ビス(木下地用)
(ＳＵＳ・Ｌ=２５)

透湿防水シート

サイディング

１
０

１５０

（横１５金具-土台（ロングスターター））

外壁詳細図　（通気金具工法１５）　

横張り通気金具-出隅部 横張り通気金具-入隅部 横張り通気金具-軒天（通気見切縁） 横張り通気金具-土台（鉄板通気）

ｔ１６窯業系サイディング

ｔ１６窯業系サイディング

横張り通気金具-開口部 横張り通気金具-縦目地

外壁詳細図　（通気金具工法１５）　

アルミ笠木

リクシルハンドラインⅢ（同等品以上）

３５φ*Ｌ６００
自然木加工塗装品　
手すり

ラスカットボードｔ７．５
幅木

　モルタル塗

７５×４５＠３０３

１００
防水モルタル塗り
下地ＡＬＣｔ３６

角タイル張り　
床

１００
床

モルタル塗り
角タイル張り　

最
高
の
軒
高

ラスカットボードｔ７．５
　防水モルタル塗

幅木

１：１５

部分詳細図

６
８
７
０

３
５
７
０

２Ｇ

３
３
０
０

２ＦＬ

１ＦＬ

ＧＬ

ＲＧ

４
０
０

２
９
０
０

６
７
０

２
９
０
０

６００

４
０
０

９
０
０

１
１
０
０

２
４
０
０

４
０
０

１
１
０
０

２
４
０
０

ＤＫ

ＤＫ

９
０
０

４００

２
４
０
０

７
５
０

５
４
０

１
３
０

１
５
０

２
５
５
０

２
５
５
０

６
０
０

１０００

１
５
０

１
３
０

９０×４５
１５０

２７０

２７０

間仕切壁

玄関

玄関

共用廊下

共用廊下

１：３０

防火上主要な

１：３０

２
１
７
５

２
１
７
５

１：１０

４
０

８
９
０

１
１
０

１
０

２
０

１
１
０

６
５
．
５

楕円手摺
アルミ

板材
ハイブリッド彩木

３０×８５.５角柱
アルミ

１：１０１：５１：１０

Ｈ＝７５０

アルミ笠木
１
１
０

２１０

ＭＩＮＯ(株)ＡＹＭＢ０８２１ＰＳ同等

笠木付彩木いたばり手摺
Ｈ８９０ＭＢタイプ　笠木巾Ｗ＝２１０

相当スラブ厚1 1ｃｍ仕様

相当スラブ厚１１ｃｍ仕様

２階床組詳細図

東西-窓部分詳細図 玄関廻り詳細図

▽2 F L

910910

防振吊木

※２重量材：ＡＬＣパネルｔ7 0以上（ｔ＝7 3） ※3床下張り材：構造用合板ｔ1 5

隙間 脚：４個/ｍ2以上均一に設置
※1

防振吊木

幅木Ｈ- 6 0

構造用合板 ｔ1 2

15
73

12

（ＪＩＳＡ5 5 0 8規定の鉄丸ＧＴＮ7 5 - 2本斜め打ち）

根太：4 5×1 0 5＠3 0 3 根太は床梁に渡りあご掛けで接合

▽2階根太天
▽2階梁天

▽2 F L

6 0×1 2 0＠9 1 0（1 . 5間）
7 5×1 5 0＠9 1 0（2 . 0間）

天井下地受け材

天井下地受け材は
床梁から吊らない事

床梁＠9 1 0以内
1 2 0×2 4 0以上

天井下地受け材
6 0×1 2 0＠9 1 0（1 . 5間）
7 5×1 5 0＠9 1 0（2 . 0間）
天井下地受け材は
床梁から吊らない事

床梁＠9 1 0以内
1 2 0×2 4 0以上

(仕上ビニルクロス）
グラスウールｔ5 0 - 2 4 Kｇ品 野縁4 5×4 5＠4 5 5

ゴム硬度6 0以下のゴム材

※4　強化石膏ボードｔ＝1 5（２重張り）

①床：天然木化粧複合フローリング ｔ1 2張り　∴1 6 m m以下O K

④パーティクルボードｔ2 0（曲げ1 8Ｎ/ｍｍ2以上）

②構造用合板 ｔ1 2下張り
※1

③アスファルト系面材張り（面密度3 0 Kｇ /ｍ2以上）

⑤２重床構造（ユニットフロア）ユニットフロアーＳＶ同等品

※２　重量材：ＡＬＣパネルｔ7 3　　基準7 0以上∴ＯＫ

※1　仕上材の構成　
①床：天然木化粧複合フローリング ｔ1 2張り　∴1 6 m m以下O K

④パーティクルボードｔ2 0（曲げ1 8Ｎ/ｍｍ2以上）
③アスファルト系面材張り（面密度3 0 Kｇ /ｍ2以上）

⑤２重床構造（ユニットフロア）
・　脚　４個/ｍ2以上均一に設置

・　脚の長さ1 0 0以上　

②構造用合板 ｔ1 2下張り

※３　床下張り材：構造用合板ｔ＝1 5　∴ＯＫ
※４　天井材：強化石膏ボードｔ＝1 5（２重張り）

２階床の構造音環境-等級2

隙
間
（
床
と
幅
木
）

4
0
0

73
1
2

30
1
5

21
4

12
1212

20

21
4

・　脚下端　ゴム硬度6 0以下のゴムを使用

框;市販品

バルコニー手すり 共用廊下　笠木

サイディング   

Ａ－１８
１８　３０



洗面化粧台

Sca l e
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Ｎｏ．１５１９２０
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ＮＯ Sca l eＮａｍ
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設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

ＹＫＫコンバイザー程度
アルミ後付庇

出幅４００

出隅：ＭＤＦ３５×３５
クーラー
スリーブキャップ　７５φ

クーラー
スリーブキャップ　７５φ

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面 Ａ　面

Ｂ　面 Ｃ　面 Ａ　面Ｄ　面

Ｌ＝１８００

Ｂ　面 Ｃ　面 Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

洗濯パン

Ａ　面 Ｂ　面 Ｃ　面 Ｄ　面

１:５０展開図

Ｌ＝６００

１
１
０
０

９
０
０

２
４
０
０

１
３
０

４５０

２
１
７
５

２
０

４８７０

４
５
０

１４６０ ４８７０

３
０
０

１４６０

１
１
０
０

９
０
０

４８７０

２
４
０
０

２
０
０
０

１
７
０
０

４５０

３９６０

２
４
０
０

９１０

２
０
０
０

２
４
０
０

２
０
０
０

３６４０

１
０
０
０

４００

８
０
０

９１０

９
０
０

１
１
０
０

２
０
０
０

３９６０

２
４
０
０

２
０
０
０

３６４０

物入

廊下 玄関

ＤＫ

クロゼット

カーテンレールＷ

２
０
０
０

２
４
０
０

３９６０

２
０
０
０

１
６
０

２
０
０
０

２７３０

洋室

２
３
０
０

１
６
２
０

３
８
０

２
０
０
０

１０５０ １０５０１８２０ １８２０

２
３
０
０

２００

ＷＣ

１８２０ １８２０

１
６
２
０

３
８
０

２
０
０
０

２
３
０
０

１８２０ １８２０

脱衣室

展開方向

Ｃ

ＢＤ

Ａ
６
５
０

３
０
０

６
５
０

（設備工事）
タオル掛

手摺;木製

枕棚既製品

ハンガーパイプ３２φ

枕棚既製品

中棚既製品

レンジフード
(Ｗ４５０×Ｈ６００)
吊戸棚 吊戸棚

(Ｗ９００×Ｈ６００)(Ｗ=７５０)

水切り棚1段
(Ｗ=６００)

流し台Ｌ２１００
※混合水栓付き 石膏ボードｔ１２．５+下地用合板ｔ１２

パネル見切り縁

パネル見切り縁

合板ｔ１２（ＰＢ下に取付）
エアコン取付用下地

（設備工事）
Ｌ型手すり

棚板

タオル掛け
（設備工事）

（設備工事）

（設備工事）

手摺取付用下地
合板ｔ１２（ＰＢ下に取付）

７０×６０
框;市販品 ｔ５不燃化粧ケイカル板 張り

Ａ－１９
１９　３０



２
０
０
０

７８５

符　号 見込・数量

名　称
形　式

材　種
仕　上

金　物

備　考

硝　子

形状・寸法

符　号 見込・数量

金　物

備　考

硝　子

形状・寸法

名　称
形　式

材　種
仕　上

符　号 見込・数量

金　物

備　考

硝　子

形状・寸法

名　称
形　式

材　種
仕　上

付属金物一式

枠戸

アルミ製ハンガー式片引き玄関戸

玄関

ポリエステル系
カラー鋼板（断熱材入）

付属金物一式

戸 ＰＳ

ＹＫＫ　ＰＳドアガスチャンバー（同等品以上）

製作工場：亜鉛メッキ焼付け塗装

鋼製２段開き戸

断熱仕様　メーカー仕様による

木製枠取り付け用　メーカー仕様による

複層ガラス（メーカー仕様による）

丁番、ケースハンドル、フランス落し　錠付（鍵３ケ）

枠戸

４

枠戸 枠戸

４

戸

４

枠戸

枠戸 押入

４

１９３

沓摺りステンレス、シリンダー錠（鍵３ケ）　化粧額縁

４

ＹＫＫＡＰ　ＮＥＷコンコード１０２（同等品以上）

有効開口計算
９３５－１２８＝８０７

引き残し１１０

サッシ性能　Ｋ４以上

付属金物一式

枠戸

アルミ製引き違い掃き出し窓

サッシ性能　Ｔ１以上

クレセント、網戸

遮熱断熱複層透明タイプ　ブルー

８６ ４

カラーアルミ

洋室

サッシ性能　Ｔ１以上

（　）寸法：枠寸法有効開口　Ｗ＝１６５０×Ｈ＝２０００

付属金物一式

枠戸

住宅用半外付サッシ

アルミ製引き違い窓

４

サッシ性能　Ｔ１以上

サッシ性能　Ｔ１以上

クレセント、網戸

８６

ＤＫ

カラーアルミ

ＬＯＷ -Ｅ　ペアガラス　ＬＯＷＥ５＋Ａｔ１１＋ＦＬ６
遮熱断熱複層透明タイプ　ブルー

（　）寸法：枠寸法

庇：Ｄ＝４００ＹＫＫコンバイザー（同等品以上）４ケ所

２階　アルミ手すり２ケ所

付属金物一式

枠戸

アルミ製引き違い窓

４

住宅用半外付サッシ　ＡＰ一体型

サッシ性能　Ｔ１以上

サッシ性能　Ｔ１以上

クレセント、網戸

８６

遮熱断熱複層透明タイプ　ブルー
ＬＯＷ - Ｅ　ペアガラス　ＬＯＷＥ３＋Ａｔ６＋ＦＬ３ ＬＯＷ -Ｅ　ペアガラス　ＬＯＷＥ３＋Ａｔ６＋ＦＬ３

カラーアルミ

付属金物一式

枠戸

ダブルガラスルーバー窓

８

住宅用半外付サッシ　ＡＰ一体型

ハンドル、網戸付き、アルミ菱格子付き

（　）寸法：枠寸法

８６

ＹＫＫＡＰ　エピソードＮＥＯ（同等品以上）

庇：Ｄ＝４００ＹＫＫコンバイザー（同等品以上）４ケ所
有効開口　Ｗ＝１１４５×Ｈ＝９００ （　）寸法：枠寸法

カラーアルミ

型板ｔ６ + 型板ｔ＝６

ＹＫＫＡＰ　エピソードＮＥＯ（同等品以上） ＹＫＫＡＰ　エピソードＮＥＯ（同等品以上）

有効開口　Ｗ＝３００×Ｈ＝３８０

アルミ菱格子

脱衣室　ＷＣ

アルミ既製品ガラリ

ステンレス防虫網付き

枠

４

小屋裏換気戸

５８

４

鋼板ｔ＝１．６

枠 枠 脱衣室

住宅用半外付サッシ

ＹＫＫＡＰ　エピソードＮＥＯ（同等品以上）

ＷＣ

４１７０

住宅用既製品建具

ＹＫＫＡＰ　ラフォレスタ機能引き戸（同等品以上）

ＤＫ

１４０

住宅用既製品建具

ＹＫＫＡＰ　ラフォレスタ（同等品以上）

物入枠

１４０

住宅用既製品建具

ＹＫＫＡＰ　ラフォレスタ（同等品以上）

１４８

住宅用既製品建具

ＹＫＫＡＰ　ラフォレスタ　（同等品以上）

４

ＤＫ

１０４

１０４

住宅用既製品建具

ＹＫＫＡＰ　ラフォレスタ　クローゼットドア　引き戸タイプ（同等品以上）

住宅用既製品建具

ＹＫＫＡＰ　ラフォレスタ　クローゼットドア　引き戸タイプ（同等品以上）

6 0

１階　目隠しルーバー付き２ケ所

有効開口　Ｗ＝１６５０×Ｈ＝１１００

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

アウトセット フラッシュ片引き戸
ケーシング　３方枠共
既製品　

規格確認窓 規格確認窓

大型引手 表示錠 ガイドピン 沓摺 ( アルミ )

付属金物一式　上吊りタイプ

フラッシュ片引き戸 ケーシング　３方枠共
既製品　

付属金物一式

大型引手 表示錠 埋込敷居 (アルミ )

規格品樹脂板

規格品樹脂板

フラッシュ片引き戸 ケーシング　３方枠共
既製品　

付属金物一式

大型引手 埋込敷居 (アルミ )

ケーシング　３方枠共
既製品　フラッシュ３枚引き違い戸

付属金物一式

大型引手 埋込敷居 (アルミ )

ケーシング　３方枠共
既製品　フラッシュ２枚引き違い戸

ケーシング　３方枠共
既製品　フラッシュ３枚引き違い戸

付属金物一式

大型引手 埋込敷居 ( アルミ )

付属金物一式
大型引手 埋込敷居 (アルミ )

階
段
手
摺

階
段
手
摺

真北

既製品額縁４方 既製品額縁４方 既製品額縁４方既製品額縁３方 既製品額縁３方

アルミ額縁３方

ポリカ製  Ｈ＝７５０

Ｈ＝５００

Ｄ－１０１ Ｄ－１０２ Ｄ－２０１ Ｄ－２０２

９３５
８０７

２
０
０
０

１６５０

１６５０

１
１
０
０

９
０
０

１１４５

３００

３
８
０

８
５
２

６
９
２

３５６

２
１
７
５

２
１
５
０

７０７３３６１０

１３５０

２
０
０
０

７８５

２
０
０
０

１５９０

２
０
０
０

２
０
０
０

２３８０

２４００

共用廊下

ＤＫ

物入

洋室

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

ＷＣ 脱衣室 ＵＢ ＰＳ

玄関

ＰＳ ＵＢ 脱衣室 ＷＣ

玄関 廊下

物入

ＤＫ

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

洋室

共用廊下

ＤＫ

物入

洋室

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

ＷＣ 脱衣室 ＵＢ ＰＳ

廊下 玄関

ＰＳ ＵＢ 脱衣室 ＷＣ

玄関 廊下

物入

ＤＫ

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

洋室

バルコニー バルコニー

１

１階 ２階

バルコニー バルコニー

建 具 表 １:５０１:１００

廊下

廊下

２
０
０
０

７８０
排気口パンチング

給湯器部分開口

排気口パンチング

固定

３００×６００程度

９×９縦８段

９×９縦８段

Ａ－２０
２０　３０

有効開口

ＡＤ
１ １

ＡＷ ＡＷ
２

ＡＷ
３

ＡＷ
４ １

ＡＧ

１
ＳＤ ＷＤ

１
ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＤ
５

ＷＤ
６

１）建具寸法は全て基準寸法を示すので施工図を作成し係員の承認を得て決定すること。

２）建具金物は特記なき限りステンレスＳＵＳ３０４とし見本品により決定する。

５）外部サッシ廻りは全てシーリングを充填すること。

建具特記事項

３）網戸はサランネット製とする。

４）出入口の下枠はステンレスＳＵＳ３０４とする。

６）サッシは特記無き限り半外付・アルミアングルピース一体型とする。

７）サッシは特記無き限り既製品を使用する。

８）ガラスの固定はコーナービードを使用する。

ＡＷ
４

ＡＷ
４

ＡＤ
１

１
ＡＷ

ＡＷ
３

ＡＷ
２

ＡＷ
４

ＡＷ
４

ＡＤ
１

ＡＷ
３

ＡＷ
２

１
ＡＷ

ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＷＤ
５

ＷＤ
６

ＷＤ
１

ＷＤ
４

１
ＳＤ

１
ＳＤ

ＷＤ
１

ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＤ
５

ＷＤ
６

ＡＷ
４

ＡＷ
４

ＡＤ
１

ＡＷ
３

ＡＷ
４

ＳＤ

１
ＡＷ

ＷＤ
１

ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＤ
５

ＷＤ
６

ＷＤ
１

ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＤ
５

ＷＤ
６

ＡＷ
２

１
ＡＧ

１
ＡＧ

１
ＡＧ

ＡＤ
１

１
ＡＷ

ＡＷ
２

ＡＷ
３

ＡＷ
４

１
ＡＧ

１
ＳＤ



アルミオーバーハング水切　

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｘ５

Ｘ６ Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

Ｆ

Ｇ

ＦＦ

Ｉ
Ｉ

ＢＢ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
ＢＢ

ＡＡ

ＡＡ ＤＤ ＥＥ ＥＥ

ＩＩ

Ｆ

Ｆ

Ｉ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ａ

ＡＡ Ｄ Ｅ ＥＥ

Ａ

ＩＩ
ＡＡ

ＡＡ

Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｅ Ｄ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｉ

Ｉ
Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｉ

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｘ５

Ｘ６ Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｉ

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

Ｈ

Ｈ

ＨＨＨ

Ｈ

ＨＨ ＨＨ

Ｄ－２０２Ｄ－２０１

Ｄ－１０１ Ｄ－１０２

１:１００天井伏図

９１０９１０

４８７０ ４８７０３０００

１
１
０
０

２
７
３
０

３
６
４
０

１
８
２
０

１
８
２
０

１
４
６
０

１
８
２
０

９
６
５
０

共用廊下

３９６０３９６０

廊下玄関

ＤＫ

玄関廊下

ＤＫ

洋室

バルコニー バルコニー

洋室

脱衣室 ＷＣＵＢＰＳ

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

物入

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

物入

ＰＳＵＢ脱衣室ＷＣ

共用廊下
廊下玄関玄関廊下

ＤＫ

洋室

バルコニー バルコニー

洋室

ＷＣＰＳ

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

物入

ク
ロ
ゼ
ッ
ト

物入

ＰＳＵＢ脱衣室ＷＣ

ＤＫ

脱衣室ＵＢ

２
７
３
０

３
６
４
０

１
８
２
０

１
８
２
０

１
４
６
０

１
８
２
０

９
６
５
０

１
１
０
０

９
０
０

９
０
０

９１０

４８７０ ４８７０３０００

３９６０３９６０ ９１０６００ ６００

１階天井伏図１:１００ １:１００２階天井伏図

押入ボード厚９．５張り

ビニルクロス張り

ビニルクロス張り

階段裏現し

ビニルクロス張り

石膏ボード厚１２．５　１重張り

強化石膏ボード厚１５+１５　２重張り

防水石膏ボード厚１２．５　１重張り

防水石膏ボード厚１２．５　１重張り

防火軒天ｔ１２（塗装品）

物干し金物
アルミ製自在物干し金物

防火通気見切縁（有効換気面積　１００c㎡/ｍ）

Ｈ

天井点検口　４５０×４５０　枠アルミ製

　　凡　例

Ａ－２１
２１　３０



１:１００ １:３０

９１０９１０

４８７０ ３０００

１
１
０
０

２
７
３
０

３
６
４
０

１
８
２
０

１
８
２
０

１
４
６
０

９
６
５
０

４８７０

３９６０３９６０

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

１
８
２
０

５
８
０

１０５０ １０５０１８２０１８２０ １４５０５５０ ５５０

４８７０ ４８７０

１２７４０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｘ５

Ｘ６ Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

１４５０

１０７０１０７０

凡　例　・　特　記　事　項

先端拡翼径φ３５０

同　　　上 試験杭位置　５ヶ所

杭詳細図

ピット ピット

１:１００Ｄ棟杭伏図

Ｄ棟杭伏図

１５０

ピット

３
０
０

１
５
０４
５
０

設計ＧＬ

１５０

１
５
５

３
０
０

１
０
０ ２
０

６
０
０

１
２
１
５４
６
０

６
１
５

３
０
０

４
４
５

６
９
５

２
０
２
５
０

１
０
０

１
５
０

１
５
０ ２
０

５
０

１
０
０

１
０
０

３
９
５

１５０ １５０

外部立上り部 内部立上り部ピット部

１:３０

鋼管杭径φ１３９．８㎜　

ｔ＝４．５㎜　ＳＴＫ４００

杭詳細図

鋼管杭径φ１３９．８㎜　鋼管杭長Ｌ＝１６．００ｍ×５２本　ｔ＝４．５㎜　ＳＴＫ４００

３０００

ＢＰ．１

ＢＰ．１

小口径鋼管杭地盤改良工法

ボーリング調査位置

Ａ－２２
２２　３０

鋼管杭長Ｌ＝１６．００ｍ

Scal e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Scal eＮａ ｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

(　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

調 査 名 公 営 住 宅 建 設 事 業 　 基 町 団 地 地 質 調 査 業 務

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 B P . 1 調 査 位 置 島 根 県 　 雲 南 市 　 三 刀 屋 町 　 三 刀 屋 地 内 北 緯 3 5 ﾟ 1 7 ′ 3 3 . 5 ″

東 経 1 3 2 ﾟ 5 2 ′ 4 8 . 7 ″発 注 機 関 雲 南 市 役 所 調 査 期 間 平 成 3 0 年 7 月 1 2 日 ～ 3 0 年 7 月 2 0 日

調 査 業 者 名
祥 星 技 術 株 式 会 社

電話 ( 0 8 5 4 - 4 2 - 5 2 4 5 )

主 任 技 師 星 野 　 公 甘
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者
大 国 　 周 治

ボ リー ン グ

責 任 者
神 田 　 智 幸

孔 口 標 高
39.10m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 
上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90ﾟ 

水平
0ﾟ 鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 鉱 研 O P - 1 型
ハ ン マ ー

落 下 用 具
半 自 動 モ ン ケ ン

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー N F D 9 ポ ン プ 東 邦 B G - 3 型総 掘 進 長
 23.00m

ボ ー リ ン グ No

シ ー ト No

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

標

高

(m)

37.10

36.25

35.10

31.50

29.25

27.25

26.15

24.20

22.70

22.15

20.80

18.30

16.10

層

厚

(m)

2. 00

0. 85

1. 15

3. 60

2. 25

2. 00

1. 10

1. 95

1. 50

0. 55

1. 35

2. 50

2. 20

深

度

(m)

2. 00

2. 85

4. 00

7. 60

9. 85

11.85

12.95

14.90

16.40

16.95

18.30

20.80

23.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

主 に マ サ 土 に よ る 造 成 盛 土 。指 圧 で

潰 せ る 風 化 岩 片 を 伴 う 。基 底 部 に 木

片 混 入 す る 。G L - 1 . 7 0 m 以 深 、細 粒 分

少 な い き れ い な 細 砂 で 旧 盛 土 と 思 わ

れ る 。

盛土（

シルト

質砂）

灰

褐

緩

い

シ ル ト の 薄 層 を シ ー ム 状 に 挟 む 細 ～

中 砂 。下 位 に 従 い 砂 粒 子 は 粗 く な り

稀 に φ 3 c m の 円 礫 混 入 す る 。

シルト

混り砂

淡褐

～暗

青灰

緩

い

含 水 量 多 く 軟 弱 な 粘 性 土 。有 機 物 伴

う ほ ぼ 均 質 な シ ル ト 。基 底 部 は φ 5

㎜ 以 下 の 細 礫 混 じ る 砂 質 シ ル ト 状 を

呈 す 。

シ

ル

ト

暗

灰

非常

に軟

らか

い

シ ル ト と 互 層 を 成 す ル ー ズ な 飽 和 砂

質 土 で あ り 、砂 は 細 砂 を 主 体 と す

る 。有 機 物 含 む 厚 さ 1 ～ 2 c m の 微 細 砂

質 シ ル ト を し ば し ば 挟 む 。層 厚 5 ～ 1

0 c m の 中 砂 の レ ン ズ を 挟 み 稀 に φ 2 c m

の 円 礫 伴 う 。G L - 5 . 6 0 ～ 5 . 8 5 m 間 、砂

質 シ ル ト を 呈 す 。基 底 部 は 細 粒 分 少

な い 中 ～ 粗 砂 。

シ

ル

ト

質

砂

暗

灰

～

灰

褐

緩

い

砂 分 と シ ル ト 分 が 拮 抗 す る 軟 弱 粘 性

土 。細 砂 を 不 均 質 に 混 入 す る 他 、中

～ 粗 砂 の レ ン ズ を 挟 む 。

砂

質

シ

ル

ト

黒

灰

～

暗

灰

軟

ら

か

い

微 細 砂 質 シ ル ト の 薄 層 を シ ー ム 状 に

挟 在 す る ル ー ズ な 飽 和 砂 質 土 。砂 は

細 砂 勝 ち で あ る が 、G L - 1 0 . 8 0 m 以 深 、

φ 5 ㎜ 以 下 の 細 礫 ( φ m a x = 2 c m ) 混 じ る

様 に な り 、所 々 、中 砂 と な る 区 間 あ

る 。

シ

ル

ト

質

砂

暗

灰
～

暗

褐

灰

緩

い

含 水 量 多 い 軟 弱 粘 性 土 で あ る が 、砂

分 を 多 く 含 み 塑 性 低 い 。有 機 物 を 伴

い 腐 植 臭 あ る 。

砂質シ

ルト

黒

灰

軟ら

かい

シ ル ト 質 微 細 砂 の レ ン ズ を 所 々 挟 む

細 ～ 粗 粒 の 粒 径 不 ぞ ろ い な 砂 質 土 。

下 位 に 従 い 砂 粒 子 は 粗 く な る 。G L - 1

3 . 8 0 ～ 1 4 . 0 0 m 間 、シ ル ト 優 勢 区 間 。

シ

ル

ト

混

り

砂

暗

灰

～

暗

褐

灰

緩

い

φ 1 ～ 4 c m の 円 礫 を 5 0 % 以 上 含 有 す る

洪 積 礫 質 土 。礫 間 は シ ル ト 混 り 細 ～

中 砂 で 充 填 さ れ る 。脆 質 な 風 化 礫 を

含 む 上 部 で は 「 中 位 」 な 締 り 具 合 に

留 ま る 。

砂

礫

暗褐

灰～

濃褐

中位

～非

常に

密な

コ ア 長 L = 5 ～ 1 0 c m の 硬 質 玉 石 を 多 く

含 む 密 実 な 礫 質 土 。最 大 コ ア 長 は L =

1 3 c m 。

玉石混

り砂礫

乳白

灰～

暗青

灰

非常

に密

な

φ 1 ～ 4 c m の 円 礫 ( φ m a x = 6 c m ) が 土 層

の 骨 格 を 成 す 極 実 な 礫 質 土 を 主 体 と

す る 。脆 質 な 風 化 礫 を 含 む 一 部 の 区

間 で N 値 < 5 0 を 示 す が 、大 方 の 礫 は 新

鮮 で 硬 い 。礫 間 は シ ル ト 混 り 細 ～ 粗

砂 で 充 填 さ れ る 。

砂

礫

灰

褐

密な

～非

常に

密な

コ ア 長 L = 1 0 c m 前 後 の 硬 質 な 玉 石 を 多

く 混 じ る 極 密 な 礫 質 土 。玉 石 間 は φ

2 ～ 4 c m の 円 礫 が 埋 め る が 基 質 部 は 流

失 気 味 で あ る 。G L - 1 8 . 3 0 ～ 1 9 . 1 0 m 間

は 、コ ア 長 L = 8 0 c m の 長 柱 状 の 花 崗 岩

類 玉 石 と な る 。G L - 1 9 . 1 0 ～ 1 9 . 5 0 m

間 、脆 質 な マ サ 状 風 化 礫 を 混 入 す

る 。

玉

石

混

り

砂

礫

淡

緑

灰

～

乳

灰

非

常

に

密

な

マ サ 状 に 砕 け る 細 礫 ～ 手 圧 で は 崩 せ

な い 短 柱 状 コ ア で 採 取 で き る 軟 岩 Ⅰ

〔 D H ～ C L 級 岩 盤 〕 に 区 分 で き る 。割

れ 目 に 沿 っ て 風 化 汚 染 を 被 る 。G L - 2

0 . 7 0 ～ 2 0 . 9 0 m 間 、岩 片 状 だ が 新 鮮 で

硬 い C L 級 岩 。G L - 2 1 . 3 5 m 以 深 L = 5 ～ 1 0

c m の 短 柱 状 コ ア 主 体 と な る 。

花

崗

閃

緑

岩

桃

灰

～

淡

緑

灰

非

常

に

密

な

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

2.94

7/19

3.93

7/17

4.45

7/18

標 準 貫 入 試 験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.55

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.34

17.15

17.45

18.15

18.30

19.25

19.45

20.15

20.40

21.15

21.23

22.15

22.24

23.05

23.09

10cm ご と の

打 撃 回 数

0

～

10

3

11

1

8

3

3

11

2

1

7

1

16

2

15

1

12

3

1

11

1

1

7

6

15
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10

17

50

8

50

9

50

4

10

～

20

3

3

12

1
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3

1

9

3

11

1

8

1

8

1

8

1

9

2

1

11

1

7

2

13

5

35

9

16

8

5

28
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～

30

3

9

4

1
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2

1

3

9

1

15

1

6

1

7

2

9

2

1

8

2

13

3

3

8

29

0

12

0

13

5

打

撃

回

数

/
貫

入

量

(cm)

9

30

8

30

2

40

8

30

5

30

8

30

3

30

3

30

4

30

4

30

7

30

3

30

4

30

6

30

14

30

50

19

38

30

50

15

50

20

50

25

50

8

50

9

50

4

N     値

0 10 20 30 40 50 60

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

お よ び 結 果

試 料 採 取

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.55

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15
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14.15

14.45

15.15
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16.15

16.34

17.15

17.45

18.15

18.30

19.25

19.45

20.15

20.40

21.15

21.23

22.15

22.24

23.05

23.09

試

料

番
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1-1
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採

取

方

法
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○-

○-

○-

○-

○-

○-
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○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

○-

室

内

試

験

(
)

掘

進

月

日

7

12

7

13

7

17

7

19
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基礎伏図１:１００
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ＡＢ－Ｍ１２　Ｌ＝４００

基礎天端 セルフレベリングｔ＝１０ 基礎パッキン敷詰ｔ＝２０ Ｗ＝１２０

使用材料 鉄筋　ＳＤ２９５Ａコンクリート　４ＦＣ２１

立上リ部 Ｈ＝ＧＬ＋４４５Ｗ＝１５０

立上リ部 Ｗ＝１５０ Ｈ＝ＧＬ＋６１５

内寸法は設計ＧＬ（±０）からのコンクリート天端高を示す。

内寸法は設計ＧＬ（±０）からの嵩上コン、土間コンの
コンクリート天端高を示す。

立上り部のコンクリート天端高を示す。

（＋０００）

＋０００

外部階段

内寸法は設計ＧＬ（±０）からの土間下、スラブ下の

各詳細図による。
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ボンベ置

上端

下端

ワイヤメッシュ６φ１５０□
ワイヤメッシュ６φ１５０□

スラブ、外廻り部；

ワイヤメッシュ６φ１５０□

上端
下端

ワイヤメッシュ６φ１５０□

ワイヤメッシュ６φ１５０□

ワイヤメッシュ６φ１５０□

②

①①

②② ②

②②

記号

①

② その他の部分

外気に接する部分

部位

Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種

基礎立上り断熱材の種類

Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種

現場吹付ウレタン措置５０

現場吹付ウレタン措置２５

厚さ 基礎パッキン周囲隙間措置

階段基礎

鉄骨柱基礎

階段基礎
鉄骨柱基礎

１０６０ １０６０

Ａ－２３
２３　３０

Ｄ１３＠２００クロス

シングルクロス

Ｄ１０＠２００クロス

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

Ｄ１３＠１５０

シングルクロス
Ｄ１３＠１５０

シングルクロス
Ｄ１３＠１５０

ＦＳ１

スラブスパン
短辺方向

基礎部位 記号

Ｄ１３＠１５０シングルクロス ３．６４以下

ＦＳ３

ＦＳ４

Ｄ１３＠１５０シングルクロス ２．７３以下

２．７３以下

鉄筋 備考

３．００以下

ＦＳ２ ３．００以下Ｄ１３＠１５０シングルクロス

ＦＳ２ ３．００以下Ｄ１３＠１５０シングルクロス

べた基礎ｔ＝１５０

べた基礎ｔ＝１５０

べた基礎ｔ＝１５０

スラブ　ｔ＝１４０

べた基礎ｔ＝１５０

ＦＳ３ Ｄ１３＠１５０シングルクロス ２．７３以下べた基礎ｔ＝１５０

ＦＳ３ Ｄ１３＠１５０シングルクロス ２．７３以下べた基礎ｔ＝１５０

嵩上コンｔ＝１４０

凡　例　・　特　記　事　項

Ｄ１３＠２００クロス
Ｄ１０＠２００クロス

Ｄ１３＠１５０シングルクロスＦＳ２

土間上コン

べた基礎ｔ＝１５０

ｔ＝１２０

６００角

スラブ開口部補強筋

シングルクロス
Ｄ１３＠１５０

基礎立上り部開口部補強筋　

人通口開口部補強筋

Ｆ
Ｓ
３

Ｆ
Ｓ
３

ＦＳ３ＦＳ３ ＦＳ３

ＦＳ３

ＦＳ１

ＦＳ３ ＦＳ３

ＦＳ３ ＦＳ３

ＦＳ２

ＦＳ１

ＦＳ３＋ＦＳ４

ＦＳ２

ＦＳ３

ＦＳ３ ＦＳ３ＦＳ３ ＦＳ３＋ＦＳ４

ＦＳ２ＦＳ２

（埋め込み２５０）柱芯より１５０の位置

床束（鋼製束　受座タイプ） L型（クッション付き）亜鉛メッキ品

ｔ＝１２０土間コン

嵩上コンｔ＝２０～２２０
ｔ＝１２０土間上コン

ＦＳ２

※他も準ずる。 ※他も準ずる。

※他も準ずる。
※他も準ずる。

※他も準ずる。

基礎伏図 基礎詳細図

基礎詳細図

浴室部分の断熱措置

立上り部人通口　４９０×３９５



・木材の寸法は、仕上材、構造材共に仕上り寸法とする。

・目視等級２級以上とする。

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｘ５

Ｘ６ Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｘ５

Ｘ６ Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ７

Ｙ８

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｘ５

Ｘ６

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

１:１００

９１０９１０

４８７０ ４８７０３０００

３９６０３９６０

１
８
０

１
８
０

１
５
０

１
５
０

２４０

２７０

２７０

２４０

２４０

１
８
０

２
１
０

２４０

２７０

２
１
０

２
１
０

２
４
０

１２０ １２０

１
２
０

１
２
０

３００

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
２
０

２
４
０

２７０

２４０

２
４
０

２７０

２
４
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

２１０２
４
０

２４０

２
７
０

２
７
０

２
４
０

２７０

２４０

２１０

２４０

１
５
０

１
２
０

１
５
０

２
７
０

２
１
０

２
１
０

２
４
０

３００

１
２
０

１
２
０ ２
４
０

１２０１２０ １２０ ２
４
０

２７０

１
５
０

１
５
０

２
７
０

２
７
０

２
７
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

２
４
０

１２０

１
０
７
５
０

５
３
７
５

９
０
０

５
３
７
５

棟芯

１
１
０
０

２
７
３
０

３
６
４
０

１
８
２
０

１
８
２
０

１
４
６
０

１
８
２
０

９
６
５
０

１０５０ １０５０１８２０１８２０ １４５０ １４５０５５０ ５５０

３０００４８７０ ４８７０

１２７４０

９１０９１０

４８７０ ４８７０３０００

３９６０３９６０

９
０
０

６００６００

母屋

母屋

棟木

１０５０ １０５０１８２０１８２０ １４５０ １４５０５５０ ５５０

３０００４８７０ ４８７０

１２７４０

１
１
０
０

２
７
３
０

３
６
４
０

１
８
２
０

１
８
２
０

１
４
６
０

１
８
２
０

９
６
５
０

３００

３００

１５０１５０

１
８
０

１
８
０

２４０

１
８
０

１
８
０

３
６
０

２７０

２
７
０

３
６
０

２
７
０

２
７
０

１
５
０

１
５
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

２
７
０

２７０

１
５
０

２
７
０

１
５
０

１５０

１５０

１
８
０

２７０

２７０

１
８
０

２
７
０

２
７
０

２
７
０

１
８
０

１
８
０

２４０

３
６
０

１５０

１５０

１５０

３
６
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

１
８
０

２
７
０

２
７
０

３００

３００

３００

３００

３００

１５０

２
４
０

２
４
０

２
４
０

２
４
０

２
４
０

２
４
０

２
４
０

２
４
０

１２０ １２０ １２０ １２０

３００

３００

３００

３００１
２
０

１
２
０

１
２
０

１
２
０

２４０

２４０

２４０

２４０

１
１
０
０

２
７
３
０

３
６
４
０

１
８
２
０

１
８
２
０

１
４
６
０

１
８
２
０

９
６
５
０

及び、柱のＧＬ＋１．０ｍまでの部分（見え掛かり部分は除く）
・防腐措置施工は、1階床下（土台、大引、火打、筋交い）

Ａ－２４
２４　３０

根太掛

火打土台

火打土台

根太

根太

１２０×１２０

１２０×１２０

１０５×１０５

　６０×　６０

１２０×１２０

柱（　通し柱　）

柱（　管　柱　）

１２０×１２０

１２０×１２０

１０５×１０５

部　　　　　　位 特　　　記 部　材　寸　法

２
階
床
組
・
軸
組

小屋束

杉　特一等

杉　特一等

杉　特一等

米松　特一等筋かい

小屋梁

杉　特一等

桧　芯持材

火打梁

９０×４５

垂木

２
階
小
屋
組

米松　特一等

２階柱位置

部　　位 部　材　寸　法特　　記

２階小屋組　部材リスト

２階床組 　部材リスト

米松　特一等床大梁

床小梁

胴差し

米松　特一等

米松　特一等

杉　特一等

杉　特一等

杉　特一等

図示による。

　備　　考

あおり止め金物止め同等品＠３６４転ばし

　備　　考

火打梁

垂木

根太掛

根太掛
根太掛

根太掛

根太掛根太掛

根太掛

根太掛

火打梁

火打梁

根太

棟木　母屋

　６０×　６０杉　特一等

杉　特一等

杉　特一等

根太

根太掛

吊木受け

防振吊木 ＠９００以下ＪＯＴＯ ＴＨ－１０同等品

１０５×　４５

１０５×　４５

杉　特一等

杉　特一等

間柱（外部）

間柱（内部）

４５×１２０

３０×１２０

＠４５５

＠４５５

杉　特一等

杉　特一等

間柱（外部）

間柱（内部）

４５×１２０

３０×１２０

＠４５５

＠４５５

６００×６００床下点検口

米松　特一等筋かい

１
階
床
組
み
・
軸
組

受材４５×１５０ 断熱外枠受３０×３０

柱（　通し柱　）

柱（　管　柱　）

火 　打  土  台

桧　防腐注入材

桧　特一等

杉　特一等

杉　特一等

杉　特一等

土台

大引

根太

１２０×１２０

　４５×　９０

１２０×１２０

１２０×１２０

１０５×１０５

１階床組　部材リスト

　６０×　６０

根太掛 杉　特一等

桧　芯持ち間伐材

　４５×１０５

９０×４５

部　材　寸　法 　備　　考部　　位 特　　記

杉　特一等

杉　特一等

間柱（外部）

間柱（内部） ＠４５５

４５×１２０

３０×１２０

・ 記入寸法は梁成を示す。

・金物はＺ金物表示品を使用すること。

・梁桁の継手は追掛大栓継手とする。

なお、特記なき限り材幅は１２０とする。

※コンクリート土間は、配管維持管理時に除去しても基礎コンクリートに

特記事項(１）

※アンカーボルトは次の位置に設ける。
1 .耐力壁の両端の柱に近接して（柱芯より1 5 0）
2 .土台の継手及び仕口箇所の上木端部

4 .埋込み長さ　Ｌ＝２５０
3 .間隔1 . 8 2ｍ以内

※使用金物は日本住宅・木材技術センターのＺ金物相当とすること

土台と基礎を緊結する
※配管により土台を欠く場合は、両側にアンカーボルトを設け

影響のない構造とする

特記事項（２）

＠４５５

＠３０３以下

＠３０３以下

図示による。

図示による。

図示による。

土台

土台

土台

土台

土台

土台

土
台

土
台

土
台

土
台

土
台

土
台

土
台

大
引

大引

大引

大引

大引

大
引

大
引

大
引

大
引

大
引

土
台

土
台

土
台

１:１００１階床伏図

床伏図 小屋伏図

１:１００２階小屋伏図

１:１００２階床伏図

・木材は特記なき限り雲南市産材を含む島根県産材を使用する。



　　（北面1階窓も庇受け材設置のこと）

下地特記事項

5、図面に明記なき場合もこれに準じて施工する事

（下地材材質：杉　寸法は下記以上とする）

4、外部手すり笠木下地は９０×１２０とする
3、外部縦受け材は４５×１２０-２枚重ねとする

1、外部マグサは６０×１２０とする
2、外部マグサの内、庇を受けるマグサは４５×１２０-２枚重ねとする

１５０ １５０

Ｙ８Ｙ７Ｙ６Ｙ５Ｙ４Ｙ３Ｙ２Ｙ１Ｙ０ Ｙ８Ｙ７Ｙ６Ｙ５Ｙ４Ｙ３Ｙ２Ｙ１Ｙ０ Ｘ７Ｘ０ Ｘ６ Ｘ１３

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ０ Ｘ１３ Ｙ０

Ｘ７ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ６ Ｘ１３Ｘ７ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ６ Ｘ１３ Ｘ７ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ６ Ｘ１３

Ｙ３ Ｙ６Ｙ１

Ｘ７

Ｘ８

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４

Ｘ５

Ｘ６ Ｘ１３

Ｙ８

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

Ｈ／ｄ

３１２０／１２０＝２６．００ ＜３０

＜２８２８０５／１２０＝２３．３７

６０×
６０　

　＠３６
４

４
５
×
１
２
０
＠
４
５
５

４
５
×
１
２
０
＠
４
５
５

筋交い　
９０×４５タスキ

マグサ６０

６０窓台

４
５
×
１
２
０
＠
４
５
５

筋交い　
９０×４５タスキ

筋交い　
９０×４５

マグサ４５

マグサ４５
マグサ４５

マグサ４５

３
０
×
１
２
０
＠
４
５
５

３
０
×
１
２
０
＠
４
５
５

筋交い　
９０×４５タスキ

マグサ６０

６０窓台

マグサ４５

４
５
×
１
２
０
＠
４
５
５

筋交い　
９０×４５タスキ

断面二次ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄＩ＝ｂ・ｈ3／１２＝１２×１２3／１２＝１７２８

断面二次ﾓ ｰ ﾒ ﾝ ﾄＩ＝ｂ・ｈ3／１２＝１２×１２3／１２＝１７２８

マグサ６０

６０窓台

マグサ４５
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い

１:１００２階柱伏図

１階柱伏図

１:１００ １:２００

１２９４０

１
０
９
５
０

１２９４０

１
０
９
５
０

１
０
７
５
０

１
０
９
５
０

１
０
９
５
０

４６７０

４８７０ ４８７０３０００

２階小屋裏計算図１:２００

４６７０

４８７０３０００４８７０

１
１
０
０

３
８
３
０

５
８
２
０

４８７０

１
０
７
５
０

１
４
６
０

１
８
２
０

１
８
２
０

１
４
６
０

９１０９１０

４８７０

１２７４０

１:２００１階小屋裏計算図

１階床下計算図 １:２００

凡例

通し柱　１２０×１２０

管柱　１２０×１２０

柱の接合、筋交いの接合は国土交通省告示１４６０号による接合方法とする。

柱伏図 小屋裏、床下計算図

柱頭 柱脚

換気見切り長さ

換気見切り長さ

０．９１×２ ０．９１×２０．９１×２０．９１×２

０．９１×４０．９１×４０．９１×４０．９１×４

１．４５×４１．４５×４

１．８２×４１．８２×４

０
．
９
１
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
３
５
×
４

１
．
３
５
×
４

１
．
３
５
×
４

１
．
３
５
×
４

０
．
９
１
×
４

０．９１×２ ０．９１×２０．９１×２０．９１×２

０．９１×４０．９１×４０．９１×４０．９１×４

１．４５×４１．４５×４

１．８２×４１．８２×４

０
．
９
１
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
８
２
×
４

１
．
３
５
×
４

１
．
３
５
×
４

１
．
３
５
×
４

１
．
３
５
×
４

０
．
９
１
×
４

耐
力
壁

筋かい　４５×９０＋筋かいＰＬ

筋かい　４５×９０たすき掛け＋筋かいＰＬ
壁倍率

２．０

４．０

９
０
０

９
０
０

４６７０

９
０
０

９
０
０

９
０
０

９
０
０

９
０
０

９
０
０

４６７０

３
６
３
０

３
６
３
０

Ａ－２７
２７　３０

開
Ａ

開
Ｂ

開
Ａ

開
Ｂ

開口長

開Ａ
開Ａ
開Ｂ
開Ｂ

Ｋ Ｌ-Ｋ

基礎長

１．０００
１．０００
１．３６０
１．３６０

ＪＯＴＯキソパッキンロング

換気有効開口面積算出基準

必要換気面積（建物に対し）

必要換気面積（基礎パッキン）

根拠資料

判定

メーカー資料

４ｍ以内に有効面積３００ｃｍ２以内
（1ｍ以内は有効面積７５ｃｍ２）

ｃｍ２

＜ ＯＫ
３００ｃｍ２／４ｍ ＜ ４０７ｃｍ２／４ｍ ＯＫ

１０１．７６ｃｍ２／ｍ ４０７ｃｍ２／４ｍ

床下換気計算表（基礎パッキン）

総長
基礎外周

Ｌ

１０．７５０×４＝４３．００

　４．８７０×８＝３８．９６
　４．８７０×４＝１９．４８

　１．８２０×６＝１０．９２
　１．４６０×２＝　２．９２
　０．９１０×２＝　１．８２

１１２．３８×７５ｃｍ２＝ ８．４２９

１１２．３８×１０１．７６ｃｍ２＝ １１．４３６ｃｍ２

８．４２９ １１．４３６

１１７．１０ ４．７２ １１２．３８

※基礎パッキは全てロングを使用する）



１：２０

１：２０ １：５０

１：５０

１：２０

１：２０

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

外構平面図 詳細図 １：２００ １：２０

外構詳細図

外構平面図 １：２００

Ｌ型擁壁

真北

４３３．００㎡

１９２．５０ｍ

±０±０

±０±０

－
７
０

－
１
２
０
０

－
１
２
０
０

－７７０
－７２０

－
７
０

－７０－７０
－７０

－７０

－
７
０

－
７
０

－
７
０

－７０

トラロープ張 団地内注意喚起トラロープ張
北側
東側
西側
駐車区画線

１
５
０

１
０
２
０

１
２
０

９
０
０

９００×９００×９００×２基
ＫＫ－Ｍタイプ

９００×１８００×９００×２基
ＫＫ－ＬＬタイプ

（協栄金属工業　同等品)

９００１２０ １８００１８００９００

（協栄金属工業　同等品)

１２０

敷地境界線

クリーンボックス

※ごみ置場はＤ棟建設時に設置する。

ごみ置場

平面図

ホールインアンカー
ＳＵＳＢ－Ｍ１０

敷
地
境
界
線

クリーンボックス

９０

１
０
０
１
２
０５
０

砕石

舗装天

１
２
０

ＳＵＳＦＢ－４×４０
ＳＵＳ　
２Ｂ－Ｍ６

４０

断面図

Ｌ型アンカー金物位置１２ヶ所

Ｌ型アンカー金物

クリーンボックス

コンクリート押エ

面取１５

５４００

車
進
入
口

道
路
境
界
線

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

道路境界線

道
路
境
界
線

２
９
２
４
０

１２７４０１８８０

２１３１ １６５００

Ｄ棟
(１ＤＫ)

１
０
７
５
０

４
１
９
０

敷地境界線

１
４
３
０
０

ご
み
置
場

２
４
５
０

２
０
０
０

５
４
０
０

２
５
０
０

外部物置

電柱

１
５
１
２

２
５
０

１
５
０
０

１８８０

５９７６４４５０

水路境界線

４５００２２５０

道
路
中
心
線

３０００３０００

道路幅員
６０００

敷
地
境
界
線

トラロープ張
駐車区画線

ト
ラ
ロ
ー
プ
張

ト
ラ
ロ
ー
プ
張

敷
地
境
界
線

トラロープ張

２７００ １８００

ワイヤメッシュ６φ１５０□

図示 仕様

外構凡例

備考
Ｄ棟

参考数量

（ロープ止杭Ｈ＝１０００＠２０００共）

再生クラッシャラン
砕石路盤厚１５０

転圧

敷地、空地砕石敷き

敷地砕石敷き

Ｌ＝５６．５０ｍ
Ｌ＝６１．８０ｍ
Ｌ＝５６．２０ｍ

Ｌ＝１８．００ｍ

△

自転車置場

Ａ－２８
２８　３０



鉄筋 1 0 φ x Ｌ＝3 5 0

面木 2 0程度

▽ＧＬ
F . L（水勾配付け）

▽ＧＬ

敷砂利

鉄筋D 1 0縦横2 5 0

土間コンクリート

金ゴテ押え

※（　）内寸法はＤ棟を示す。

Sca l e

Ｄｅｓ 一級建築士登録（大臣）

事務所（知事） 陶 山 利 幸
Ｎｏ．１５１９２０

Ｎｏ．１６５５ツ カ サ

ＮＯ Sca l eＮａｍ

Ｔ ｉ ｔ

設計事務所

( 　 )

公営住宅建設事業　市営住宅基町団地Ｄ棟建設工事(建築主体)

ベース筋4 - D 1 3× 4 - D 1 3

1
4
0３
０

１
０
０

５
０

３
０
０

９
０

５
４
０

６００□

８００□

５
０

１
２
０

１
０
０

５
０

２
５
０

自転車置場詳細図 １：５０ １：１５

基礎詳細図　１：１５

小屋伏図　１：５０

水勾配付き

独立基礎- 4 ｹ処

土間コンクリート

２４５０

２８５０

２００ ２００

基礎伏図　１：５０

5

記　　述

1

2

3

4

参考品番　株式会社淀川製鋼所　Y O K C S - 2 4 5

仕様　積雪地用（3 0 0 0 K N）

埋め戻し土は場内発生土の良質土とする

残土は場外処分とする

基礎コンクリート強度はＦ0＝2 1Ｎ

鉄筋はＳＤ２９５Ａとする

竪トイ塩ビ押出材取り付け

基礎特記事項

番　号

１スパン

正面立面図　１：５０ 両側面立面図　１：５０

壁

壁 壁

２．４５０

１
．
８
０
０

面積図　１：５０

短辺方向長辺方向 　小計  延床面積  建築面積

 計

申請建物面積計算表 スパン数- 1 ｍ２

２．４５０ １．８００ ４．４１０ ４．４１０ ４．４１０

４．４１ ４．４１

自転車置場仕様

金ゴテ押え

Ａ－２９
２９　３０

２
２
３
０

２
１
３
０

９
０
０

９
０
０
１
８
０
０

２４５０

４
０
０

１
８
０
０

４００４００

３
４
０

（
３
８
０
）

２
５
４
０

（
２
５
８
０
）

ケラバキャップ

鼻隠しコーナー

ケラバｔ＝0 . 6間柱ｔ＝1 . 6

柱ｔ＝2 . 3

車止めｔ＝1 . 6 ヨドルーフ6 6ｔ＝0 . 5

鼻隠しｔ＝0 . 6

壁

車止め

壁

柱- 4 ｹ処

２
５
０

９
０
０

９
０
０

５
０
０

２
５
５
０

主　　　仕　　　様

部 材 名 形　　状

梁

柱 □- 6 5× 6 5 -ｔ＝2 . 3

□ - 7 5× 6 5 -ｔ＝2 . 3

桁 Ｃ- 1 0 0×7 5× 2 0 -ｔ＝2 . 3

材  質・仕 上 げ

塗装亜鉛溶融亜鉛メッキ鋼板

塗装亜鉛溶融亜鉛メッキ鋼板

塗装亜鉛溶融亜鉛メッキ鋼板

壁
塗装溶融5 5％アルミ二ウム
亜鉛合金メッキ鋼板

ヨド角波サイディング
ｔ＝0 . 4　8 0 0Ｎ型

□- 5 0× 2 0 -ｔ＝1 . 6 塗装亜鉛溶融亜鉛メッキ鋼板

塗装亜鉛溶融亜鉛メッキ鋼板□- 7 0× 4 8 -ｔ＝1 . 6（変形）

塗装亜鉛溶融亜鉛メッキ鋼板車止め

間　柱

胴　縁

□- 3 2× 3 2 -ｔ＝1 . 6

屋　根
塗装溶融5 5％アルミ二ウム
亜鉛合金メッキ鋼板

単位　㎜

ヨドルーフ　6 6　ｔ＝0 . 5

樋

塗装溶融5 5％アルミ二ウム
亜鉛合金メッキ鋼板

鼻隠し ｔ＝0 . 6

樹脂製　メーカー仕様軒樋　縦樋

G . L

２４５０

最高の高さ

軒の高さ

F . L

９００ ９００ ２５０

２
２
０
０

３
０

２４００

４００ １８００ ２００

５
０

５００４００ ４００



４連物置
面積寸法図

5

番　号 記　　述

基礎特記事項

1 埋め戻し土は場内発生土の良質土とする

2 残土は場外処分とする

3

4 鉄筋はＳＤ２９５Ａとする

連棟物置仕様

仕様　積雪地用

参考品番　株式会社淀川製鋼所　L L C S　 1 5 1 5

基礎コンクリート強度はＦ 0＝ 2 1 Ｎ

竪トイ塩ビ押出材取り付け

スパン数- 4

Ａ
Ｂ

アンカーボルト位置

上枠前

間柱前

扉前

扉後

下枠 前

床板
床補強

<積雪型>はり
ＣＦ　Ａ２．ＯＳＲ

棚板

棚受

床押え

鼻隠し前
上レール

<一般型>はり
ＣＦ　Ａ２．ＯＲ１．２t

鼻隠し後

上枠 後

壁パネル

下枠 後

上枠左

壁パネル

下枠 側

上枠後

棚板

棚受
間柱 後

床板

柱芯

壁パネル

上枠 中

屋根板
屋根板 鼻隠し前後接続材

＜積雪型ノミ＞

上枠中Ｓ左+上枠中Ｓ右　
＜積雪型＞

柱後 中

下枠 中

＜積雪型＞下枠中Ｓ

アンカー芯

１
８
０

１５１０ １５０８ １５０８ １５１０

室内有効巾

有効開口巾８１２

１４３６

1
,
4
0
7

3
0

7
5壁芯

壁芯

１１０
１５１０ １５０８ １５０８ １５１０

４
０

７
０

１
２
１
２

１
５
１
２

１
１
０

１
９
０

壁
芯 壁
芯

１
５
０

７０

６
０

１３８

４
０

１３８ １３８ ７０

床伏図　Ｓ＝１/５０

１５１０ １５０８ １５０８ １５１０

６７０．５ ６７０．５
６８ ３１

６７０．５
６８ ６８

６７０．５
３１

６７０．５
６８ ６８６８

６７０．５
３１ ３１

６７０．５ ６７０．５ ７０７０

８０ ８９４．５ ４３６．５ ６８ ７８ ８９４．５ ４３６．５ ７０
３１ ３１

１
５
１
２

７
０

６
７
０
．
５
３
１

６
７
０
．
５

７
０

床平面図　Ｓ＝１/５０

正面立面図　Ｓ＝１/５０

１５１２
側面立面図　Ｓ＝１/５０

１５０

６０７６

１５０

１
５
５
２

１
２
５
２

１
５
０

１
５
０

１
１
０

２
０

２
０

１
９
０

２０
１５１０ １５０８ １５０８ １５１０

２０

Ａ～Ｂ断面図

基礎伏・断面図Ｓ＝１/５０

最
高
の
高
さ

２
２
７
０

鼻
隠
シ
後
上
面
高
サ

１
９
９
７
．
５

１
５
０

基礎天端ＦＬ

ＧＬ

１５０８

縦断・横断面図Ｓ＝１/５０

有
効
開
口
高
サ

１
９
０
２

４７ ４７

５
２

９５１３０
１５１０５０

852５３７６

１１０ １１０

ＧＬ

基礎用型枠

１２０

１
５
０

ＧＬ

３５０

６０７６

１
０
０

１
３
０

８
０ ２
０

砂利ｔ＝１００

３５０

１２０

面木使用
コンクリート金こて押さえ
鉄筋タテヨコＤ1 3＠2 0 0

下枠 中

鉄筋Ｄ1 3＠縦横＠2 0 0

アンカープレート

天端コンクリート金ゴテ押エ
（モルタル補修）

金属アンカーφ1 2 - L 2 0 0
金属アンカーφ1 2 - L 2 0 0

下枠接続金具

基礎詳細図　Ｓ＝1 / 1 0

１３８

６９６９

３
３
０
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申請建物面積計算表 ｍ２

 計

５．９７６ １．５１２ ９．０３６ ９．０３６ ９．０３６

９．０４ ９．０４

アルミニウム合金押出形材

材　　　　質

J I S  G 3 3 1 2  塗装溶融亜鉛めっき鋼板 C G C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

 塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 （ツートンカラー）

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C

塗装溶融亜鉛めっき鋼板（後塗装仕上げ）

 塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 （ツートンカラー）

J I S  G 3 3 2 2  塗装溶融5 5 %アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板 C G L C C
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部　　材　　名

上 枠 前（後）

壁 パ ネ ル

アンカープレート

下枠前（側・後）

＜一般型＞

＜積雪型＞

＜一般型＞

＜積雪型＞

柱・ 前（後）左右

<積雪型>鼻隠し前後接続材

鼻 隠 し 前

鼻 隠 し 後

上 枠 左,右

扉

間　柱

床　板

上レール

屋 根 板

袖　壁

下レール

下 枠 中

柱・前 中

柱・後 中

床 補 強

上枠 中

上枠 中 S
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